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人口と開発/／目次扉・スケッチソウル空港で見たイラン女性
杉本雄三．固く元・関西電力病院長〉

巻
頭
言
／
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
如
周
年
を
記
念
し
て
ｌ

忘
れ
ら
れ
な
い
先
駆
者
た
ち

●
人
口
問
題
と
持
続
可
能
な
開
発

阿
藤
誠

●
中
国
が
抱
え
る
壮
大
な
人
口
問
題

石
橋
武
之

ｌ
”
余
剰
労
働
力
卿
呼
吸
で
き
る
か
／
経
済
開
発
の
波
、
乗
り
切
り
が
鍵
Ｉ

子
供
と
同
居
が
減
、
娘
と
増
／
中
国
・
貧

困
人
口
三
千
万
人
／
老
人
医
療
費
は
福
岡

が
一
位
／
人
口
・
鮖
歳
以
上
二
割
増
加
／

○
開
発
へ
の
協
力
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る

ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
東
京
で
開
く
別

●
ラ
オ
ス
で
見
た
こ
と
感
じ
た
こ
と

生
方
幸
夫

・
ｌ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
催
ｌ
ラ
オ
ス
へ
国
会
議
員
を
派
遣
《
ｕ
ｈ
～
蝿
〉

○
秋
田
、
群
馬
で
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
開
く

○
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
新
役
員

○
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
開
く

○
加
藤
シ
ヅ
エ
女
史
逝
去

財団法人ｱｼﾞｱ人ﾛ･開発協会

20周年を迎えて

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

…
…

挨
拶

挨
拶

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
生
み
の
親
の
〃
隆
さ
ん
〃

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
常
務
理
事
広
瀬
次
雄
８

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
理
事
長

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長

世
界
人
口
六
十
一
億
人
に
／
２
千
年
の
出

生
数
一
一
九
万
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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中
山
太
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谷
津
義
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安
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博
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忘れられない先駆者たち

グ
、
〆
、
〆
、
〆
、
ｒ
、
ゾ
｜
、
プ
、
Ｐ
、
〆
、
〆
、
Ｐ
、
伊
、
Ｐ
、
グ
、
Ｐ
ｈ
ｒ
Ｌ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
ｕ
Ｔ
ｒ
、
Ｆ
、
Ｆ
、
ｒ
、
ｆ
、
ｆ
、
夕
●
、
Ｆ
、
‐
伊
、
ｒ
、
Ｆ
、
ｒ
、
ｒ
、
ｒ
Ｔ
ｒ
、
ｆ
、
タ
ミ
グ
も
プ
、
グ

に
■
■
回。
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Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
一
九
七

力
の
コ
ロ
ン
ボ
で
国
連

Ｆ
Ｐ
Ａ
）
と
日
本
の
入

会
が
中
心
と
な
っ
て
開

口
・
開
発
会
議
」
、
並
び

北
京
で
発
足
し
た
「
入

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

支
援
す
る
た
め
、
故
佐

院
議
員
、
元
農
相
）
の

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）

が
今
年
成
人
式
を
む
か
え
ら
れ
る
と
の
こ

と
、
そ
の
慶
事
に
お
祝
い
申
し
あ
げ
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
こ
ら
れ
た

世
界
の
人
口
分
野
に
お
け
る
貢
献
に
深
く

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

九
年
に
ス
リ
ラ
ン

人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ

口
問
題
議
員
懇
談

催
し
た
「
国
際
人

に
一
九
八
一
年
に

口
・
開
発
に
関
す

ラ
ム
」
の
活
動
を

藤
隆
氏
（
元
衆
議

提
唱
で
設
立
さ
れ

た
と
記
憶
し

て
お
り
ま
、
Ｔ

設
立
以
来
、

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は

そ
の
財
政
的

な
制
約
の
も

と
で
立
派
な

業
績
を
挙
げ

て
こ
ら
れ
た

の
は
一
重
に

癖譲溌雛
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1979年国連平和賞受賞の岸信介元首相。

右はサラスＵＮＦＰＡ元事務局長

1981年国連平和賞受賞の福田赴夫元首相とサラス

ＵＮＦＰＡ元事務局長

う
信
条
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
国
連
シ
ス
テ
ム
の
中
に
政
治
家
を

協
力
相
手
と
し
て
迎
え
た
の
は
国
連
の
歴

史
の
な
か
で
多
分
サ
ラ
ス
氏
が
最
初
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
今
で
は
普
通
の
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
国
連

の
パ
ー
ト
ナ
ー
卜
し
て
積
極
的
に
支
援
活

動
に
参
画
さ
せ
た
の
も
サ
ラ
ス
氏
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

後
年
の
岸
先
生
と
サ
ラ
ス
氏
の
間
柄
は
、

い
さ
さ
か
僧
越
な
表
現
な
が
ら
い
ま
か
ら

思
う
と
〃
父
子
〃
の
よ
う
な
関
係
で
結
ば

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
勝
手
に
想
像

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
岸
先
生
は

ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
サ
ラ
ス
氏
を
都
内
の

日
石
近
く
の
事
務
所
に
迎
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
の
を
昨
日
の
よ
う
に
に
思
い
出
し

ま
す
。
世
界
の
人
口
問
題
を
岸
先
生
か
ら

引
き
継
い
だ
福
田
赴
夫
・
元
総
理
も
岸
先

生
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
サ
ラ
ス
氏
に

対
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
サ
ラ
ス
氏
は
よ
く
赤
坂
プ
リ
ン
ス

の
事
務
所
に
福
田
先
生
を
訪
ね
、
人
口
問

題
ば
か
り
で
な
く
日
本
の
政
治
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
将
来
に
つ
い
て
ま
る
で
親
子
の
よ

う
に
親
し
く
話
し
込
ん
で
い
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
福
田
先
生
は
北
京
で
の

ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
に
も
出
席
さ
れ
、

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
や
現
在
の
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
発
足
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
誕
生
と
ア
ジ
ア
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
結
成
の
関
係
で
忘
れ
る
こ
と

の
出
来
な
い
の
は
や
は
り
佐
藤
隆
先
生
と

同
先
生
の
イ
ン
ド
の
親
友
で
あ
っ
た
サ
ッ

ト
ボ
ウ
ル
・
ミ
ッ
タ
ル
議
員
で
す
。
こ
の

お
二
人
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
現
在
の

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
も
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

こ
の
お
二
人
が
人
口
問
題
の
解
決
の
た
め

に
命
を
賭
し
て
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
の
説

得
の
た
め
に
世
界
中
を
飛
び
歩
き
ま
し
た
。

佐
藤
先
生
は
亡
く
な
ら
れ
る
前
の
ソ
ウ
ル

の
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に
高
熱
で
意
識
も
は
っ

き
り
し
な
い
ほ
ど
の
病
を
押
し
て
出
席
さ

れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ソ

ウ
ル
は
ち
ょ
う
ど
寒
波
が
襲
い
、
日
中
で

も
氷
点
下
に
近
い
気
温
で
し
た
。
佐
藤
先

生
は
英
語
は
そ
う
お
得
意
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
会
議
中
の
議
論
の
流
れ
は
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冠菖萱匡ｌ鬮週織議

uＤＱＰ

常
に
的
確
に
把
握
さ
れ
て
お
り
、
議
論
が

紛
糾
し
た
と
き
は
見
事
に
ま
と
め
あ
げ
ら

れ
る
腕
前
に
は
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

ミ
ッ
タ
ル
氏
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
足

を
延
ば
し
、
又
ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
し
て

は
人
口
問
題
の
重
要
性
を
熱
心
に
訴
え
て

お
り
ま
し
た
。
佐
藤
先
生
と
同
様
、
骨
身

惜
し
ま
ぬ
仕
事
ぶ
り
が
影
響
し
た
の
か
、

惜
し
く
も
早
く
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤

先
生
、
ミ
ッ
タ
ル
議
員
は
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
議
長
、
事
務
総
長
と
し
て
非
常
に

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
す
ば
ら
し
い
コ
ン
ビ
で

し
た
。

も
う
一
人
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
語
る
時
ど
う
し
て
も
欠
か
す
こ
と

の
出
来
な
い
人
が
住
栄
作
氏
（
元
衆
院
議

員
、
元
法
相
）
で
す
。
住
先
生
の
忘
れ
が

た
い
印
象
は
北
京
会
議
の
時
の
起
草
委
員

会
で
す
。
翌
日
に
迫
っ
た
開
会
式
に
間
に

て
や
っ
と
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
間
草

案
の
内
容
や
言
葉
使
い
な
ど
に
つ
い
て
エ

キ
ス
パ
ー
ト
や
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
真
剣

に
討
議
し
、
付
き
合
っ
て
く
れ
た
の
が
住

先
生
で
し
た
。
先
生
と
一
緒
に
見
た
白
々

と
明
け
て
い
く
北
京
の
空
を
思
い
出
し
て

い
ま
す
。
本
当
に
責
任
感
が
強
く
、
そ
し

て
人
口
問
題
の
重
要
性
を
よ
く
理
解
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

世
界
や
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
に
い
さ
さ

か
携
わ
っ
て
き
た
一
人
と
し
て
、
多
く
の

人
々
に
出
会
い
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
成
人
式
を
迎
え
た
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

の
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
顧
み
る
と
き
私
の

脳
裏
に
浮
か
ぶ
の
は
、
こ
う
し
た
先
駆
者

た
ち
が
私
た
ち
の
活
動
に
注
い
で
く
れ
た

真
蟄
で
暖
か
い
眼
差
し
で
す
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

が
こ
れ
か
ら
も
ア
ジ
ア
ば
か
り
で
な
く
、

世
界
レ
ベ
ル
で
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
は
も
と
よ
り
、
地
球
規
模
の
人
口
・

環
境
・
食
料
の
問
題
、
さ
ら
に
人
口
と
安

全
保
障
の
問
題
も
含
め
て
国
会
議
員
の
方
々

と
の
共
同
作
業
を
一
層
強
め
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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澱
司
型
》
同

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
二
○

○
二
年
は
私
ど
も
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
開

発
協
会
が
設
立
さ
れ
て
二
十
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
十
年
の
間
に
私
た
ち
は
研
究
調
査

活
動
、
国
会
議
員
活
動
、
人
口
開
発
問
題
に

関
す
る
啓
発
活
動
の
面
で
、
積
極
的
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
先
駆
者
の
岸
信

介
、
福
田
起
夫
・
両
元
首
相
の
先
見
の
明
に

深
く
敬
意
を
表
し
、
そ
の
教
え
を
守
っ
て
活

動
し
て
き
た
こ
の
数
々
の
実
績
を
強
く
誇
り

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
日
本
や
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
世
界

の
人
口
と
開
発
問
題
に
関
す
る
国
会
議
員
活

動
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
事
務
局

業
務
、
国
際
会
議
等
を
開
催
す
る
の
み
な
ら

ず
、
非
西
欧
で
初
め
て
人
口
転
換
を
成
し
遂

げ
た
日
本
国
の
経
験
を
国
際
会
議
の
場
に
反

映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
日

本
国
の
人
口
問
題
に
関
す
る
外
交
の
か
な
り

の
部
分
を
担
い
、
日
本
の
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を

高
め
る
上
で
幾
分
か
の
貢
献
が
で
き
た
も
の

と
自
負
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
世
界
は
混
迷
の
中
に
い
ま
す
。
九
月

に
は
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者
に
よ
る
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
で
の
同
時
テ
ロ
で
新
た
な
「
戦
争
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
数
多
く
の
犠
牲
者
に
心

か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
事
件
は
唯
一
残
っ
た
超
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
だ
け
で
は

世
界
の
平
和
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
十
分
に

な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
世
界
の
不
安
定
さ
の
根
本
の
大
き
な

原
因
の
ひ
と
つ
に
人
口
問
題
が
あ
り
ま
す
。

イ
ス
ラ
ム
地
域
に
お
け
る
人
口
の
急
増
は
数

多
く
の
失
業
者
の
貧
困
を
生
み
出
し
、
政
治

的
な
不
安
定
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
南

北
問
題
と
い
う
発
展
途
上
国
と
先
進
国
の
あ

ま
り
に
も
大
き
な
格
差
の
問
題
。
こ
れ
ら
多

く
の
課
題
の
中
か
ら
紛
争
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
な
ど
の
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。日
本
で
も
構
造
不
況
に
苦
し
み
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
職
を
失
い
、
苦
し

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
激
動
の
世
紀
に
財
団

法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
が
果
た
し
て

い
る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
、
安
全
に
生
活

で
き
る
と
い
う
「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
達

成
す
る
た
め
の
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
重
要
性
を
増
す
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
皇
太
子
殿
下
ご
夫
妻
に
待
望
の
お
子

様
が
ご
誕
生
に
な
る
と
い
う
国
民
的
な
慶
事

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
日
本
の
社
会
に
必
要

な
の
は
明
る
い
希
望
で
あ
り
、
夢
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
慶
事
は
今
後
の
社
会
に
と
っ
て
大

き
な
光
明
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

６

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
理
事
長
ヰ
山
太
！良

衆
議
院
議
員

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
会
長

、



財団法人アジア人ロ・開発協会２０周年を迎えて

二
○
○
二
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
二
○
○
二
年
は
財
団
法
人

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
が
二
十
周
年
を
迎

え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
は
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
設
立
に
あ
わ
せ
、

各
国
か
ら
の
強
い
要
望
に
こ
た
え
、
そ
の
支

援
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
十
年
の
問
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
事
務
局

と
し
て
、
タ
イ
に
常
設
事
務
局
が
で
き
て
か

ら
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
事
務
所
と
し
て
、
ま

た
東
京
事
務
所
と
し
て
積
極
的
な
支
援
活
動

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
毎
年
開
か
れ
て
き
た

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代

表
者
会
議
（
通
称
１
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
）
は
三

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
は
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
／
ご
協
力

iiLi

人
口
と
翼
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
谷
津
義
男

（
識
法
人
薇
）
ア
軸
關
蕊
葬
餘

年
に
一
回
開
催
さ
れ
て
き
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大

会
を
補
完
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
継
続
的
に
開
催
さ

れ
て
き
た
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
な
く
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
活
動
の
現
在
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
主
催
し
、
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
取
っ
た
国
際
会
議
で
は
、
事
務
局

と
し
て
国
会
議
員
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ

い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を
構
成

す
る
上
で
も
専
門
的
な
支
援
を
い
た
だ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。

一
九
九
四
年
の
「
国
際
人
ロ
開
発
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
」
、
一
九
九
五
年
の
「
世
界
社
会
開

発
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
」
、
「
第
四
回
世
界

女
性
会
議
（
Ｆ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
）
」
、
二
九
九
六
年
の

を
賜
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
動
し
て

ま
い
り
た
い
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
、
’
九
九
九
年
の
国
際

人
ロ
会
議
評
価
の
た
め
の
ハ
ー
グ
会
議
な
ど

主
要
な
政
府
間
会
議
に
あ
わ
せ
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
が
国
際
会
議
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
内

容
の
面
で
も
、
事
務
的
業
務
の
面
で
も
全
て

の
支
援
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
は
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
支
援
な

く
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
盛
況
を
見
る
こ
と
は
あ

り
あ
え
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
国
会
議
員

活
動
の
母
体
と
し
て
、
さ
ら
に
調
査
研
究
活

動
を
通
し
て
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
果
た
さ
れ
て
き
た

役
割
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
と
し
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
、
今
後
と
も
密
接
な
協
力
関
係
を

築
い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
一
層
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

｜
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

～－－

７
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ａ
‐
‐
‐
ｓ
ｂ
：
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
‐
ｌ
小
粒
ぽ
が
ら
・
・
・
■
一

も
、
雄
志
を
抱
い
て
発
足
し
た
わ
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
〃
成
人
式
〃
を
豆
》

迎
え
る
。

｜
Ｉ
Ｄ
Ｄ
、
‐
》

感
無
『
一
雲
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
総
員
ら
ご

名
。
数
多
い
巨
大
集
団
の
特
殊
法
人
や
公
益
法
人
の
中
に
あ
っ
て
、
一
一
丘

一
寸
法
師
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
財
団
だ
。
バ
ブ
ル
正
一

崩
壊
後
の
底
な
し
大
不
況
の
怒
濤
に
翻
弄
さ
れ
て
、
必
死
の
舵
と
了

り
で
沈
没
を
防
い
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ノ
ン
プ
ロ
フ
ィ
ッ
コ

ト
（
非
利
益
的
）
で
、
天
下
り
役
員
も
、
国
か
ら
の
補
助
金
も
な
―
―

い
・
し
か
し
、
設
立
以
来
、
曰
本
財
団
を
初
め
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
。

達
人
□
基
金
）
、
経
団
連
翼
下
の
企
業
・
団
体
な
ど
、
ご
く
一
部
の
元
一

心
あ
る
方
々
か
ら
の
有
難
い
ご
理
解
と
尊
い
ご
支
援
の
お
蔭
で
、
へ
：
｜

数
多
い
実
績
を
あ
げ
、
一
」
こ
ま
で
生
き
抜
い
て
く
る
こ
と
が
で
き
Ⅱ

だ
。深
い
感
謝
を
捧
げ
、
さ
ら
な
る
前
進
を
》
｜
一
一
一
一
い
た
い
。

｜
」
の
意
義
あ
る
節
目
に
立
会
う
一
」
と
が
で
き
た
草
創
期
か
ら
の
Ⅱ

関
係
者
は
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な
く
な
っ
た
。

限
り
あ
る
紙
幅
で
は
あ
る
が
、
設
立
者
を
追
憶
し
て
み
た
い
。
「
」

昭
和
五
十
六
年
（
’
九
八
一
年
）
秋
の
こ
と
だ
。

「
人
□
問
題
の
財
団
を
作
り
た
い
。
急
い
で
寄
付
行
為
案
（
定
款
）
｝
川

を
つ
く
り
厚
生
省
と
交
渉
し
て
舅
え
ぼ
い
か
」
１
．
震
反
隆
一
■

さ
ん
〃
か
ら
の
緊
急
依
頼
で
あ
る
。

わ
ら
じ
企

み
こ
し

あ
れ
か
ら
草
軽
を
網
い
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
い
う
神
輿
を
担
い
で
旱
で
（

，
｜
卜
，
‐
」
，
．
‐
‐
〆
Ｆ
１
ニ
レ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
…
Ｐ
ｔ
・
；
⑭
Ｊ
Ｐ
旧
；
ｆ
Ｐ
Ｐ
・
ザ
ト
Ｐ
。
Ｆ
已
卜
’
５
‐
ら
甘
一
』
｜
加
伊
；
謡
・
●
弘
ｉ
少
Ｉ
〆
｜
・
：
吟
・
…
！
：
・
ザ
８
‐
Ｑ
鷹
‐
’
’
４
．
’
’
’
’
’
１
．
｜
‐
合

８



財団法人アジア人ロ,開発協会２０周年を迎えて

く
ち
一
一
十
年
が
過
ぎ
た
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
創
設
し
た
佐
藤
隆
代
議
士
（
元
農
林
水
産
大
臣
、

元
国
際
人
□
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
代
行
、
人
□
と
開
発
に
閏
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
Ⅱ
｜
｜
｜
期
）
は
、
い
ま
電
話
も
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
も
、
手
紙
も
届
か
な
い
安
ら
か
な
十
万
億
土
で
、
わ
れ
わ

れ
を
見
守
っ
て
い
る
。

〃
隆
さ
ん
〃
存
命
で
こ
の
曰
を
迎
え
て
い
た
ら
…
…
と
思
う
と
、

万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
隆
さ
ん
（
あ

え
て
生
前
の
愛
称
で
呼
ば
さ
せ
て
頂
く
）
は
、
先
の
大
戦
で
生
死

を
共
に
し
た
私
の
海
軍
航
空
隊
同
期
の
桜
で
あ
る
。
昭
和
十
八
年

に
入
隊
し
た
同
期
の
桜
は
、
う
ち
一
○
○
四
名
が
特
攻
攻
撃
な
ど

で
空
に
、
海
に
散
華
し
た
。
生
き
残
っ
た
二
人
は
、
国
会
議
事
堂

内
の
参
議
院
記
者
ク
ラ
ブ
で
再
会
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
十
一
月

の
こ
と
だ
。
私
は
新
聞
社
の
国
会
長
（
キ
ャ
ッ
プ
）
だ
っ
た
。

あ
の
透
き
通
っ
た
大
声
で
私
を
尋
ね
て
き
た
隆
さ
ん
は
、
人
な

つ
こ
い
笑
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
海
軍
式
敬
礼
を
し
た
。
固
い
握
手

を
交
わ
し
、
｜
肩
を
叩
き
合
っ
て
再
会
を
喜
ん
だ
。
隆
さ
ん
の
襟
一
兀

に
は
真
新
し
い
参
議
院
議
員
バ
ッ
ジ
が
光
っ
て
い
た
。

当
時
の
参
議
院
に
は
、
権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
重
宗

雄
一
一
一
参
議
院
議
長
を
始
め
、
平
井
太
郎
、
河
野
謙
一
一
一
、
迫
水
欠
常
、

鍋
島
巨
紹
、
新
谷
寅
一
一
一
郎
、
田
中
茂
穂
、
安
井
謙
、
斉
藤
昇
氏
ら

重
鎮
が
お
ら
れ
、
数
々
の
秘
話
を
伺
っ
た
も
の
だ
。
ネ
イ
ビ
ー
の

大
先
輩
で
は
真
珠
湾
攻
撃
の
ゼ
ロ
戦
指
揮
官
、
〃
源
田
サ
ー
カ
ス
〃

の
異
名
を
持
つ
源
田
実
氏
、
連
合
艦
隊
参
謀
の
大
谷
藤
之
助
氏
、

と
つ
←
『
ん

と
り
わ
け
呪
懇
だ
っ
た
〃
徳
さ
ん
〃
一
」
と
徳
永
正
利
氏
（
参
議
院

議
長
・
運
輸
相
）
ら
が
お
ら
れ
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

人
柄
が
良
く
、
正
義
感
旺
盛
、
政
策
熱
心
、
情
熱
的
で
行
動
力

抜
群
の
〃
国
土
〃
隆
さ
ん
を
地
元
も
衆
議
院
も
放
っ
て
は
お
か
な

い
。
隆
さ
ん
は
昭
和
五
十
一
年
暮
れ
の
〃
黒
い
霧
解
散
〃
で
衆
院

選
に
出
馬
、
新
潟
二
区
で
堂
々
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
す
。
若
い
政

治
家
と
政
治
記
者
、
生
死
を
共
に
し
た
同
期
の
桜
同
志
と
な
れ
ば
、

二
人
の
友
情
に
一
一
一
一
已
葉
は
い
ら
な
か
っ
た
。

乱
闘
国
会
、
予
算
委
員
会
、
内
閣
改
造
、
衆
院
転
出
、
政
変
、

夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
等
々
、
想
い
出
や
一
美
ぱ
な
し
は
つ
き
な
い
。
昭

和
五
十
八
年
初
夏
、
私
は
新
聞
社
を
繰
り
上
げ
定
年
退
職
し
、
乞

わ
れ
て
隆
さ
ん
の
可
相
談
役
Ｌ
と
な
り
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
運
営
に
も

関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

政
治
家
と
し
て
の
隆
さ
ん
は
、
Ｂ
本
の
国
会
を
代
表
す
る
〃
｜
｜
｜

つ
の
顔
伽
を
持
っ
て
い
た
。
丁
人
□
問
題
の
佐
藤
Ｌ
可
コ
メ
（
農
政
）

の
佐
藤
Ｌ
「
災
害
の
佐
藤
Ｌ
で
あ
る
。

〃
災
害
男
〃
と
い
わ
れ
た
隆
さ
ん
に
は
悲
し
い
で
き
ご
と
が
あ
っ

た
。
昭
和
四
十
四
年
夏
に
襲
っ
た
羽
越
水
害
で
、
参
議
院
議
員
だ
っ

た
父
芳
男
氏
と
母
堂
、
子
息
一
一
人
（
長
男
、
三
男
）
を
一
瞬
に
し

て
失
っ
た
の
で
あ
る
。
天
を
恨
む
こ
と
し
か
で
き
な
い
自
然
災
害
。

父
の
遺
志
を
継
い
だ
隆
さ
ん
は
、
政
治
家
と
し
て
自
然
災
害
の
防

止
と
、
そ
の
救
済
に
全
力
で
挑
戦
し
た
。
七
年
間
に
わ
た
っ
て
心

血
を
注
い
だ
結
果
、
議
員
立
法
で
、
自
由
世
界
で
は
初
の
「
個
人

災
害
救
済
法
Ｌ
を
昭
和
四
十
八
年
九
月
七
曰
、
衆
議
院
本
会
議
で

可
決
、
成
立
さ
せ
、
同
月
十
八
曰
、
法
律
第
八
十
二
号
と
し
て
公

布
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
奇
し
く
も
ご
両
親
と
一
一
児
の
七
回
忌
の
法
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こ
の
道
に
は
ず
み
つ
け
た
り
平
和
賞
一
粒

要
に
当
た
り
、
隆
さ
ん
の
発
願
が
結
実
し
た
の
だ
っ
た
。

〃
コ
メ
（
農
政
）
の
佐
藤
Ｍ
は
、
昭
和
六
十
一
一
年
十
一
月
六
曰
、

晴
れ
て
明
治
政
府
の
農
商
部
卿
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
第
一
一
九
代
目

の
農
林
水
産
大
臣
と
な
っ
た
。
難
問
山
積
の
農
水
相
就
任
で
あ
る
。

曰
米
牛
肉
オ
レ
ン
ジ
交
渉
で
さ
っ
そ
く
強
腕
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
の

ヤ
イ
タ
ー
通
商
代
表
と
丁
々
発
止
と
渡
り
合
い
、
脚
光
を
浴
び
た
。

可
私
は
曰
本
国
の
一
一
九
代
震
水
大
臣
。
曰
本
で
は
一
一
九
と
い
う

数
字
は
全
国
共
通
の
火
消
し
の
電
話
番
号
だ
。
私
は
曰
米
両
国
の

火
消
し
に
や
っ
て
き
た
Ｌ
と
ユ
ー
モ
ア
で
対
決
し
、
紐
余
曲
折
の

末
、
決
言
さ
せ
た
。
大
役
を
果
た
し
た
隆
さ
ん
は
、
不
眠
不
休
の

こ
の
交
渉
の
過
労
が
影
響
し
て
寿
命
を
縮
め
る
一
」
と
に
な
っ
た
。

〃
人
□
問
題
の
佐
藤
〃
の
活
躍
は
、
近
く
刊
行
さ
れ
る
二
十
周
年

記
念
史
の
設
立
経
緯
に
詳
し
い
が
、
世
界
初
の
国
会
議
員
に
よ
る

附
人
□
と
開
発
に
関
す
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
川
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
を

結
成
し
て
、
世
界
各
大
陸
に
議
員
組
織
を
結
成
す
る
基
盤
を
作
っ

た
功
績
は
大
き
い
。
師
匠
、
岸
信
介
、
福
田
越
夫
両
元
首
相
に
次

い
で
〃
国
連
平
和
員
〃
に
輝
い
た
こ
と
は
、
世
界
を
霊
台
に
〃
人

□
問
題
の
解
決
な
く
し
て
人
類
の
平
和
と
繁
栄
は
あ
り
え
な
い
〃

が
信
念
だ
っ
た
隆
さ
ん
の
大
き
な
栄
一
一
一
一
一
で
あ
り
、
新
た
な
出
発
点

と
な
っ
た
。

句
を
よ
く
し
た
隆
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
年
二
九
八
五
年
）
四

月
十
八
日
「
国
連
平
和
賞
Ｌ
を
一
受
賞
に
つ
い
て
、

肴
Ｊ
一

一・・口．．（凸一
と
爽
や
か
に
喜
び
を
詠
み
残
し
て
い
る
。

｜ＰＰＬロⅢ。》

一口一句一
さ
て
、
｜
｜
＋
｜
世
紀
の
わ
れ
わ
れ
に
は
、
母
な
る
地
球
が
人
類
蕊

を
支
え
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
厳
し
い
現
状
が
待
迩一（司二．一

ら
構
え
て
い
る
。

人
□
爆
発
が
は
じ
ま
っ
た
一
一
十
世
紀
だ
け
で
世
界
人
□
は
四
十
蚕
一

数
億
人
も
増
え
て
六
十
一
億
人
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
五
十
年
後
薩『》》‐．‐一・一．一

の
《
フ
世
紀
半
ば
に
は
、
増
加
の
勢
い
が
一
衰
え
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
一
へ
《
一

九十一一一億人になるとの推計がある・地球がストックして一一口一』一》ロ
｜
Ｐ
』

き
た
資
源
を
、
豊
か
さ
の
み
を
求
め
て
無
秩
序
に
浪
費
し
て
き
た
一
一
一
『
一

人
類
は
、
人
間
本
位
の
、
自
己
中
心
主
義
の
文
明
を
謙
虚
に
反
省
一
一
い
》

し
、
価
値
観
の
転
換
を
は
か
ら
な
い
限
り
、
人
類
の
滅
亡
は
自
明
一
昨
へ
』

の
理
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
厳
粛
か
つ
深
遠
な
－
」
の
一
点
に
ど
一
一
一
』
》一・｝ロヮロロロヮー

の
よ
う
に
挑
戦
し
て
い
く
か
１
．

－‐》，．》『，舟

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
国
会
議
員
活
動
の
母
窟

体
と
し
て
の
意
義
、
政
府
委
託
の
調
査
研
究
で
果
た
し
て
き
た
意
瓢

義
、
人
□
と
持
続
可
能
な
開
発
問
題
へ
の
啓
発
活
動
で
果
た
し
て
葱

き
た
意
義
を
世
に
問
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方
々
灘一‐、〈Ⅲ、町ロ》｛０（

の
意
見
を
聞
き
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
創
設
言
の
遺
志
を
継
承
し
て
、
『
錘

理事長、中山太郎先生を中心に、人類の一Ｗ一‐和と福祉を旗斑
印
に
、
Ⅳ
一
」
の
道
川
に
精
一
杯
た
ゆ
み
な
い
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
一
一
〉
〉
（
一》Ｆ｜印Ｌ〉》

た
い
。

’一一肝壹・Ｐ壹壹》ゴー
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Ｉ
、
は
じ
め
に

Ｉ
カ
イ
ロ
会
議
の
余
波

二
十
世
紀
最
後
の
十
年
間
に
、
国
連

が
主
導
す
る
世
界
的
に
大
き
な
国
際
会

議
が
続
い
た
。
な
か
で
も
九
二
年
の
リ

オ
・
サ
ミ
ッ
ト
九
四
年
の
カ
イ
ロ
会
議

九
五
年
の
北
京
会
議
は
、
そ
の
後
の
世

界
に
お
け
る
地
球
規
模
的
問
題
を
考
え
、

そ
れ
に
取
り
組
む
た
め
の
共
通
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
提
供
し
た
点
で
画
期
的
で

あ
っ
た
。
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
は
、
世
界

の
環
境
全
般
に
関
し
て
「
持
続
可
能
な

開
発
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
包
括
的

な
指
針
で
あ
る
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
幻
」
を

採
択
し
た
。
カ
イ
ロ
会
議
で
は
、
人
口

●阿藤誠(あとう.まこと）
1942年東京都生まれ社会学博士

〈現職>国行計会保障・人口問題研究所所長

〈最終学歴>東京大学文学部社会学科卒業

同大学院社会学研究科修士課程修了

米国ミシガン大学留学､同校よりＰｈ

Ｄ.(社会学博土)取得

〈職歴>厚生省人口問題研究所入所同研究

所国際科長､人口政策研究部長.1996

年の国立社会保障・人ロ問題研究所

の発足にともない副所長､2000年よ

り同所長

国連人ロ開発委員会議長(2001年)、

日本人ロ学会理事、

<主な著書〉『現代人口学：少子高齢社会の

基礎知識』日本評論社2000年編著

『先進諸国の人口問題：少子化と

家族政策』東大出版会1996年共編箸

「人ロ変動と家族』大明堂1997年｢親

子関係からみた家族変容の行方一核

家族化か個族化か－｣毎日新聞社１９９６

年｢人ロ学からみた少子化問題一少

子化と家族政策｣日本精神衛生学会

誌1996年｢人ロ・家族政策の展開と

有効性』大明堂1998年｢先進国の人

口に対する妨げ」大明堂1998年｢ジエ

ンダー統計の現状と課題一人口問題

との関連で－｣東大出版会1999年｢少

子化対策_何が求められているか－」

毎日新聞社2000年など。

開
発
問
題
解
決
の
政
策
原
理
と
し
て
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
の
尊
重
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を

目
指
す
「
カ
イ
ロ
行
動
計
画
」
を
採
択
し
た
。

北
京
会
議
は
一
九
七
五
年
以
来
の
世
界
女
性

会
議
の
目
的
で
あ
る
女
性
差
別
撤
廃
・
男
女

平
等
の
実
現
と
と
も
に
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ラ
イ
ッ
と
環
境
問
題
に
お
け
る
女
性
の

役
割
の
重
要
性
を
確
認
し
た
「
北
京
行
動
綱

領
」
を
採
択
し
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
会
議
と
そ
の
採
択
文
書
に

共
通
す
る
の
は
、
女
性
の
自
己
決
定
権
が
人

権
の
不
可
分
の
一
部
と
し
て
強
く
主
張
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
カ
イ
ロ
行
動

計
画
」
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
の
平
等
は
人

口
開
発
問
題
の
鍵
で
あ
り
、
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ッ
の
尊
重
に
基
づ
い
て
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
人
口
開
発
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と

い
う
哲
学
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

一
一
一
つ
の
文
書
で
は
「
人
口
（
己
・
ロ
巳
昌
。
ご
）
」
と

い
う
言
葉
の
使
用
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
人
間
（
よ
り
具
体
的
に
は
女

性
の
出
産
）
を
量
の
面
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
よ
う
と
す
る
人
口
論
的
、
マ
ク
ロ
経
済
的

政
策
論
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
表
わ

れ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

世
界
的
な
人
口
開
発
問
題
へ
の
政
策
論
的

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ラ
イ
ッ
／
ヘ
ル
ス
の
行
動
指
針
は
確
か
に
画

期
的
で
あ
っ
た
が
、
「
カ
イ
ロ
行
動
計
画
」
に

対
し
て
は
、
認
識
論
的
レ
ベ
ル
で
は
、
マ
ク

は
、
認
識
論
的
レ
ベ
ル
で
は
、
マ
ク

ロ
レ
ベ
ル
で
み
た
人
口
問
題
ｌ
人
口

と
持
続
可
能
な
開
発
の
相
互
関
連
Ｉ

の
重
要
性
を
も
っ
と
論
ず
る
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
う
批
判
が
人
口

学
者
、
経
済
学
者
の
間
で
少
な
く
な

い
。
本
稿
で
は
、
国
連
人
口
部
の
二

○
○
○
年
版
将
来
人
口
推
計
の
結
果

と
国
連
人
口
基
金
に
よ
る
二
○
○
一

年
版
『
世
界
人
口
白
書
』
（
人
口
と
環

11



境
を
特
集
）
が
発
表
さ
れ
た
こ
の
機
会
に
、

マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
、
世
界
人
口
の
行
方

と
人
口
・
開
発
・
環
境
の
関
係
を
考
え
て
み

た
い
。

Ⅱ
、
世
界
人
ロ
の
行
方

第
二
次
大
戦
直
後
、
近
代
医
薬
の
普
及
に

よ
っ
て
発
展
途
上
地
域
の
死
亡
率
が
急
低
下

し
、
そ
の
人
口
が
急
激
に
増
加
を
始
め
た
。

途
上
地
域
全
体
の
人
口
増
加
率
は
一
九
五
○

年
代
前
半
で
す
で
に
年
率
二
・
｜
％
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
も
上
昇
を
続
け
、
’
九
六
○

年
代
後
半
に
は
二
・
五
％
に
達
し
た
。
世
界

人
ロ
全
体
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
の
人
口
増

加
率
は
年
率
二
・
○
％
の
高
さ
に
達
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
高
い
人
口
増
加
率
の
下
で
は
途
上

地
域
の
経
済
開
発
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、

大
勢
の
子
ど
も
が
教
育
を
受
け
る
機
会
を
奪

わ
れ
る
こ
と
は
人
道
に
反
す
る
の
で
は
な
い

か
、
仕
事
の
な
い
若
者
が
大
都
市
に
あ
ふ
れ

る
こ
と
が
途
上
国
の
政
情
不
安
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。
西
側
先
進
諸
国
が
途
上
地

域
の
人
口
爆
発
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
人
口

分
野
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
）
の
設
立
に
向
か
っ
た
の
は
こ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

七
○
年
代
に
入
っ
て
途
上
地
域
全
体
の
人

口
増
加
の
勢
い
が
緩
み
始
め
た
。
今
日
な
お

途
上
地
域
人
口
の
四
分
の
「
世
界
人
口
の

五
分
の
一
を
占
め
る
中
国
の
出
生
率
・
人
口

増
加
率
が
こ
の
時
期
に
低
下
を
始
め
た
こ
と

が
大
き
い
が
、
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
全
域
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
も
出
生
率
・
人
口
増
加

率
の
低
下
が
始
ま
り
、
や
が
て
そ
れ
は
八
○

年
代
、
九
○
年
代
に
他
の
途
上
地
域
に
も
除
々

に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
途
上
国
自
身
の
経
済

発
展
、
社
会
開
発
政
策
、
大
規
模
な
家
族
計

画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
そ
れ
に
先
進
諸
国

な
ら
び
に
国
連
人
口
基
金
を
始
め
と
す
る
国

際
機
関
の
協
力
が
加
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
・
国
の
出
生
率
低
下
が
促
さ
れ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
八
○
年
代
後
半
、
世
界
全
体
（
な
ら

び
に
途
上
地
域
全
体
）
の
人
口
増
加
率
は
な

お
一
・
七
％
（
二
・
○
％
）
で
あ
り
、
’
九

九
○
年
に
国
連
が
実
施
し
た
将
来
人
口
推
計

に
よ
れ
ば
二
○
五
○
年
の
世
界
人
口
は
約
百

億
人
に
達
す
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
た
。

し
か
る
に
九
○
年
代
に
入
っ
て
世
界
な
ら
び

に
途
上
地
域
の
人
口
増
加
率
は
予
想
外
に
低

下
を
続
け
、
国
連
の
将
来
推
計
人
口
は
二
年

毎
の
改
訂
の
度
に
下
方
修
正
さ
れ
続
け
た
。

九
八
年
推
計
で
は
二
○
五
○
年
の
世
界
人
口

は
八
十
九
億
人
と
推
計
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
世
界
人
口
の
見
通
し
が
下
方
修
正
さ
れ
続

け
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ

リ
カ
の
エ
イ
ズ
禍
に
よ
る
死
亡
率
上
昇
お
よ

び
旧
ソ
連
・
東
欧
圏
の
死
亡
率
上
昇
で
あ
る

が
、
も
う
ひ
と
つ
は
先
進
国
も
含
め
た
世
界

全
域
で
の
予
想
を
超
え
た
出
生
率
の
低
下
で

あ
っ
た
。

地
球
規
模
的
問
題
を
世
界
あ
る
い
は
途
上

地
域
全
体
の
人
口
増
加
の
観
点
か
ら
の
み
眺

め
る
と
す
れ
ば
、
今
日
、
増
加
の
勢
い
は
明

ら
か
に
弱
ま
っ
て
お
り
（
二
○
○
○
’
○
一

年
の
世
界
人
口
な
ら
び
に
途
上
地
域
の
増
加

率
は
年
率
一
・
二
％
と
一
・
五
％
）
、
わ
れ
わ

れ
は
二
十
一
世
紀
半
ば
以
降
に
お
け
る
静
止

人
口
の
実
現
に
向
け
て
あ
る
程
度
の
楽
観
論

に
立
つ
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
問
題
を
地
域
別
に
眺
め
て
み
る
と
、

最
貧
国
を
多
く
含
む
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ

カ
、
西
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
は
、
出
生
率
も
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人ロ問題と持続可能な開発

人
口
増
加
率
も
今
な
お
高
水
準
に
あ
り
、
決

し
て
楽
観
視
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
も
増
加

の
勢
い
は
弱
ま
っ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、

世
界
の
年
間
人
口
増
加
規
模
は
、
八
○
年
代

後
半
の
八
千
万
人
台
か
ら
減
り
始
め
て
い
る

も
の
の
、
今
後
二
十
五
年
間
は
七
千
万
人
台

が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
水
・
食

糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
等
・
地
球
環
境
へ
の

年
々
の
人
口
圧
力
の
増
大
は
無
視
で
き
な
い
。

ま
た
国
連
の
二
○
○
○
年
人
口
推
計
が
過
去

四
回
の
推
計
と
は
異
な
っ
て
世
界
な
ら
び
に

途
上
地
域
の
将
来
人
口
を
や
や
上
方
修
正
し

た
こ
と
も
、
過
度
の
楽
観
論
は
危
険
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
（
二
○

五
○
年
の
世
界
人
口
を
九
三
億
人
と
予
想
）
。

発
展
途
上
地
域
の
人
口
爆
発
の
問
題
と
は

別
に
、
二
つ
の
重
要
な
人
口
動
向
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
ひ
と
つ
は
、
先
進
地
域
の
少

子
高
齢
化
傾
向
で
あ
る
。
先
進
諸
国
の
多
く

は
人
口
転
換
後
、
長
期
に
わ
た
っ
て
高
齢
化

の
過
程
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
七
○
年
代

以
降
、
出
生
率
が
人
口
置
換
水
準
を
大
き
く

下
回
っ
て
低
下
・
低
迷
を
続
け
た
た
め
、
二

十
一
世
紀
前
半
に
は
、
多
く
の
先
進
諸
国
が

人
口
減
少
に
転
ず
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
少
子
化
と
長
寿
化
が
続
い
た

こ
と
に
よ
り
、
二
十
一
世
紀
半
ば
に
は
、
従

来
の
予
想
を
超
え
た
「
超
高
齢
社
会
」
に
な

る
こ
と
も
避
け
難
い
情
勢
で
あ
る
。
高
齢
化

傾
向
は
ひ
と
り
先
進
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、

出
生
力
転
換
を
終
え
た
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
・

中
国
な
ど
か
ら
始
ま
っ
て
順
次
他
の
途
上
国

に
も
拡
が
っ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
が
さ
ら
に
先
進
国
並
の
超
高

齢
社
会
に
向
か
い
、
や
が
て
は
人
口
減
少
に

向
か
う
か
否
か
は
、
出
生
力
転
換
後
の
少
子

化
動
向
次
第
で
あ
り
、
今
後
の
出
生
率
の
行

方
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
人
口
動
向
は
世
界
な
ら
び

に
発
展
途
上
地
域
の
都
市
化
で
あ
る
。
今
日
、

世
界
な
ら
び
に
途
上
地
域
全
体
と
し
て
は
都

市
人
口
割
合
は
四
七
％
と
四
○
％
に
と
ど
ま

る
が
、
経
済
開
発
の
進
展
に
よ
る
都
市
に
お

け
る
労
働
力
需
要
の
増
大
は
農
村
か
ら
都
市

へ
の
人
口
移
動
を
促
し
、
さ
ら
に
は
都
市
人

口
自
体
の
自
然
増
加
も
加
わ
っ
て
、
都
市
人

口
割
合
の
上
昇
に
つ
な
が
る
。
国
連
の
推
計

に
よ
れ
ば
、
二
○
三
○
年
ま
で
の
世
界
な
ら

び
に
途
上
地
域
の
人
口
増
加
の
ほ
と
ん
ど
は

都
市
人
口
の
増
加
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
世

人
間
の
生
活
に
と
っ
て
淡
水
は
必
要
不
可

欠
な
資
源
で
あ
る
。
淡
水
は
、
飲
料
水
を
含

む
生
活
用
水
と
し
て
用
い
ら
れ
、
食
糧
生
産

世
界
（
な
ら
び
に
途
上
地
域
）
の
人
口
が

今
後
五
十
年
間
で
な
お
三
十
三
億
人
の
増
加

を
続
け
る
見
通
し
の
下
で
、
人
間
の
生
活
に

不
可
欠
な
資
源
は
十
分
に
供
給
さ
れ
う
る
の

か
、
人
口
の
増
加
自
体
が
経
済
活
動
の
活
発

化
と
結
び
つ
い
て
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
か
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い

て
の
関
心
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
前

者
の
問
題
の
例
と
し
て
水
・
食
糧
問
題
を
、

後
者
の
問
題
の
例
と
し
て
地
球
温
暖
化
問
題

を
考
え
て
み
た
い
。

界
な
ら
び
に
途
上
地
域
の
都
市
化
率
は
二
○

三
○
年
に
は
各
々
六
○
％
と
五
六
％
に
達
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
都
市
化
の
進
行
は

水
・
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
等
・
環
境
へ

の
も
う
ひ
と
つ
の
人
口
圧
力
と
な
る
で
あ
る

声
フ
。

Ⅲ
、
人
ロ
・
水
・
食
糧
・
環
境

(1)

人
ロ
と
水
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に
と
っ
て
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
工
業
生
産
の
多
く
も
淡
水
を
必

要
と
す
る
。
淡
水
の
需
要
は
人
口
の
増
加
、

都
市
化
、
農
業
の
灌
概
化
、
工
業
化
の
進
展

に
よ
っ
て
増
大
す
る
。
し
か
る
に
淡
水
の
供

給
量
（
年
間
更
新
可
能
淡
水
有
効
水
量
）
は
、

水
の
循
環
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
毎
年
降
水
の

形
で
陸
地
に
供
給
さ
れ
る
水
の
う
ち
、
河
川
、

湖
沼
に
注
ぐ
か
地
下
水
と
な
る
部
分
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
変
化
は
な
い

（
世
界
全
体
で
は
約
四
一
、
○
○
○
立
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
。
問
題
は
、
こ
の
固
定
的
な
水
の

供
給
量
が
ｎ
世
紀
に
増
大
す
る
水
需
要
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
。

フ
ァ
ル
ケ
ン
マ
ー
ク
（
巨
甸
巴
戸
目
白
日
【
）
は

年
間
更
新
可
能
淡
水
有
効
水
量
が
一
人
当
た

り
一
・
七
ト
ン
（
立
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の

あ
る
国
を
「
水
不
足
の
な
い
」
状
態
、
一
・

七
ト
ン
未
満
一
ト
ン
以
上
の
国
を
「
水
ス
ト

レ
ス
」
状
態
、
一
ト
ン
未
満
の
国
を
「
水
不

足
」
状
態
に
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の

定
義
に
従
う
と
、
世
界
全
体
で
は
今
日
も
五

十
年
後
も
ま
っ
た
く
「
水
不
足
の
な
い
」
状

態
（
各
々
六
・
八
ト
ン
と
四
・
四
ト
ン
）
に

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
問
題
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
・
地
域
の
気
候
・
風
土
に
左
右
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
陸
間
を
ま
た
が
る
水

の
大
量
運
搬
・
海
水
の
淡
水
化
は
容
易
で
な

い
。そ
こ
で
世
界
の
主
要
地
域
別
に
水
の
需
給

状
況
を
み
て
み
る
と
、
北
ア
フ
リ
カ
、
西
ア

ジ
ア
の
大
部
分
は
「
水
不
足
」
、
イ
ン
ド
を
含

む
南
・
中
央
ア
ジ
ア
は
す
で
に
「
水
ス
ト
レ

ス
」
の
状
態
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
属

す
る
国
々
は
、
今
後
の
人
口
増
加
、
都
市
化
、

食
糧
増
産
、
工
業
化
の
進
展
に
よ
っ
て
ま
す

ま
す
水
不
足
状
態
が
悪
化
し
、
逆
に
、
そ
の

よ
う
な
水
不
足
が
経
済
開
発
の
制
約
条
件
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
中
国
は
今
日
「
水

不
足
の
な
い
」
状
態
に
あ
る
が
、
五
十
年
後

に
は
「
水
ス
ト
レ
ス
」
状
態
に
陥
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
ま
た
水
問
題
は
単
に
量
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
水
質
の
問
題
も
あ
り
、
特

に
飲
料
水
を
含
む
生
活
用
水
と
し
て
清
潔
な

水
を
利
用
で
き
な
い
人
口
が
、
今
日
、
世
界

人
口
の
六
分
の
一
に
達
す
る
と
い
う
事
実
も
、

あ
わ
せ
て
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

中
国
と
イ
ン
ド
の
人
口
は
今
日
、
合
わ
せ

て
一
一
十
一
一
一
億
人
（
世
界
人
口
の
三
八
％
）
で

あ
り
、
二
○
五
○
年
に
は
三
十
億
人
（
同
一
一
一

三
％
）
に
達
す
る
。
両
国
の
水
不
足
問
題
は
、

そ
の
食
糧
増
産
、
工
業
開
発
の
足
か
せ
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
ば
か
り
か
、
穀
物
市
場
の

需
給
を
通
じ
て
世
界
の
食
糧
事
情
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

世
界
人
口
が
顕
著
に
増
加
し
始
め
て
以
来
、

「
地
球
が
一
体
ど
れ
だ
け
の
人
口
を
養
え
る
か
」

と
い
う
問
題
は
多
く
の
人
々
の
関
心
事
で
あ

り
、
近
年
に
至
る
ま
で
様
々
な
推
計
の
試
み

が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
レ
ビ
ュ
ー
し

た
コ
ー
エ
ン
（
］
・
Ｏ
ｇ
ｇ
）
は
、
人
口
扶
養
力

の
推
定
値
の
幅
は
二
十
億
人
か
ら
一
兆
人
ま

で
大
き
な
幅
が
あ
り
、
簡
単
な
答
え
は
導
き

出
せ
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
推
定
値
の
平
均
値
が
ほ
ぼ
百
億
人
で
あ
っ

た
こ
と
は
興
味
深
い
。

世
界
全
体
で
見
れ
ば
、
今
日
、
穀
物
作
付

面
積
は
お
よ
そ
七
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
。
か

り
に
、
こ
れ
だ
け
の
土
地
で
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

並
の
単
収
（
単
位
面
積
当
た
り
の
穀
物
収
穫

量
）
六
ト
ン
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
四

十
二
億
ト
ン
の
穀
物
の
収
穫
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
で
百
億
人
の
人
口
を
養
う
と
す
れ
ば
、

(2)

人
口
と
食
糧
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一
人
当
た
り
四
百
二
十
蛇
の
穀
物
と
な
る
が
、

こ
れ
は
今
日
の
一
人
当
た
り
一
一
一
百
三
十
蛇
を

上
回
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な

く
と
も
理
論
的
に
は
、
地
球
は
二
十
一
世
紀

半
ば
以
降
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
百
億
人
の

人
口
を
扶
養
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
可
能
で

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
、
東

ア
ジ
ア
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
単
収
の
低

い
地
域
で
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
の
集
約
農
法
が

適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
こ
と

は
言
う
を
俟
た
な
い
。

今
日
の
食
糧
問
題
は
、
水
問
題
と
同
様
む

し
ろ
地
域
的
問
題
で
あ
る
。
サ
ハ
ラ
以
南
の

ア
フ
リ
カ
で
は
一
九
七
○
年
代
以
降
食
糧
生

産
の
伸
び
が
人
口
増
加
の
伸
び
を
下
回
っ
た

た
め
、
一
人
当
た
り
食
糧
生
産
が
低
下
し
て

き
た
。
南
ア
ジ
ア
も
ま
た
一
人
当
た
り
食
糧

生
産
が
伸
び
悩
ん
だ
。
栄
養
不
良
人
口
の
割

合
は
、
今
日
南
ア
ジ
ア
で
は
一
一
○
％
、
サ

ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
は
五
○
％
に
達
す
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
の
ほ
と
ん
ど
の
国
は
、
食
糧

農
業
機
構
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
定
義
す
る
食
糧
安

全
保
障
（
ず
Ｃ
」
、
円
目
Ｑ
）
、
す
な
わ
ち
「
す
べ

て
の
人
が
い
か
な
る
時
に
も
、
健
康
で
活
動

的
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、
安
全
で
栄

人
間
の
活
動
が
自
然
環
境
に
大
き
な
影
響

を
与
え
始
め
た
の
は
＋
八
世
紀
末
の
産
業
革

命
以
降
で
あ
る
。
産
業
化
に
よ
る
環
境
汚
染

は
当
初
国
内
的
な
「
公
害
問
題
」
で
あ
っ
た

が
、
や
が
て
国
際
間
に
ま
た
が
る
環
境
問
題
、

さ
ら
に
は
地
球
規
模
的
な
「
地
球
環
境
問
題
」

養
価
に
富
ん
だ
食
糧
を
入
手
で
き
る
状
態
」

を
欠
い
て
い
る
。

食
糧
安
全
保
障
を
欠
く
国
々
は
、
食
糧
増

産
を
阻
む
多
く
の
制
約
条
件
を
も
つ
。
す
な

わ
ち
、
可
耕
地
の
拡
大
の
難
し
さ
、
人
口
増

に
よ
る
家
族
農
場
の
規
模
縮
小
、
土
壌
劣
化

に
よ
る
耕
作
地
の
減
少
、
前
述
の
水
不
足
・

水
質
悪
化
、
非
効
率
的
な
灌
概
方
法
、
食
糧

の
保
存
・
輸
送
時
の
浪
費
な
ど
で
あ
る
。

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
て
途
上
国
が
食
糧
安
全
保
障
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
政
権
の
下
で

土
地
改
革
を
進
め
、
国
際
的
協
力
を
え
て
、

水
と
農
地
・
牧
草
地
の
効
率
的
管
理
、
灌
概

方
法
の
改
善
と
穀
物
の
品
種
改
良
な
ど
に
よ

る
食
糧
増
産
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

(3)

人
口
と
環
境
ｌ
地
球
温
暖
化
問
題
－

に
ま
で
拡
が
っ
て
き
た
。
国
内
的
環
境
問
題

で
あ
れ
ば
一
国
の
政
府
の
努
力
で
解
決
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
国
際
間
に
ま
た
が

る
地
球
規
模
的
環
境
問
題
は
国
際
間
の
協
力

な
し
に
は
解
決
し
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
地

球
環
境
問
題
は
、
今
日
、
人
類
的
な
政
治
課

題
と
な
っ
た
。

地
球
環
境
問
題
と
し
て
は
、
酸
性
雨
、
熱

帯
林
破
壊
、
野
性
生
物
種
の
減
少
、
砂
漠
化
、

海
洋
汚
染
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な
ど
が
あ
る

が
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
影
響
の
大
き
さ
、

拡
が
り
、
解
決
の
難
し
さ
か
ら
み
て
最
大
の

も
の
は
地
球
温
暖
化
問
題
で
あ
ろ
う
。

地
球
の
気
温
は
産
業
革
命
の
開
始
以
来
ゆ
っ

く
り
と
上
昇
を
始
め
、
過
去
百
年
間
で
お
よ

そ
○
・
六
℃
上
昇
し
た
も
の
と
見
積
も
ら
れ

る
が
、
国
際
的
に
強
力
な
規
制
努
力
を
し
な

け
れ
ば
、
一
説
に
は
今
後
百
年
間
で
さ
ら
に

五
・
八
℃
上
昇
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
地
球
温
暖
化
の
影
響
の
す

べ
て
が
分
か
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
少

な
く
と
も
海
洋
の
温
暖
化
・
氷
河
の
溶
解
に

よ
る
海
而
上
昇
（
百
年
間
で
○
・
八
八
四
、

そ
れ
に
よ
る
島
喚
国
・
海
岸
地
帯
の
村
町
の

水
没
、
温
帯
か
ら
熱
帯
に
至
る
農
業
・
漁
業
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の
生
産
性
低
下
、
異
常
気
象
（
暴
風
雨
、
洪

水
、
干
ば
つ
、
熱
波
な
ど
）
の
頻
発
、
感
染

症
の
拡
大
、
熱
帯
雨
林
の
減
少
、
砂
漠
化
、

野
性
生
物
種
の
減
少
な
ど
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
の
直
接
の
原
因
は
、
大
気
中

の
温
室
効
果
ガ
ス
、
す
な
わ
ち
二
酸
化
炭
素
、

窒
素
酸
化
物
、
メ
タ
ン
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど

の
濃
度
が
上
昇
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
な
か

で
も
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
○
こ
の
影
響
が
大
き

い
。
こ
の
Ｏ
○
婚
濃
度
の
上
昇
は
、
主
と
し
て

産
業
化
に
と
も
な
う
化
石
燃
料
（
石
炭
、
石

油
）
の
燃
焼
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

世
界
の
ｎ
ｏ
唖
の
年
間
排
出
量
は
こ
の
百
年
間

で
約
十
二
倍
に
な
っ
た
二
九
○
○
年
の
五

億
三
千
四
百
万
ト
ン
か
ら
一
九
九
七
年
の
六

五
億
九
千
万
ト
ン
）
。
そ
の
う
ち
、
一
九
七
○

年
代
半
ば
頃
ま
で
は
、
○
○
函
排
出
量
の
増
加

の
大
部
分
は
先
進
地
域
で
起
こ
っ
た
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
、
先
進
地
域
の
長
期
的
な
経
済

成
長
に
と
も
な
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
大

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
る
に
一
九

七
○
年
代
半
ば
か
ら
今
日
ま
で
先
進
地
域
の

（
ご
閂
排
出
量
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
化
し
て

い
な
い
。
こ
れ
は
一
九
七
四
年
の
石
油
危
機

を
契
機
と
し
て
先
進
地
域
の
経
済
成
長
が
減

速
し
た
こ
と
と
、
省
エ
ネ
技
術
の
開
発
・
応

用
が
進
み
、
工
業
生
産
に
と
も
な
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
が
著
し
く
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

他
方
、
発
展
途
上
地
域
で
は
六
○
年
代
ま
で

は
○
○
個
排
出
量
は
極
め
て
低
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
が
、
七
○
年
代
に
入
っ
て
以
降
上
昇

を
続
け
、
今
日
で
は
、
先
進
地
域
の
約
八
割

近
く
ま
で
接
近
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
発

展
途
上
諸
国
の
産
業
化
の
進
展
と
人
口
増
加

が
関
わ
っ
て
い
る
。

○
○
唖
排
出
量
の
増
加
に
対
し
て
、
一
人
当

た
り
の
経
済
活
動
量
の
増
加
と
人
口
増
加
が

ど
の
程
度
関
わ
っ
て
い
る
か
を
厳
密
な
意
味

で
測
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
少
な
く
と
も

こ
れ
ま
で
の
百
年
間
に
つ
い
て
は
、
先
進
地

域
に
お
け
る
産
業
化
に
と
も
な
う
一
人
当
た

り
の
経
済
活
動
量
の
増
大
が
中
心
的
原
因
で

あ
り
、
人
口
増
加
の
影
響
は
小
さ
か
っ
た
と

言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
’
九
八
五
年

か
ら
二
一
○
○
年
ま
で
政
策
介
入
な
し
に
世

界
の
○
○
⑭
排
出
量
が
増
大
し
続
け
る
と
い
う

シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
て
ボ
ン
ガ
ー
ッ

（
］
恩
ご
恩
自
⑫
）
が
行
っ
た
分
析
の
結
論
は
、

○
○
瞠
排
出
量
の
増
加
に
対
し
て
１
人
当
た
り

の
経
済
活
動
量
ｓ
ｏ
吟
排
出
量
）
の
増
加
が

約
六
五
％
、
世
界
（
そ
れ
は
同
時
に
途
上
地

域
）
の
人
口
増
加
が
約
三
五
％
寄
与
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
途
上
地
域

で
経
済
成
長
に
と
も
な
う
産
業
化
が
進
展
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
し
か
も
途
上
地
域
の

み
で
人
口
増
加
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

地
球
環
境
の
点
で
地
球
温
暖
化
と
並
ん
で

心
配
さ
れ
た
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に
つ
い
て
は
、

原
因
の
特
定
化
（
主
と
し
て
フ
ロ
ン
ガ
ス
）

と
技
術
的
代
替
が
容
易
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

問
題
の
認
識
か
ら
国
際
的
合
意
形
成
と
実
際

の
対
応
ま
で
比
較
的
短
期
間
で
済
ん
だ
（
現

在
は
、
オ
ゾ
ン
・
ホ
ー
ル
の
拡
大
は
ほ
ぼ
止

ま
っ
た
が
、
そ
の
修
復
に
は
相
当
年
月
が
か

か
る
と
み
ら
れ
て
い
る
）
。
し
か
し
な
が
ら
温

暖
化
問
題
は
現
代
社
会
の
経
済
活
動
全
体
を

支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
１
消
費
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
だ
け
に
、
国
際
的
に
真
に
有
効
な
対

策
が
と
ら
れ
る
ま
で
に
は
な
お
相
当
の
時
間

が
か
か
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
九
二
年

の
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
調
印
さ
れ
た
「
気
候

変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
み
条
約
」
に

基
づ
い
て
○
○
吟
削
減
目
標
を
定
め
た
ｗ
年
の
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人口問題と持続可能な開発

産
業
化
が
始
ま
っ
て
一
一
百
年
、
経
済
成
長

に
と
も
な
う
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増

大
と
人
口
転
換
に
と
も
な
う
人
口
増
大
と
が

重
な
っ
て
、
人
類
は
今
い
や
応
な
し
に
「
成

京
都
議
定
書
に
は
途
上
国
の
削
減
目
標
は
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
先
進
国
の
間
で
も

そ
の
批
准
を
め
ぐ
っ
て
昨
年
か
ら
今
年
に
か

け
て
大
き
な
混
乱
が
み
ら
れ
た
こ
と
に
も
よ

く
表
れ
て
い
る
。

Ⅳ
、
お
わ
り
に１
人
類
は
「
大
破
局
」
を

免
れ
る
か
Ｉ

１、阿藤誠、１９９９「世界人口の制約

条件としての水資源」ＡＰＤＡ『発

展の制約一中国・インドを中心に－』

ＡＰＤＡ

２、上智大学地球環境研究所2001『地

球環境と科学技術Ｉ、Ⅱ』上智大学

出版会

３，メドウズ(、Ｈ）他（大来佐武郎監

訳)、１９７２『成長の限界』ダイヤモン

ド社

４、米本昌平、２００１『地球環境問題と

は何か』岩波書店

５，Bongaarts,Jl99211PopulaUonGrowth

andGlObalWormingJ1Populationand

DevelopmentReview,25-3,pｐ299-319.

6、CohenJ1995.ＨowManyPeopleCan

theEarthSupport？ＷＷ､Norton

７，UNFPA,2001．『世界人口白書2001

（人口と環境の変化)』JOICFP、

８，UnitedNations，2000．World

UrbanizationProspects：Ｔｈｅｌ９９９

長
の
限
界
」
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
。
現
代
の
産
業
文
明
と
有
限
な
地
球
を
い

か
に
共
存
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

二
十
一
世
紀
は
、
前
世
紀
末
に
生
み
出
さ
れ

た
「
持
続
可
能
な
開
発
（
２
ｍ
目
ロ
：
］
の

二
の
ぐ
の
」
８
圓
已
）
」
の
哲
学
を
全
人
類
的
に
実
践

せ
ざ
る
を
え
な
い
時
代
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
末
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
百
億

人
に
近
い
地
球
人
口
は
、
水
と
食
糧
だ
け
を

基
準
に
考
え
れ
ば
お
そ
ら
く
扶
養
可
能
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
球
環
境
の
悪
化
、

と
り
わ
け
地
球
温
暖
化
は
、
対
応
を
誤
ま
れ

ば
「
成
長
の
限
界
」
モ
デ
ル
が
示
し
た
よ
う

に
、
人
類
と
現
代
文
明
を
〃
大
破
局
庁
貝
息
ロ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
〃

RevisionUnitedNations

９ UnitedNations，2001．Population

EnvironmentandDeve opment2001

WallChart UnitedNations

に
陥
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
免
れ
る

た
め
に
は
省
エ
ネ
技
術
の
開
発
と
そ
の
広
汎

な
適
用
、
化
石
燃
料
に
替
わ
る
効
率
的
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
利
用
、
す
べ
て
の
国

が
参
加
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
関
す
る

国
際
的
合
意
の
形
成
と
早
期
の
実
施
が
何
よ

り
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
発
展

途
上
国
の
す
べ
て
が
早
急
に
人
口
転
換
を
達

成
し
人
口
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
は
、
自
国

の
経
済
開
発
を
容
易
に
し
、
水
・
食
糧
の
安

全
保
障
を
確
保
し
、
社
会
開
発
を
促
進
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
長
期
的
に
は
地
球
環
境
問

題
の
解
決
に
も
資
す
る
こ
と
に
な
る
と
認
識

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

１０､UnitedNations,2001WorldPopulation

PIospects：The2000Revision，Ｖｏｌｌ

UnitedNations
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四
Ｍ
』
〃
Ａ
小
剛

繩』坪峠辨蝿溺、乗り切りが腱
悠
久
の
大
地
、
し
か
も
中
国
の
一
つ
の
省
が
時
代
の
変
化
を
確
実
に
感
じ
さ
せ
た
。
吉

林
省
の
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
朝
鮮
族
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
自
治
州
に
は
朝
鮮
族
が
一
一

百
十
八
万
五
千
人
が
居
住
し
て
お
り
、
州
全
体
の
三
八
％
を
占
め
る
。
漢
族
の
五
八
％
に

は
及
ば
な
い
が
、
少
数
民
族
の
中
で
は
絶
対
多
数
を
誇
り
、
行
政
的
に
も
重
要
ポ
ス
ト
を

握
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
十
五
歳
以
上
の
州
全
体
の
非
識
字
率
は
六
・
八
一
％
と
、
首
都
・

北
京
に
次
ぐ
中
国
第
二
位
の
低
率
を
示
し
た
。
朝
鮮
族
の
識
字
率
に
限
れ
ば
、
「
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
」
と
関
係
者
が
豪
語
す
る
の
も
う
な
ず
け
る
。
つ
ま
り
「
教
育
レ
ベ
ル
は
人
ロ
の
質

向
上
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
と
い
う
観
点
で
い
え
ば
、
彼
ら
は
「
朝
鮮
族
が
い
か
に
優
秀
な

民
族
で
あ
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
数
字
は
、
ｏ
｜
年
版
「
吉
林
統
計
年
鑑
」
、
○
○
年
版
「
延
辺
統
計
年
鑑
」
に
よ
る
）

こ
れ
ま
で
黒
龍
江
省
、
遼
寧
省
を
見
た
。

吉
林
省
を
入
れ
た
〃
東
北
三
省
〃
は
、
家
族

計
画
の
水
準
が
か
な
り
高
い
こ
と
で
知
ら
れ

朝
鮮
族
は
学
校
を
建
て
た
が
る

●
石
橋
武
之

る
。
特
に
吉
林
省
は
「
三
結
合
（
生
活
・
生

産
・
生
育
）
」
で
お
馴
染
み
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
今
夏
の
八
月
、
省
都
．
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〔写真・右頁〕赤ちゃんを熱い眼差

しで見つめる朝鮮族の若夫婦（山

西省．母子保健センター）

長
春
か
ら
空
路
四
十
分
。
北
朝
鮮
と
の
国
境

に
近
い
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
で
の
こ
と
だ
っ

た
。州
政
府
や
計
画
生
育
委
員
会
と
の
懇
談
会

で
、
出
生
率
の
話
に
な
っ
た
。
説
明
役
は
同

州
政
府
の
副
秘
書
長
・
崔
吉
雄
氏
、
彼
自
身

も
朝
鮮
族
の
人
だ
っ
た
。
「
い
ま
、
私
た
ち
が

自
慢
で
き
る
の
は
、
民
族
の
教
育
レ
ベ
ル
が

非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
学
生
も

朝
鮮
族
の
比
率
が
非
常
に
高
く
、
と
に
か
く

朝
鮮
族
エ
リ
ア
の
中
で
一
番
立
派
な
建
物
は

何
か
と
い
え
ば
、
実
は
学
校
な
ん
で
す
」
。
話

を
聞
く
視
察
団
員
か
ら
「
ホ
ー
ッ
」
と
声
が

上
が
っ
た
。

入
れ
物
を
作
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。
そ
こ
で

先
生
が
足
り
な
い
と
な
れ
ば
、
す
ぐ
韓
国
か

●石橋武之(いしばしたけゆき）
一九三八年神奈川県生まれ

く現職>中央大学・マスコミ講座講師

東海大学講師(社会人ロ学）

<学歴>中央大学経済学部卒

〈職歴>毎日新聞社整理本部副部長．

同人ロ問題調査会事務局長歴任
こ
れ
ま
で
少
数
民
族
地
域
を
何
箇
所
も
訪

問
し
た
が
、
い
ず
れ
も
人
口
問
題
の
解
決
方

法
に
話
が
及
ぶ
と
、
関
係
者
は
「
頭
が
痛
い
」

と
か
、
「
人
口
問
題
の
ア
キ
レ
ス
腱
」
と
も
い
っ

た
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
吉
林
省
の
延
辺
朝
鮮

族
自
治
州
に
限
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
話
が
出

な
い
の
か
。

「
九
○
年
の
セ
ン
サ
ス
結
果
で
、
朝
鮮
族
の

女
性
の
非
識
字
率
は
二
・
一
三
％
と
、
男

性
の
全
国
平
均
非
識
字
率
の
一
二
・
九
八
％

よ
り
も
さ
ら
に
低
い
と
い
う
結
果
が
出
た
。

ま
た
、
全
中
国
の
朝
鮮
族
で
吉
林
省
に
居
住

ら
呼
び
寄
せ
る
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
。
「
朝
鮮

族
は
少
数
民
族
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
常
に

新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
気
概
が
強
い
の

で
し
ょ
う
。
結
婚
に
し
て
も
少
数
民
族
と
漢

族
と
の
縁
組
が
は
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

は
朝
鮮
族
が
多
く
て
団
結
し
て
い
る
た
め
に
、

漢
族
と
の
結
婚
は
少
な
い
の
で
す
。
第
一
、

自
治
州
だ
け
で
毎
年
八
月
十
五
日
を
〃
老
人

の
日
〃
と
決
め
る
ほ
ど
で
す
か
ら
、
そ
の
団

結
ぶ
り
は
大
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
裏
付

い
ま
に
生
き
る
「
三
結
合
」

す
る
比
率
は
六
一
・
五
四
％
で
、
二
番
目
の

黒
龍
江
省
の
一
一
三
・
六
一
％
、
三
番
目
の
遼

寧
省
二
・
九
九
％
を
断
然
引
き
離
し
て
い

る
。と
こ
ろ
が
、
延
辺
自
治
州
の
朝
鮮
族
人
口

比
率
は
次
第
に
下
が
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由

は
朝
鮮
族
の
教
育
レ
ベ
ル
が
比
較
的
高
い
と

い
う
こ
と
、
稲
作
栽
培
の
技
術
向
上
に
よ
る

普
及
指
導
で
、
朝
鮮
族
が
他
地
域
に
移
住
す

る
こ
と
に
起
因
す
る
『
中
国
少
数
民
族
人
口
』
Ⅱ

中
国
人
口
出
版
社
九
五
年
発
行
）
」
と
い
う
事

実
が
証
明
さ
れ
た
。

け
る
の
が
、
朝
鮮
族
の
家
族
計
画
実
施
率
が

九
一
％
と
い
う
数
字
な
ん
で
す
」
と
崔
氏
は

詩
ら
し
げ
に
い
っ
た
。

そ
こ
で
、
な
お
手
綱
を
緩
め
な
い
自
戒
の

言
葉
が
出
た
。
「
人
口
の
方
は
も
う
心
配
な
い

ん
だ
、
と
家
族
計
画
の
手
を
抜
く
の
は
早
い
。

そ
う
い
う
風
潮
に
対
す
る
警
鐘
の
意
味
で
、

ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
け
れ
ば
…
…
」
と
自
ら

に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
な
、
話
し
方
も
ま
た

印
象
的
だ
っ
た
。
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社
会
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
、
単
に
人
口

増
加
速
度
の
抑
制
だ
け
で
人
口
問
題
の
解
決

は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
家
族
計
画
を
単
純

に
推
進
し
、
出
産
に
関
す
る
政
策
や
法
律
だ

け
で
行
う
方
法
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

な
く
な
っ
て
き
た
。
経
済
の
発
展
、
教
育
の

普
及
、
医
療
衛
生
条
件
の
改
善
、
社
会
福
祉

や
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
と
結
び
合
わ
せ
て
、

真
正
面
か
ら
人
口
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
吉
林
省
の
経
験
を
踏
ま
え
、

九
三
年
か
ら
全
国
に
「
三
結
合
（
生
活
・
生

産
・
生
育
）
』
と
い
う
家
族
計
画
活
動
が
始
ま
っ

た
。
家
族
計
画
と
経
済
発
展
を
同
時
に
図
る

こ
と
、
農
民
が
貧
困
か
ら
脱
し
、
ま
ず
ま
ず

の
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
、
文

化
的
で
幸
せ
な
家
庭
を
築
く
こ
と
、
の
三
つ

を
組
み
合
わ
せ
た
活
動
を
意
味
す
る
。
延
辺

中
国
に
一
人
っ
子
政
策
が
登
場
し
て
二
十

余
年
。
す
で
に
そ
の
一
期
生
は
成
人
に
達
し

て
お
り
、
二
十
一
世
紀
の
中
国
を
担
う
存
在

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
中
国
の
全
人
口

が
十
二
億
人
を
突
破
す
る
の
は
二
十
世
紀
末

と
見
込
ま
れ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
が
九
五
年

二
月
に
、
十
二
億
人
を
突
破
し
て
し
ま
っ
た
。

一
人
っ
子
政
策
几
の
功
・
罪

朝
鮮
族
自
治
州
の
〃
優
等
生
ぶ
り
〃
の
底
辺

に
は
、
「
三
結
合
」
の
精
神
が
大
い
に
効
果
を

発
揮
し
た
と
み
て
よ
い
。

こ
の
経
験
は
農
村
の
家
族
計
画
活
動
の
「
希

望
の
道
」
と
し
て
国
務
院
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
、
九
四
年
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
際

人
口
開
発
会
議
で
、
行
動
計
画
の
「
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
）
」
な
ど
の
基
本
理
念
を
実
現
さ
せ
た
。

こ
れ
は
女
性
の
収
入
づ
く
り
健
康
や
地
位
の

向
上
に
寄
与
す
る
と
し
て
全
国
の
農
村
へ
の

普
及
が
求
め
ら
れ
た
。
九
○
年
代
か
ら
の
人

口
・
家
族
計
画
政
策
は
、
過
去
の
問
題
点
や

矛
盾
を
改
善
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
現
在
の
家

族
計
画
の
原
型
と
な
っ
た
。

中
国
が
基
本
国
策
と
す
る
三
○
○
○
年
ま

で
に
十
二
億
人
」
と
い
う
当
初
目
標
が
五
年

も
早
く
や
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
。
あ
わ
て
た

政
府
は
今
後
一
層
、
人
口
抑
制
を
強
化
す
る

と
公
表
し
た
。

例
え
ば
、
同
年
三
月
七
日
号
の
『
北
京
週

報
』
に
、
「
人
口
十
二
億
人
の
響
鐘
」
と
題
し
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た
次
の
よ
う
な
巻
頭
論
文
を
掲
載
し
た
。
そ

の
要
旨
は
…
．
：
。

「
中
国
は
計
画
出
産
の
実
行
で
、
人
口
の
増

加
速
度
を
大
幅
に
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
。
さ
も
な

け
れ
ば
一
九
八
六
年
に
は
十
二
億
人
を
超
え
、

九
四
年
に
は
十
五
億
に
達
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
中
国
人
に
と
っ
て
は
生
存
権
と
発
展

権
が
も
っ
と
も
基
本
的
な
人
権
で
あ
り
、
優

先
的
に
考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
西
側
の

一
部
の
人
々
が
自
ら
の
人
権
観
を
基
準
と
し

て
、
中
国
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
い
っ
て
い
る

の
は
、
不
公
正
で
あ
り
、
噴
飯
も
の
で
あ
る
。

た
ゆ
ま
ず
人
口
抑
制
活
動
を
繰
り
広
げ
、
計

画
出
産
と
い
う
基
本
国
策
を
貫
徹
す
る
よ
う

人
々
の
注
意
を
促
す
こ
と
に
な
る
」

｜
方
、
｜
人
っ
子
政
策
は
あ
る
意
味
で
は

「
家
」
の
崩
壊
を
招
き
、
老
後
を
子
供
に
頼
る

と
い
う
家
族
制
度
な
ど
の
社
会
的
習
慣
が
大

き
な
変
化
を
招
い
て
い
る
。
人
口
構
成
を
み

る
と
彼
ら
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
底
辺
を
細
め

る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
の
頭
の
上
に
重
く

の
し
か
か
る
壮
大
な
人
口
集
団
、
つ
ま
り
高

齢
化
世
代
が
ど
っ
か
り
と
居
座
っ
て
い
る
。

極
端
な
人
口
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
時
代
が
始
ま

る
。そ
れ
で
は
、
な
ぜ
一
人
っ
子
政
策
を
と
り

な
が
ら
、
見
込
み
通
り
に
人
口
調
整
が
進
ま

な
い
の
か
。
結
論
か
ら
い
っ
て
、
そ
れ
は
中

国
の
自
称
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
と
い
う
、

得
体
の
知
れ
な
い
社
会
構
造
に
な
っ
た
こ
と

に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
沿
海
地
域

の
異
常
な
経
済
発
展
か
ら
派
生
し
た
、
都
市

と
農
村
の
生
活
格
差
に
中
国
の
す
べ
て
の
問

題
の
核
心
が
隠
さ
れ
て
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。九
五
年
秋
、
世
界
女
性
会
議
が
北
京
で
開

か
れ
た
。
そ
の
直
前
に
訪
中
し
た
私
は
、
国

家
計
画
生
育
委
員
会
の
女
性
の
副
主
任
（
次

官
）
に
会
っ
た
。
彼
女
は
す
で
に
中
国
が
人

権
問
題
で
国
際
的
な
非
難
の
対
象
に
な
る
と

読
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
が
聞
き

も
し
な
い
の
に
、
い
き
な
り
「
欧
米
と
中
国

で
は
考
え
方
が
全
然
違
い
ま
す
。
欧
米
は
中

国
が
豊
か
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
脅
威

と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
本
当
は
中
国

が
こ
れ
以
上
、
貧
し
く
な
る
方
が
そ
れ
こ
そ

脅
威
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
食
糧
、
難
民
と

か
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
を
私
な
り
に
要
約
す
る
と
、
「
こ
れ
以

上
、
人
口
が
増
え
た
ら
食
糧
生
産
が
追
い
つ

か
な
い
。
ま
た
難
民
が
国
境
を
越
え
た
ら
越

え
た
で
、
新
た
な
国
際
問
題
を
引
き
起
こ
す
。

と
に
か
く
、
そ
の
前
に
中
国
が
人
口
を
適
正
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に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
急
が
れ
る
」
と
い
う

こ
と
だ
が
、
こ
の
国
際
化
時
代
に
「
中
国
に

は
中
国
の
事
情
が
あ
る
」
の
一
点
張
り
で
は
、

外
国
の
理
解
・
協
力
は
得
ら
れ
な
い
と
思
う
。

中
国
の
人
口
抑
制
は
全
地
球
的
な
問
題
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
客
員
研
究
員
と
し

て
、
来
日
中
の
吉
林
大
学
人
口
研
究
所
長
の

尹
豪
教
授
に
、
今
後
の
中
国
人
口
の
方
向
性

を
占
っ
て
も
ら
っ
た
。
「
出
生
率
は
大
分
落
ち

つ
い
て
き
た
の
で
、
低
出
生
率
の
安
定
化
を

と
も
あ
れ
全
世
界
的
に
み
る
と
、
中
国
の

一
人
っ
子
政
策
に
対
す
る
諸
外
国
の
受
け
止

め
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
反
対
意
見
の
大
勢
と

し
て
は
「
産
む
、
産
ま
な
い
は
個
人
の
自
由

意
思
に
任
せ
る
べ
き
で
、
国
が
押
し
つ
け
る

の
は
も
っ
て
の
ほ
か
」
と
主
張
し
、
｜
方
の

ロ
ー
マ
法
王
の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
は
宗

教
的
見
地
か
ら
「
妊
娠
中
絶
は
ど
ん
な
法
律

に
よ
っ
て
も
合
法
化
で
き
な
い
犯
罪
」
と
断

固
譲
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
側
は
「
七

九
年
に
一
人
っ
子
政
策
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以

問
題
解
決
は
西
部
大
開
発
に
あ
り
Ｉ

持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
す
で
に
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
村
も
子
供
二
～
三
人
ま
で

は
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
少
産
知
識
が

浸
透
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
上
は
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
都
会
の

高
齢
化
が
大
変
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
い
ま
、

経
済
は
好
調
な
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
維
持
す

る
た
め
に
も
一
億
五
千
万
人
と
い
う
余
剰
人

口
を
、
い
か
に
経
済
成
長
の
な
か
に
取
り
込

ん
で
い
く
か
に
浮
沈
が
か
か
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
。

来
、
国
民
は
子
供
を
少
な
く
産
む
こ
と
が
、

生
活
向
上
に
有
効
だ
と
気
づ
い
た
。
決
し
て

国
が
押
し
つ
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

反
論
し
て
い
る
。
確
か
に
中
国
側
の
反
論
通

り
だ
と
す
れ
ば
、
私
に
も
理
解
で
き
る
。
自

国
の
発
展
を
考
え
た
場
合
、
や
は
り
許
容
範

囲
を
超
え
た
人
口
は
負
担
に
な
る
。

か
つ
て
の
日
本
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

第
二
次
大
戦
ま
で
は
「
産
め
よ
、
殖
や
せ
よ
」

と
国
が
号
令
を
か
け
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。

そ
し
て
敗
戦
。
焼
け
野
原
か
ら
は
い
上
が
る

と
き
、
人
々
は
「
社
会
復
興
を
図
る
た
め
に

は
、
出
生
を
抑
え
る
べ
き
」
と
気
づ
き
、
国

民
自
ら
が
少
産
・
少
死
社
会
の
実
現
に
努
力

し
た
。
こ
こ
ま
で
は
日
本
も
中
国
も
変
わ
り

な
い
。
ど
こ
が
違
う
か
と
い
え
ば
中
国
は
強

引
な
出
生
抑
制
策
を
選
択
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

地
域
・
社
会
な
ど
、
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
す

べ
て
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
「
出
産
管
理
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ア
リ
｜
匹
入
り
込
む

ス
キ
が
な
い
ほ
ど
監
視
の
目
が
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
北
京
、
上
海
、
な
ど
の
大
都

市
や
省
都
ク
ラ
ス
で
は
行
政
側
の
宣
伝
業
務

が
行
き
届
き
、
こ
れ
を
市
民
が
率
先
し
て
受

け
入
れ
る
と
い
う
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
は
確

立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
子
供
を
少
な
く
産

む
こ
と
が
生
活
向
上
に
有
効
だ
と
気
づ
い
た
」

と
い
う
話
は
、
こ
う
い
う
都
会
か
ら
出
て
い

る
話
で
あ
っ
て
の
言
い
換
え
れ
ば
、
ほ
ん
の

一
部
で
し
か
な
い
。

例
年
、
少
数
民
族
が
多
く
居
住
す
る
省
や

自
治
区
を
訪
問
す
る
が
、
い
つ
も
こ
こ
で
問

題
と
な
る
の
は
「
と
に
か
く
少
数
民
族
は
難

し
い
。
あ
ま
り
出
生
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

と
、
行
政
側
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
掛
か
る
」

と
い
う
答
え
が
決
ま
っ
て
返
っ
て
く
る
。
新
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中国が抱える壮大な人ロ問題

空を覆うエ場の煙（里

龍紅省・牡丹江市郊外）

屯
ｎ
房い
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
人
口
政

策
を
遅
ら
せ
る
原
因
だ
と
、
関
係
者
は
い
っ

て
い
る
。

※

最
後
に
、
中
国
の
全
体
像
を
国
務
院
新
聞

弁
公
室
が
昨
年
十
二
月
十
九
日
に
対
外
向
け

に
発
表
し
た
『
中
国
二
十
一
世
紀
人
口
と
発

展
』
白
書
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

堰
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
が
、

そ
の
常
連
で
あ
る
。
イ

ス
ラ
ム
系
民
族
が
多
い

新
躯
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

は
、
産
児
制
限
や
中
絶

は
宗
教
的
に
受
け
入
れ

が
た
く
、
こ
れ
ま
で
も

計
画
出
産
に
対
す
る
反

対
で
民
族
紛
争
、
ひ
い

て
は
独
立
運
動
ま
で
起

き
て
い
る
。
そ
こ
で
同

自
治
区
で
は
、
少
数
民

族
の
人
数
に
よ
っ
て
細

か
く
出
生
数
の
規
定
を

設
け
て
い
る
。
生
活
水

準
も
低
く
就
学
率
も
低

「
目
標
と
し
て
二
○
○
五
年
ま
で
に
全
国
人

口
を
十
三
億
一
一
一
千
万
人
以
内
に
抑
え
、
人
口

の
年
鑑
平
均
自
然
増
加
率
○
・
九
％
を
超
え

な
い
よ
う
に
す
る
。
二
○
一
○
年
に
全
国
の

人
口
総
数
を
十
四
億
人
以
内
に
抑
え
、
出
生

の
性
別
比
が
正
常
に
な
る
よ
う
に
し
、
人
口

高
齢
化
が
も
た
ら
す
問
題
の
解
決
に
努
力
し
、

全
社
会
を
カ
バ
ー
す
る
社
会
保
障
制
度
を
初

歩
的
に
確
率
す
る
。
人
口
分
布
と
就
業
構
造

を
合
理
的
に
し
、
人
口
の
都
市
化
水
準
を
大

幅
に
高
め
、
一
人
当
た
り
の
収
入
を
中
進
国

水
準
に
引
き
上
げ
る
。
行
動
計
画
と
し
て
、

低
出
生
水
準
を
安
定
す
る
た
め
に
、
現
行
の

家
族
計
画
政
策
を
安
定
さ
せ
…
…
特
に
中
西

部
農
村
の
家
族
計
画
活
動
に
重
点
を
置
き
…
…

「
三
つ
を
主
と
す
る
活
動
」
と
「
三
結
合
」
に

よ
り
質
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
家
族

計
画
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
の
ニ
ー
ズ
を
最
大
限
に
満
た
す
』
と
あ

る
。
つ
ま
り
「
中
西
部
農
村
の
家
族
計
画
活

動
に
重
点
を
置
き
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
人
口

問
題
を
西
部
大
開
発
戦
略
の
全
体
計
画
に
組

み
込
む
」
前
提
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
白
書
を
発
表
し
た
国
家
計
画
生
育
委

員
会
主
任
（
大
臣
）
の
張
維
慶
氏
が
、
同
年

秋
に
訪
日
し
た
際
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
内

容
に
な
っ
て
い
た
。

「
七
○
年
以
降
、
家
族
計
画
活
動
の
実
施
に

よ
り
、
中
国
は
三
億
人
余
り
少
な
く
子
供
を

産
む
こ
と
が
で
き
た
。
専
門
家
の
計
算
に
よ

る
と
、
社
会
は
七
兆
四
千
億
元
の
扶
養
費
を

節
約
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
中
国
の
急

速
な
発
展
と
、
人
々
の
生
活
の
改
善
、
総
合

的
な
国
力
の
向
上
、
人
口
の
経
済
、
社
会
、

資
源
、
環
境
へ
の
圧
力
を
緩
め
る
の
に
プ
ラ

ス
の
影
響
を
与
え
た
。
今
世
紀
ま
で
に
経
済

の
急
速
な
発
展
、
人
口
の
効
果
的
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
、
中
国
は
人
々
の
衣
食
住
を

解
決
し
、
ま
ず
ま
ず
の
安
定
し
た
生
活
水
準

を
達
成
す
る
と
い
う
二
つ
の
戦
略
目
標
を
実

現
さ
せ
た
。
現
在
は
現
代
化
の
基
本
的
実
現

と
い
う
第
三
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
邇
進
し

て
い
る
」
と
力
強
く
語
っ
た
。
〃
第
三
の
目
標
〃

と
は
、
や
は
り
「
人
口
問
題
を
西
部
大
開
発

戦
略
の
全
体
計
画
に
組
み
込
む
」
こ
と
な
の

か
。
二
つ
の
政
府
コ
メ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
と
、

な
ん
と
な
く
読
め
て
く
る
。
「
西
部
」
と
い
え

ば
、
多
民
族
で
知
ら
れ
る
新
躯
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
で
あ
る
。
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エ
蔀

一
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
オ
ー

ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
主
催
、
「
国
際
人
口
間

（
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
」
、
「
財
団
法
人

鯰
瀞
槻
蝋
灘
轆

の
フ
リ
ヵ
ァ
ラ
ブ
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ

る諏沸剛昨鋼撫什肝糊一一川肌伽
轆とパートナーシップに關するアフリカ

ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

行
会
議
に
は
．
ア
フ
リ
カ
十
三
カ
国
ア
ジ
ア

は
十
六
カ
国
計
二
十
九
ヵ
国
の
国
会
議
員
五
十

ｺニ
￣

都

の
宙
可
肥

側
守
今
江
一
Ｔ
Ｌ
ｂ
Ｌ
ｍ

勺
仁
〆 ｡｡-■

繍
Ｄ
ｓ
二
玉
一
繩 恥・己・口酊議口騒幟脇口矧■■・・っ。

Ｐ
Ａ
（
詞
津
連
人
口

首
。
Ｉ

今
田
げ
ゃ
泌
祇
〒
臼
杵
￥

△
ロ
’
百

こ
の
会
議
は
日
本
政
府
が
人
口
と
開
発
に

関
す
る
世
界
の
国
会
議
員
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
内
に
設
立
し
た
「
国
際

国
会
議
員
活
動
の
た
め
の
日
本
信
託
基
金
に

よ
っ
て
（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）
」
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
開
発
の
課
題
と
し
て
の
〃
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
〃
、
〃
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
〃
、
〃
食
料
安
全
保
障
〃
、
〃
水
資
源
と

管
理
〃
と
人
口
問
題
の
関
係
に
つ
い
て
専
門

家
の
問
題
提
起
を
受
け
、
ア
プ
リ
カ
ー
ァ
ジ

ア
の
経
験
を
ま
じ
え
討
議
を
行
っ
た
。
会
議

の
主
な
目
的
は
、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
経
験

を
学
ぶ
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
な
開
発
へ
の

の
一
五
五
蚕
拳
習
貝
祀
か
田

俣
側
鼎

？

此
ｈ
ソ
△
奉
戴
却
矼
皀
耶
耗
膠
ぴ

。
Ｅ
－
『
１
１
‐
戸
レ
ー
ニ
ヨ

恥■評￣■餌一字ジmIdUOUUOOOnOOnoo…⑤￣､QoDoPoOdOOnOOUU■￣■000000~￣uoOrUUU心■■■白釉OUUOUOnoo角一ODoUUO-F■■－脚0町000.砂一町0,,,,㈱HO…が印■■■ぬ■no 碑■■￣ＰｗｈＵ
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アフリカ・アジア国会議員会議（東京）

卦卦

刊露-.--5-.-４

iJJIiuiiilMllMiillili
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Ⅲ蝿 砧刹弔Ｐ

iiiiiliiiiiH;iiliiliiiiliiili
谷津義男AFPPD議長の開会挨拶(左)と開会式(上)。右頁は会場風景

襟
進AT；

灘

擁零通

Ｆ弓.ヨ］

印
可
』

恕
凡

■i1浬1鱗鱗鱗鱒；
道がる生淡なアＡ義
を、。み水つのＩ男

た大を義相と出てな深人日出資てよりＡ
いの残で互アしるいし類本し源きうＳＦ

･勇溌塁打背国警案藻ぞ宗iR篝ｆへＥ
臺灘::>蕊鰯髪:蝋建
てに’こは経フを望ばく況が科ら症興挨長

：農籟喜鑿：垣嘉餓善曇采矢英蕊遥

鐙
⑲

●
ア
ブ
ド
ウ
ラ
・
サ
リ
ム

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長

ア
フ
リ
カ
は
、
豊
か
な
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
る
が
旧
宗
主
国
に
資
源
が
流
出
し
、
環
境

に
大
き
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
エ

チ
オ
ピ
ア
で
予
想
も
し
な
か
っ
た
洪
水
被
害

が
起
き
て
い
る
一
方
、
東
ア
フ
リ
カ
の
ほ
か

の
地
域
で
は
旱
魅
と
な
っ
て
い
る
。
ソ
マ
リ

ア
な
ど
内
紛
に
よ
る
難
民
も
多
く
、
食
料
を

世
界
食
料
計
画
の
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
国
も
多
い
。
現
在
の
ア
フ
リ
カ
は
世
界
市

場
で
弱
い
立
場
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
世
界
銀

行
や
国
際
通
貨
基
金
の
融
資
に
頼
っ
て
き
た

が
、
今
回
、
債
務
の
免
除
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
重
債
務
国
に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
続
け
ば
経
済
状
態
も

改
善
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
ア

ジ
ア
と
の
対
話
を
保
ち
、
一
一
国
間
を
は
じ
め

と
す
る
協
力
体
制
を
強
化
し
、
ア
フ
リ
カ
の

資
源
を
活
用
し
た
い
。
我
々
、
国
会
議
員
は

す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
教
育
を
進
め
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
政
府
及
び
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の

協
力
に
感
謝
す
る
。
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●
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長

「
成
功
に
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
失
敗
の
経

験
も
ま
た
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
だ

ろ
う
」

●
和
気
邦
夫Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
こ
れ
ま
で
も
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

が
関
係
す
る
主
要
な
国
連
会
議
に
あ
わ
せ
議

員
会
議
を
開
催
し
て
き
た
。
こ
の
一
連
の
活

動
の
結
果
、
ア
ジ
ア
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
ア
フ

リ
カ
・
ア
ラ
ブ
の
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
地
域
の
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
な
ど
地
域
ご
と
に

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
間
の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
現
在

日
本
政
府
が
出
資
す
る
信
託
基
金
（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
は
技
術
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
と
し
て
も
日
本
政
府
に
深
く
感
謝
し

た
い
。

ボ
ツ
ワ
ナ
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
三
○
％
で

あ
り
、
サ
ハ
ラ
以
南
全
体
で
み
れ
ば
、
一
○
％

台
を
超
え
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
十
五
～

四
十
歳
の
も
っ
と
も
働
き
盛
り
の
人
間
を
襲

う
。
こ
の
抑
制
に
は
、
タ
イ
の
成
功
事
例
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
会
議

開
催
後
開
か
れ
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
閣
僚
級
会
合

を
含
む
活
動
に
よ
っ
て
更
に
予
防
で
き
る
と

思
う
。
ま
た
、
食
料
安
全
保
障
の
問
題
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
過
去
七
十
年
間
に

世
界
人
口
は
三
倍
に
な
っ
た
が
、
水
の
使
用

量
は
六
倍
に
増
え
た
。
水
の
安
全
保
障
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
会
議
の
成
果

は
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
閣
僚
級
会
合
に
提
出
さ
れ
る
。

そ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
改
め
て
会
議
開

催
国
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
国
際
人
ロ

問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
財
団
法
人

ア
フ
リ
カ
の
現
状
に
つ
い
て
カ
ス
リ
ム
・

ヌ
ケ
・
ア
フ
リ
カ
経
済
委
員
会
委
員
が
「
ア

フ
リ
カ
は
世
界
の
一
八
％
の
土
地
と
二
％

の
人
口
を
持
つ
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
わ
ず
か
一
％
で
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
ィ
ー

究
の
課
謹
‐
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
Ｉ

ア
ジ
ア
人
口
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
と
日

本
政
府
に
感
謝
し
た
い
。厚
生
労
働
副
大
臣

日
本
政
府
の
代
表
と
し
て
会
議
開
催
に
お

祝
い
を
述
べ
日
本
と
し
て
も
Ｇ
８
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
沖
縄
‐
感
染

症
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
従
い
、
今
後
五
年

間
で
三
十
億
ド
ル
を
め
ど
と
し
て
開
発
途
上

国
に
お
け
る
感
染
症
対
策
を
支
援
す
る
と
述

べ
た
。
厚
生
労
働
省
と
し
て
も
国
際
機
関
・

二
国
間
の
枠
組
み
を
通
じ
て
引
き
続
き
貢
献

す
る
と
述
べ
、
開
会
を
宣
言
し
た
。

平
均
寿
命
は
四
十
七
歳
と
短
い
。
こ
れ
は
、

地
理
的
な
広
大
さ
と
他
民
族
、
多
言
語
が
経

済
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
は
じ
め
結
核
な
ど
の
感

●
南
野
知
惠
子

の
窒
豐
践
一
と
旧
二
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染
症
に
よ
る
死
亡
率
が
極
め
て
高
い
こ
と
に

よ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
発
展
を
求
め
る
な
ら
ば
、

教
育
の
強
化
、
保
健
水
準
の
改
善
と
農
村
開

発
が
不
可
欠
だ
。
一
方
、
ア
フ
リ
カ
が
か
か

え
る
問
題
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
で
あ

る
。
こ
の
点
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指

摘
し
た
。

ア
ジ
ア
か
ら
の
現
状
に
つ
い
て
は
Ｎ
・
コ
ー

レ
イ
・
国
連
大
学
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
「
世
界
人
口
は
百
五
十
四
年
か

か
っ
て
一
八
○
四
年
に
倍
の
十
億
人
と
な
っ

た
。
現
在
の
ア
ジ
ア
の
人
口
は
世
界
人
口
の

五
○
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
日
本
は
、
こ

こ
一
一
～
三
十
年
で
驚
異
的
な
経
済
成
長
を
遂

げ
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
将
来
の
経
済
発
展
に

は
、
人
的
資
源
の
活
用
が
重
要
な
カ
ギ
を
握

る
。
日
本
の
人
間
資
源
指
標
は
世
界
で
も
高

位
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
そ
の
他
の
国
々
も
大

き
く
成
長
し
て
き
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
一
九
九
八
年
の
人
間
開
発
指
数
が
、
日

本
の
一
九
六
八
年
の
数
値
と
同
じ
で
あ
る
。

三
十
年
ほ
ど
遅
れ
て
は
い
る
が
、
急
速
な
改

善
を
見
せ
て
い
る
。

現
在
の
日
本
の
一
人
当
た
り
の
自
動
車
保

有
台
数
と
中
国
が
同
じ
に
な
っ
た
ら
地
球
環

ア
フ
リ
カ
地
域
の
状
Ｍ
・
シ
デ
ブ
・
国
連

況
分
析
と
成
功
例
廸
エ
イ
ズ
・
国
・
地
域

支
援
部
長
が
「
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
、
こ
こ

数
年
、
戦
争
で
二
十
万
人
、
エ
イ
ズ
で
二
百

三
十
万
人
、
マ
ラ
リ
ア
で
百
万
人
が
死
亡
し

境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
都
市
人
口
は
、

二
○
一
五
年
に
は
一
位
が
東
京
、
二
位
が
イ

ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
と
ア
ジ
ア
の
都
市
化
が
問

題
と
な
る
。
エ
イ
ズ
の
患
者
は
世
界
で
三
千

六
百
万
人
う
ち
子
ど
も
が
百
六
十
万
人
、
母

親
が
二
百
二
十
万
人
で
、
イ
ン
ド
で
九
九
年

に
三
十
六
万
人
が
エ
イ
ズ
で
死
亡
し
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
エ
イ
ズ
感
染
率
は
四
％
と
極
め

て
高
い
。
エ
イ
ズ
に
患
者
が
多
い
ア
フ
リ
カ

に
対
し
多
国
籍
企
業
が
薬
品
を
提
供
し
た
が

患
者
の
全
員
に
行
き
わ
た
ら
ず
、
今
後
先
進

国
の
支
援
が
望
ま
れ
る
。
将
来
、
生
活
の
質

の
改
善
は
物
質
的
な
も
の
へ
の
追
求
か
ら
精

神
的
安
定
に
向
か
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。】
岸

て
い
る
。
二
○
○
一
年
ま
で
世
界
で
四
千
万

人
が
エ
イ
ズ
に
感
染
し
、
内
ア
フ
リ
カ
は
二

千
八
百
万
人
に
上
る
。
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
の
ア

フ
リ
カ
の
子
ど
も
が
二
百
四
十
万
人
、
世
界

全
体
で
二
百
七
十
万
人
が
エ
イ
ズ
に
感
染
。

展
し
な
い
理
由
は
政
策
が
ま
ず
い
こ
と
と
政

治
の
不
安
定
に
よ
り
投
資
を
喚
起
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
。
今
後
は
、
具
体
的
な
計
画
を

立
案
し
、
毎
年
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
」
と
述
べ
た
。

幸
い
ア
ジ
ア
に
は
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ム
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
あ
り
宗
教

に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
環
境
対
策
で
は
、
日

本
が
七
○
年
代
に
対
処
し
た
こ
と
が
今
中
国

で
取
り
組
は
じ
め
た
ば
か
り
だ
。
」
と
述
べ
た
。

ｎ
Ｖ
Ｖ
質
疑
応
答
Ｉ
ハ
Ｕ

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
議
員
が
「
ア
フ
リ
カ
が
発
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ア
フ
リ
カ
で
は
、
多
く
の
教
師
が
エ
イ
ズ
で

死
亡
し
、
百
校
以
上
の
学
校
閉
鎖
が
相
次
い

で
い
る
。
エ
イ
ズ
は
平
均
寿
命
を
縮
め
て
お

り
、
エ
イ
ズ
に
よ
り
平
均
寿
命
が
六
十
二
歳

代
か
ら
今
で
は
四
十
歳
に
下
が
っ
た
。
エ
イ

ズ
は
農
村
に
ま
で
蔓
延
し
、
農
業
生
産
の
低

下
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
エ
イ
ズ
で

二
四
％
に
子
ど
も
が
孤
児
に
な
っ
て
お
り
、

二
○
’
○
年
に
は
七
八
％
の
子
ど
も
が
エ
イ

ズ
で
親
を
失
い
孤
児
に
な
り
老
夫
婦
が
孤
児

の
面
倒
を
着
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

あ
る
七
十
歳
の
老
婆
は
、
八
人
の
子
ど
も

を
エ
イ
ズ
で
失
い
、
二
十
七
人
の
孫
を
持
つ

母
親
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
悲
惨
な
例
も

あ
る
。
社
会
正
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
必
要

だ
。
エ
イ
ズ
の
影
響
は
、
国
家
の
保
健
予
算

に
食
い
込
み
、
病
院
で
は
、
エ
イ
ズ
患
者
が

ベ
ッ
ド
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。
成
功
例
と

し
て
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
三
○
％
あ
っ
た
妊
産

婦
の
エ
イ
ズ
罹
患
率
を
六
・
一
％
ま
で
下
げ

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
内
閣
府
が
政
策
の
調

整
、
エ
イ
ズ
を
単
な
る
保
健
問
題
と
し
て
と

ら
え
ず
総
合
的
に
対
応
し
た
結
果
に
よ
る
。

開
発
の
問
題
と
し
て
三
、
○
○
○
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

も
取
組
ん
で
い
る
。
も
う
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

不
要
、
会
議
も
不
要
だ
。
あ
る
の
は
行
動
の

み
だ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
エ
イ
ズ
対
策
の

法
案
の
成
立
に
こ
ぎ
つ
け
、
他
の
感
染
症
で

あ
る
マ
ラ
リ
ア
、
結
核
の
予
防
と
治
療
の
両

面
か
ら
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
対
策
に
よ
り
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル

ド
レ
ン
を
な
く
す
こ
と
に
も
な
る
。
」
と
述
べ

た
。

ア
ジ
ア
地
域
の
状
況
Ｓ
・
メ
ー
タ
・
Ｕ
Ｎ

分
析
と
成
功
例
》
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
タ
ー
が
「
ア
ジ
ア
地
域
の
エ
イ
ズ
は
一
九

八
○
年
代
後
半
ま
で
多
発
し
て
い
な
か
っ
た
。

九
九
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ

イ
で
行
っ
た
調
査
で
エ
イ
ズ
の
罹
患
者
が
約

百
十
万
人
と
判
明
。
二
○
○
○
年
の
罹
患
率

で
み
る
と
百
人
当
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
二
・
七
七
％
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
｜
・
九
九
％
、
タ
イ
｜
・
八
五
％
、

イ
ン
ド
○
・
七
五
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
の
数
値
は
こ
れ
よ
り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
麻
薬
常
習
者
の
多
く
は
エ
イ
ズ

患
者
と
い
わ
れ
、
イ
ン
ド
の
妊
婦
の
一
％
も

エ
イ
ズ
罹
患
者
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
で
は
、
｜
分
に
二
人
、
一
日
に

三
千
人
が
エ
イ
ズ
の
新
罹
患
者
と
な
り
、
一

分
に
一
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
地
域

は
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
、
罹

患
者
に
な
る
総
数
は
ア
フ
リ
カ
に
比
べ
多
い
。

エ
イ
ズ
対
策
に
は
最
も
高
い
レ
ベ
ル
の
政
治

的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
ア
ジ
ア
の
関
心
は
高
く
な
い
。
二

○
○
一
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
特
別
総
会
に
は
他
地
域
か
ら
は
国
家
元
首

が
数
多
く
参
加
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
国
家
元
首
の
参
加
は
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
も

同
年
十
月
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で
大
臣
レ
ベ

ル
会
合
、
十
一
月
に
は
ア
セ
ア
ン
サ
ミ
ッ
ト

で
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

新
規
罹
患
者
の
五
○
％
を
占
め
る
青
少
年
層

の
感
染
防
止
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
が
有
効
で
あ

り
、
青
少
年
層
の
新
規
感
染
者
を
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
問
題
の
多
く
を
改
善
に
向

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
妊
婦
の
多
く

が
陰
性
で
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
性
教
育

を
普
及
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
成
功
例

と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
国
際
機
関
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
で
コ
ン
ド
ー
ム
や
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
配
布
し
予
防
に
つ
と
め
て
い
る
。
タ
イ
で

は
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
と
一
雇
用
者
に
重
点
を
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アフリカ・アジア国会議員会議（東京）

Ｇ・アバル教授の

アフリカからの発表

ア
フ
リ
カ
か
ら
Ｇ
・
ア
バ
ル
・
食
料
安
全

保
障
と
持
続
可
能
な
開
発
経
済
委
員
会
主
任

地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
が
協
力
し
小
規
模
自
作
農
を
拡
充
す
る
。

七
○
年
代
か
ら
九
○
年
代
に
か
け
ア
ジ
ア
で

お
い
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
エ
イ
ズ
予
防
に
成

功
。
こ
れ
か
ら
の
国
会
議
員
の
役
割
は
、
エ

イ
ズ
対
策
の
法
制
化
、
予
算
の
確
保
、
教
育

は
一
人
当
た
り
の
食
料
生
産
が
伸
び
た
が
、

ア
フ
リ
カ
で
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
あ
っ
た
。

二
○
二
○
年
に
向
け
ア
フ
リ
カ
の
都
市
人
口

は
急
速
に
増
加
し
、
食
料
生
産
が
追
い
つ
か

な
く
な
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
伝
統
的
に
休
耕

期
間
が
あ
っ
た
が
、
急
速
な
人
口
増
加
に
よ

り
休
耕
期
間
が
と
れ
な
く
な
り
、
土
壌
の
劣

化
に
よ
る
生
産
性
の
低
下
が
起
き
、
エ
イ
ズ

に
よ
る
死
亡
者
の
増
加
が
労
働
人
口
を
低
下

さ
せ
生
産
量
を
下
げ
る
。
今
後
、
ア
フ
リ
カ

が
食
料
安
全
保
障
を
保
つ
た
め
に
は
、
休
耕

期
間
を
と
る
、
人
口
増
加
に
向
け
農
業
生
産

量
を
上
げ
、
出
生
率
を
下
げ
女
性
の
人
材
育

成
を
す
す
め
就
労
の
機
会
を
高
め
、
天
然
資

源
の
管
理
の
決
定
権
を
持
つ
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
農
業
教
育
の
充
実
を
計

り
、
官
民
の
協
力
が
重
要
に
な
る
。
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
小
規
模
農
業
の
育
成
は
、
日
本

等
に
つ
い
て
選
挙
民
に
訴
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
」
と
述
べ
た
。

鮫
島
宗
明
・
衆
議
院
議
員
が
「
日
本
で
も

狂
牛
病
が
２
頭
発
生
し
た
が
、
こ
れ
は
東
ア

ジ
ア
で
は
じ
め
て
の
事
例
で
あ
る
。
日
本
は

狂
牛
病
が
起
き
な
い
と
確
信
し
て
い
た
が
、

こ
れ
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
弊
害
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
狂
牛
病
が
発
生
し
た
国
は
三
十
ヶ
国

位
と
い
わ
れ
、
ど
う
入
っ
た
か
判
ら
な
い
。

五
十
ヶ
国
に
狂
牛
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
発
見
さ
れ
た
狂
牛
病
の
病
原
性
タ
ン

パ
ク
質
は
英
国
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、

何
ら
か
の
形
で
英
国
製
の
骨
肉
粉
が
入
っ
た

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
は

一
九
九
○
年
以
一
降
英
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い

な
い
の
で
ど
の
経
路
か
ら
入
っ
た
か
が
問
題

で
あ
る
。
僅
か
二
頭
の
狂
牛
病
で
三
千
億
円

の
損
失
が
出
た
。
日
本
は
食
料
の
六
○
％
近

く
を
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
農
林
水
産
省
は

国
際
的
な
視
点
を
持
っ
た
省
で
あ
る
べ
き
だ
。

や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
験
か

ら
学
べ
る
。
ア
ジ
ア
が
ア
フ
リ
カ
に
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
送
り
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
先
進
国
間

の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
技
術
交
流
の
た
め
Ｏ

Ｄ
Ａ
や
民
間
協
力
を
通
じ
、
投
資
を
誘
致
す

る
。
」
と
述
べ
た
。
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鮫島宗明衆議員議員の

アジアからの発表

日
本
国
内
の
耕
地
は
四
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

日
本
の
食
料
を
ま
か
な
う
の
に
は
三
倍
の
千

二
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
が
い
る
。
食
料

検
査
官
は
国
内
で
九
千
人
い
る
が
海
外
で
は

わ
ず
か
十
二
～
三
数
名
で
あ
り
あ
ま
り
に
も

脆
弱
で
あ
る
。
自
由
貿
易
を
通
し
て
相
互
依

存
が
深
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
に

は
あ
わ
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
日
本
は
Ｗ

Ｔ
Ｏ
体
制
に
向
け
た
安
全
性
体
制
の
確
立
の

た
め
の
検
疫
体
制
を
強
化
す
べ
き
だ
。
穀
物

の
輸
出
で
先
進
国
は
余
剰
作
物
を
途
上
国
な

ど
に
押
し
付
け
て
い
る
が
注
意
す
べ
き
で
あ

色=■司珀

る
。
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
の
発
展
で
で
ん
粉
や

食
料
油
か
ら
白
い
石
炭
や
緑
の
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
食
用
市
場
を
荒
ら

さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
べ
き
だ
。
京
都
で

は
廃
油
で
一
切
の
公
害
を
出
さ
な
い
ゴ
ミ
収

集
車
二
百
三
十
台
を
稼
動
さ
せ
て
い
る
。
近

代
的
農
業
は
伝
統
的
農
業
に
比
べ
農
薬
な
ど

多
投
入
の
た
め
小
動
物
を
殺
す
こ
と
に
な
る
。

小
宇
宙
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
一
度
消
え
た

ア
フ
リ
カ
地
域
Ｓ
・
Ｍ
・
ド
ン
カ
ー
博
士

の
現
状

が
二
九
九
一
’
二
年
に

サ
ハ
ラ
以
南
と
東
ア
フ
リ
カ
で
旱
魅
が
起
き

十
億
ド
ル
の
損
害
が
あ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
で

は
水
は
「
白
い
金
」
と
呼
ば
れ
、
貴
重
な
水

を
小
国
レ
ソ
ト
で
は
南
ア
フ
リ
カ
に
供
給
し

て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
農
業
を
す
す
め
る

た
め
に
も
工
業
化
の
た
め
に
も
水
が
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。
ま
ず
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
伝
染
病
の
五
割
が
水
を
媒
体
と
し
て
い

る
事
実
だ
。

｜’

も
の
は
神
で
な
い
限
り
再
現
で
き
な
い
。
現

在
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
大
規
模
型
で

欧
米
向
き
で
あ
る
。
遺
伝
子
組
み
替
え
は
ま

だ
幼
稚
な
シ
ス
テ
ム
で
全
体
を
対
象
と
し
て

い
る
が
、
本
来
は
部
分
で
発
現
す
る
組
替
え

を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
緑
の
革
命
」

も
欧
米
型
の
大
規
模
農
業
に
合
わ
せ
た
も
の

で
今
後
伝
統
的
農
業
に
あ
っ
た
も
の
を
開
発

す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
述
べ
た
。

コ
ン
ゴ
盆
地
に
は
ア
フ
リ
カ
の
水
の
五
割

が
こ
こ
に
集
中
し
て
お
り
豊
な
水
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
四
、
五
十
年
も
紛
争
が
続
き
、

開
発
が
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
五
カ
国
が

こ
こ
の
水
に
依
存
す
る
チ
ャ
ド
湖
で
は
四
十

年
間
に
湖
の
九
○
％
が
干
上
が
り
隣
接
の
五
ヶ

国
で
環
境
難
民
が
ふ
え
て
い
る
。
ハ
ビ
タ
ッ

ト
で
は
都
市
化
が
進
み
水
不
足
が
起
き
て
い

る
。
今
後
ア
フ
リ
カ
で
は
水
管
理
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
と
都
市
と
農
村
間
の
水
管
理
対

策
が
求
め
ら
れ
る
。
健
康
維
持
、
食
糧
生
産
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アフリカ・アジア国会議員会議（東京）

菊
池
眞
夫
・
千
葉
大
学
教
授
が
「
モ
ン
ス
ー

ン
・
ア
ジ
ア
農
業
発
展
の
現
段
階
と
潅
概
、

水
管
理
の
将
来
」
に
つ
い
て
「
灌
概
整
備
と

緑
の
革
命
に
よ
り
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
の

農
業
生
産
は
過
去
三
十
年
間
で
大
き
く
伸
び

た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
七
十
年
代
ま
で
コ
メ
を

輸
入
し
て
い
た
が
八
十
年
代
以
降
コ
メ
の
自

給
体
制
を
確
立
し
た
。
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
も

同
様
に
コ
メ
の
自
給
体
制
を
確
立
し
た
。
ア

ジ
ア
の
農
業
の
発
展
段
階
は
第
一
に
森
林
を

伐
採
し
天
水
に
よ
る
農
地
の
拡
大
、
第
二
に

灌
概
施
設
の
整
備
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
向

上
、
第
三
は
既
存
の
土
地
改
良
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
で
あ
る
。
世
界
銀
行
の
灌
概
へ
の

融
資
は
コ
メ
価
格
が
上
が
っ
た
時
期
に
集
中

し
、
緑
の
革
命
で
コ
メ
価
格
が
損
益
限
界
線

を
下
回
る
と
融
資
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。

世
界
銀
行
は
灌
概
の
維
持
管
理
費
に
は
三
○
’

四
○
％
し
か
融
資
を
行
な
わ
ず
各
国
の
利
用

と
述
べ
た
。

の
た
め
に
も
国
家
予
算
の
五
割
強
を
水
管
理

に
計
上
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
課
題
だ
。
ア

フ
リ
カ
は
水
管
理
が
で
き
な
い
と
滅
び
る
。

イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
水
管
理
に
よ
り

豊
か
な
農
地
を
作
っ
た
事
例
に
学
ぶ
べ
き
だ
。
」

ラ
ー
ジ
・
カ
リ
ム
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
東
・
東
南
ア

ジ
ア
地
域
局
長
は
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の

共
通
課
題
は
貧
困
の
撲
滅
で
あ
る
。
ア
ジ
ア

で
は
貧
困
撲
滅
の
た
め
様
々
な
取
り
組
み
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農

村
女
性
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
（
少
額
貸
付
け
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
貧

困
撲
滅
運
動
は
ア
フ
リ
カ
と
共
有
で
き
る
事

例
で
あ
る
。
国
会
議
員
の
役
割
に
中
絶
、
エ

イ
ズ
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
な
ど

に
関
す
る
法
案
を
つ
く
り
各
国
と
成
功
例
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で

は
家
族
計
画
か
ら
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
に
移
行
し
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
選
択
肢
を
イ
ス
ラ
ム
教
諸
国
や
少
数
民

族
へ
も
対
応
し
は
じ
め
た
。
韓
国
で
は
政
府

者
が
管
理
費
を
負
担
す
る
が
利
用
者
が
水
代

金
を
支
払
わ
な
い
例
が
多
発
し
て
い
る
。
水

の
参
加
型
管
理
が
重
要
で
、
恩
恵
を
受
け
て

い
る
人
を
ど
う
参
加
さ
せ
る
か
。
地
下
水
の

利
用
は
ア
ジ
ア
で
は
進
ん
で
お
り
民
間
の
融

が
家
族
計
画
協
会
に
委
託
し
実
施
、
モ
ン
ゴ

ル
で
は
大
学
で
マ
レ
ー
シ
ア
は
ザ
ン
ビ
ア
と

の
交
流
を
兼
ね
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
青
少
年

へ
の
性
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の

青
少
年
対
策
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
中
心
で
あ
る
が
今

後
各
国
の
国
会
議
員
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
事
例
と
し
て
モ
ル
デ
ィ

ブ
が
結
婚
年
齢
を
十
八
歳
に
引
き
上
げ
た
。

ネ
パ
ー
ル
は
で
は
人
工
妊
娠
中
絶
を
禁
止
し
、

中
絶
し
た
女
性
は
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
る
た

め
入
所
者
の
五
○
％
が
中
絶
経
験
者
で
占
め

ら
れ
て
い
る
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
イ
ス
ラ
ム

教
国
で
あ
る
が
中
絶
を
合
法
化
、
マ
レ
ー
シ

ア
は
妊
産
婦
の
死
亡
率
低
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
共
有
し
て
い
る
。
」
と
述

べ
た
。

資
が
政
府
融
資
よ
り
先
行
し
て
い
る
。
水
は

開
発
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
、
紛
争
の
原
因

に
も
な
る
。
潅
概
へ
の
融
資
は
有
益
で
あ
り

農
業
生
産
性
の
向
上
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
う

余
地
は
な
い
。
」
と
述
べ
た
。
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ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
の
発
表
と
し
て
、
Ｊ
・

Ｂ
・
モ
ョ
・
開
発
と
南
南
協
力
の
た
め
の
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
理
事
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
ケ
ニ

ア
，
ザ
ン
ビ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
，

エ
ジ
プ
ト
と
ア
ジ
ア
諸
国
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
い
る
。
理
事
会
は
毎
年
一
回
各
国
の
保

健
大
臣
の
参
加
で
開
催
し
て
い
る
。
パ
ー
ト

・
ナ
ー
ズ
は
南
南
協
力
の
た
め
の
専
門
家
養
成

を
行
い
、
さ
ら
に
在
宅
で
エ
イ
ズ
の
ケ
ァ
ー

や
ジ
ン
バ
ブ
エ
に
お
け
る
子
宮
ガ
ン
の
早
期

発
見
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
養
成
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
」
と

そ
の
活
動
を
報
告
し
た
。

ｎ
Ｖ
ｙ
行
動
計
画
の
採
択
ハ
ハ
Ｕ

コ
ミ
一
三
ケ
と
い
う
名
前
で
提
出
さ
れ
て

い
た
会
議
宣
言
文
案
に
対
し
、
よ
り
行
動
を

重
視
し
、
具
体
的
な
行
動
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
会
議

の
採
択
文
書
名
が
「
行
動
計
画
」
と
決
ま
っ

た
。
「
行
動
計
画
」
は
〃
今
は
行
動
あ
る
の
み
〃

と
呼
び
か
け
、
ア
フ
リ
カ
ー
ア
ジ
ア
地
域
に

お
い
て
人
口
と
開
発
問
題
を
解
決
す
る
上
で

国
会
議
員
が
果
た
す
べ
き
行
動
の
指
針
を
与

え
る
も
の
と
な
っ
た
。
行
動
計
画
は
会
議
参

加
者
全
員
の
総
意
で
採
択
さ
れ
た
が
、
「
生
産

手
段
と
し
て
の
土
地
保
有
の
権
利
を
女
性
に

も
認
め
る
」
と
い
う
内
容
に
対
し
て
、
フ
ィ

ジ
ー
な
ど
か
ら
土
地
の
所
有
そ
の
も
の
が
認

め
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
留
保
す
る
と
い

う
意
思
表
示
が
あ
っ
た
。
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谷
津
義
男
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
は
、
今
回

の
会
議
で
得
た
情
報
は
今
後
の
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
の
協
力
に
対
し
貴
重
な
も
の
と
な
っ

た
。
同
会
議
の
行
動
計
画
を
来
週
開
催
の
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
提
出
す
る
と
挨
拶
し
た
。
ま

た
長
き
に
わ
た
り
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
役
員
を

務
め
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
リ
ン
・
ホ

リ
ス
議
員
が
国
会
議
員
を
引
退
す
る
に
あ

た
っ
て
、
「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
こ
れ
ま
で
人
口
、

環
境
、
エ
イ
ズ
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

私
は
、
学
生
時
代
に
「
家
族
計
画
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
」
と
い
う
人
口
問
題
の
論
文

式
を
執
筆
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
人
口
問

会
題
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
口
問
題

閉
の
カ
ギ
は
教
育
、
特
に
女
子
教
育
で
あ
る
。

議
員
引
退
後
は
家
族
の
た
め
尽
く
し
た
い
」

と
挨
拶
。
和
気
邦
夫
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務

次
長
ら
が
挨
拶
の
後
、
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
の
こ
れ
ま
で
の
功

績
を
称
え
谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
よ
り
記

念
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
の
も

と
で
、
閉
会
し
た
。
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Mｉ

■
１
１
口

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
の

招
待
で
ラ
オ
ス
を
初
め
て
訪
問
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
に
は
パ
テ
ト
ラ
オ

の
活
躍
が
有
名
で
、
日
本
の
新
聞
に
も
度
々

ラ
オ
ス
に
関
す
る
記
事
が
で
ま
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
ラ
オ
ス

に
関
す
る
報
道
が
す
っ
か
り
減
っ
て
し
ま

い
、
ど
ん
な
状
態
か
全
く
分
か
ら
な
い
ま

ま
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
か
ら
首
都
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
。

メ
コ
ン
川
の
茶
色
い
水
が
目
の
下
に
迫
っ

て
き
た
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
空
港
に
着

陸
し
ま
し
た
。
日
本
よ
り
大
分
南
方
に
位

置
し
ま
す
の
で
、
暑
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
乾
期
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う

こ
と
で
、
私
た
ち
に
は
快
適
な
気
候
で
し

た
。ラ
オ
ス
は
人
口
五
百
四
十
万
人
、
私
の

住
ん
で
い
る
千
葉
県
よ
り
人
口
が
少
な
い
、

で
見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と

衆
議
院
議
員
生
方
幸
夫
（
民
主
党
）

し
か
も
国
土
は
日
本
の
本
州
と
ほ
ぼ
同
じ

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
と
て
も
人
口
が

多
い
国
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
国
に
人

口
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
を
不
思
議
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。

私
の
感
覚
で
は
人
口
が
少
な
す
ぎ
る
の

だ
か
ら
、
産
め
や
増
や
せ
や
で
い
い
の
で

は
な
い
か
と
、
正
直
簡
単
に
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
地
で
い
ろ
い
ろ
話
を

聞
く
と
、
こ
と
は
そ
う
単
純
な
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
、
第
一
に
、
人
口
が
少
な
い
の
は

ラ
オ
ス
の
人
が
日
本
人
と
同
様
に
少
し
し

か
子
供
を
産
ま
な
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
平
均
で
い
い
ま
す
と
、
約
五
～

六
人
の
子
供
を
産
む
の
で
す
が
、
乳
児
死

亡
率
が
高
い
の
で
大
人
に
な
る
ま
で
無

事
成
長
す
る
子
供
が
少
な
い
と
い
う
の
が

第
一
点
。

ｌ
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次
に
感
染
症
が
多
く
、
か
つ
医
療
施
設

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
、
交
通
イ
ン
フ
ラ

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
重
な
り
、

平
均
寿
命
が
短
い
、
し
た
が
っ
て
、
ト
ー

タ
ル
と
し
て
人
口
の
伸
び
が
少
な
い
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

今
回
は
病
院
を
二
箇
所
見
学
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
日
本
か
ら
の
援
助
も
あ

り
、
医
療
施
設
は
徐
々
に
充
実
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
乳
児
死
亡
率
も

下
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
ま
ま
医
療
の
充
実
に
努
め
れ
ば
人

口
も
順
調
に
増
加
し
、
国
力
が
増
す
か
ら
、

目
出
度
し
目
出
度
し
と
い
か
な
い
と
こ
ろ

に
途
上
国
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
乳
児
死
亡
率
が
減
っ
て
急

激
に
子
供
の
人
口
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
養
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
口
が
増

え
る
と
言
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
経
済

の
成
長
率
が
子
供
の
増
加
率
と
一
致
し
て

い
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
子

供
の
成
長
率
の
方
が
急
激
だ
と
、
今
度
は

即
経
済
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

ま
ず
、
子
供
に
与
え
る
食
料
が
き
ち
っ

と
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
で
も
十
五
才
以

上
の
識
字
率
が
男
女
平
均
五
○
％
程
度
で

教
育
施
設
の
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
多
く
の
子
供
が
生
ま
れ
て
く

れ
ば
、
さ
ら
に
教
育
施
設
の
貧
困
さ
が
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
ら
に
付
随
し
て
住
宅
や
衣
料
品

の
不
足
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
単

純
に
人
口
を
増
や
せ
ば
い
い
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
国
連
が
協
力
し
て

計
画
的
な
出
産
と
、
妊
婦
や
乳
児
死
亡
率

を
低
下
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
成
果
が
着

実
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
妊
婦
や
乳

児
死
亡
率
の
低
下
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
大
事
な
の
が
適
切
な
経

済
発
展
と
、
経
済
発
展
に
伴
う
環
境
破
壊

の
防
止
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。
順
調

に
経
済
が
伸
び
て
い
け
ば
、
人
口
が
増
え

て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
い
ず
れ
子

供
た
ち
が
成
長
す
れ
ば
貴
重
な
労
働
力
と

な
っ
て
、
さ
ら
に
適
切
な
経
済
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難

し
い
わ
け
で
、
か
つ
て
人
口
の
急
激
な
伸

び
に
直
面
し
た
日
本
は
そ
の
経
験
を
い
か

し
て
い
ろ
い
ろ
協
力
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ラ
オ
ス
滞
在
は
た
っ
た
三
日
間

で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
場
所
を
見
学
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
病
院
が
あ

り
ま
し
た
。
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
の
ほ
ぼ
中

央
に
日
本
の
協
力
で
日
本
の
カ
ル
テ
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
た
病
院
が
建
設

さ
れ
て
お
り
、
今
回
見
学
を
し
ま
し
た
。

琉
球
大
学
が
全
面
的
に
協
力
し
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
病
院
の
立
ち
上
げ

に
努
力
を
な
さ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
ラ
オ
ス
の
医
療
水
準
は
そ
う
高

く
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
病
院
建
設
を
通

し
て
技
術
移
転
が
な
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
い
い
こ
と
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
総
合
病
院
の
近
く
に
は
診
療
所
が
衛

星
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
郡
部
の
医
療
を

担
当
す
る
と
い
う
仕
分
け
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
診
療
所
に
も
日
本
か
ら
の
ス

タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
治
療
水
準

の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。
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ラオス最大の仏搭

｢タット・ルアン」

と
こ
ろ
で
、
ラ
オ
ス
は
農
業
国
で
す
。

平
地
は
か
な
り
豊
か
な
水
田
が
広
が
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
今
で
も
山
岳
地
帯
に
行

け
ば
焼
畑
農
耕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
焼

畑
の
た
め
の
森
林
を
伐
採
す
れ
ば
、
山
の

保
水
力
が
減
り
、
そ
れ
が
原
因
で
洪
水
が

発
生
し
、
農
業
が
打
撃
を
受
け
る
と
言
う

こ
と
が
近
年
相
次
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
ラ
オ
ス
政
府
は
焼
畑
を
二
○
’

○
年
ま
で
に
撲
滅
す
る
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。
焼
畑
は
洪
水
の
原
因
に
な
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
森
林
破
壊
や
。
。
⑬
に
よ
る

環
境
破
壊
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

人
口
問
題
と
は
直
接
か
か
わ
り
ま
せ
ん
が
、

地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
日
本
の
協
力
を

求
め
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
お
知
ら
せ
し

て
お
き
ま
す
。

ラ
オ
ス
政
府
の
方
と
話
を
し
て
、
彼
ら

が
最
も
い
ま
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
教
育

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本

か
ら
工
場
を
誘
致
し
よ
う
と
し
て
も
、
道

路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
に
加
え
て
、
字
が
読
め
な
い
な
ど
社
員

教
育
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と

フ

ツ
ク
と
な
っ

と
彼
ら
は
分

い
ま
す
。
だ

そ
、
教
育
に

れ
て
、
工
場

し
て
バ
ラ
ン

れ
た
国
士
に

と
努
力
を
し

わ
け
で
す
。

か
ら
の
協
力

が
立
て
ら
れ

ま
す
。
そ
の

■
ｌ
Ｉ
Ｄ
１

う
ち
の
一
つ
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、

教
材
一
つ
と
っ
て
も
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
面
で
も
日
本
が
協
力
で

き
る
と
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
ラ
オ
ス
は
ア
ジ
ア
で
も
最
貧
国

の
一
つ
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
汚
い
街
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
街
を
歩
い
て
み
て
感
じ
た

の
は
、
｜
普
前
の
日
本
の
田
舎
そ
の
も
の

の
風
景
で
し
た
。
特
に
貧
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
と
い
う
首
都
の
せ
い
な
の
か
、
農
業
国

で
と
り
あ
え
ず
飢
え
て
は
い
な
い
か
ら
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
は
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。

治
安
は
い
い
し
、
対
日
感
情
も
よ
く
、

の
ん
び
り
す
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
国
で

す
。
観
光
に
も
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
是
非
、
バ
ン
コ

ク
か
ら
た
っ
た
一
時
間
で
す
か
ら
皆
さ
ん

も
ラ
オ
ス
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
み
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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７
Ｊ
７
▲
７
４
７
△
７
▲
Ｔ
１
ｑ
ｌ
ｑ
ｌ
宅
？
▲
Ｔ
ｌ
＊
０
３
丁
０
▼
Ｉ
ヰ
ー
ヰ
ー
⑤
ｊ
ｕ
ｍ
Ｉ
９
ｌ
ｑ
Ｉ
Ｄ
ｌ
Ｄ
Ｉ
可
・
Ｉ
寺
ｌ
ヰ

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
毎
年
、
ア
ジ
ア
の
一
カ
国
を

選
び
、
現
地
の
人
ロ
・
開
発
分
野
へ
の
取
り

組
み
を
視
察
す
る
国
会
議
員
を
派
遣
し
て
い

る
が
、
今
年
は
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
へ
、

大
渕
絹
子
・
参
議
院
議
員
（
社
民
）
と
生
方

幸
夫
・
衆
議
院
議
員
（
民
主
）
の
二
議
員
が

ン
コ
ク
で

バ
ン
コ
ク
を
出
発
、

エ
ン
チ
ャ
ン
ヘ
到
着
。

成
田
空
港
を
出
発
、
バ
ン
コ
ク
へ
到
着
。
穴

十
一
月
十
一
曰
日

泊
、－グ

ラ
オ
ス
の
首
都
ヴ
ィ

金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
や
国
際
協
力
事
業
団
》

船山Ⅱ元洲乘、即針謝則俳繩綱雛州一
の
大
臣
と
懇
談
、
交
流
を
深
め
た
。

在
ラ
オ
ス
日
本
国
大
使
館
で
ラ
オ
ス
の
社

会
情
勢
、
歴
史
に
つ
い
て
宮
本
義
範
大
使
か

ら
ブ
リ
ー
フ
イ
ン
グ
。

ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
視
察
。

ラ
オ
ス
を
訪
問
。
現
地

後
援
機
関
で
あ
る
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
）
ラ
オ
ス
事
務
所
を
訪
問
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
の
ラ
オ
ス
で
の
活
動
に
つ
い
て
パ
ト
リ
ッ

シ
ア
・
フ
ラ
ン
セ
ス
チ
ニ
ス
代
表
が
説
明
。

ラ
オ
ス
は
人
口
が
ま
だ
少
な
い
た
め
、
ア
ジ

ア
全
域
に
見
ら
れ
る
「
人
口
爆
発
」
と
い
っ

た
問
題
は
無
い
も
の
の
、
ラ
オ
ス
の
人
口
増

加
が
、
開
発
と
同
じ
よ
う
な
速
度
で
増
加
し

●
大
使
館
で
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

●
サ
イ
セ
ッ
タ
ー
郡
立
病
院
訪
問

●
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
所
訪
問

恥
：

！
７
＋ｎ～旬一泊～司一■－司門～、

な
け
れ
ば
、
大
き
な
問
題
に
な
る
。
そ
の
た

め
に
、
家
族
計
画
を
進
め
、
女
性
が
安
全
に

子
供
を
産
め
る
環
境
を
作
り
、
妊
産
婦
・
乳

児
死
亡
率
を
下
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、

と
述
べ
た
。

ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
か
ら
十
分
ほ
ど
離

れ
た
農
村
地
域
の
小
さ
な
郡
立
病
院
を
訪
問
。

日
本
の
草
の
根
無
償
資
金
援
助
に
よ
り
日
本

か
ら
派
遣
さ
れ
、
母
子
保
健
課
で
現
地
の
ス

タ
ッ
フ
の
教
育
に
あ
た
っ
て
い
る
大
隅
さ
ん

か
ら
話
し
を
聞
く
。
病
院
前
の
道
は
舗
装
さ

れ
て
い
な
く
、
砂
俟
が
病
院
内
に
入
っ
て
し

ま
う
た
め
、
院
内
を
清
潔
に
保
つ
た
め
の
細

か
な
指
導
な
ど
も
行
な
っ
て
い
た
。
病
院
の

医
師
、
看
護
婦
の
数
は
足
り
て
い
た
よ
う
だ

が
、
高
い
技
術
と
知
識
を
も
っ
た
医
者
や
看

護
婦
が
あ
ま
り
い
な
い
の
が
現
状
。

十
一
月
十
三
曰
㈹
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ラオスへ国会議員を派遣

●
ラ
オ
ス
女
性
同
盟
訪
問

ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
の
組
織
の
一
部
で
あ

る
ラ
オ
ス
女
性
同
盟
事
務
所
を
訪
問
。
党
大

●
セ
タ
テ
ィ
ラ
ー
ト
病
院
訪
問

ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
の
一
一
一
つ
の
大
き
な

市
立
病
院
の
内
の
一
つ
。
老
朽
化
の
た
め
日

本
政
府
の
拠
出
金
に
よ
り
一
九
九
九
年
に
無

償
で
病
院
を
建
設
。
そ
の
後
、
五
年
間
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
が
開
始
さ
れ
、

現
在
八
名
の
日
本
人
専
門
家
が
技
術
移
転
の

た
め
勤
務
。
建
物
は
非
常
に
清
潔
で
明
る
く

き
れ
い
に
見
え
る
が
、
天
井
に
大
き
な
窓
を

設
置
し
た
た
め
、
日
が
射
す
と
暑
く
な
る
な

ど
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
お
湯
が
出
る
場

所
が
一
カ
所
だ
け
し
か
な
く
、
子
供
が
生
ま

れ
た
時
な
ど
、
お
湯
を
桶
に
入
れ
て
遠
く
へ

運
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
な
ど
、
数
々
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
医
療
機
材
の
提
供
も
行

な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
物
資
が
何
も
な

い
状
態
で
、
使
い
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い

機
材
の
提
供
を
心
が
け
て
い
る
、
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ス
タ
ッ
フ
は
説
明
し
た
。

日
本
の
真
言
宗
豊
山
派
「
日
・
ラ
オ
ス
友

好
協
力
会
」
が
寄
贈
し
た
小
学
校
を
訪
問
。

教
室
の
数
が
不
足
し
て
い
た
の
で
大
変
感
謝

し
て
い
る
、
と
学
校
の
先
生
が
語
っ
て
い
た
。

会
で
採
択
さ
れ
た
開
発
方
針
に
従
っ
て
活
動

を
展
開
し
、
中
央
レ
ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル
な
ど

全
国
に
広
が
っ
た
組
織
を
持
っ
て
い
る
。
健

康
・
教
育
・
家
族
計
画
な
ど
の
問
題
に
対
応

す
る
た
め
そ
の
組
織
力
を
生
か
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
な
ど
の
国
連
機
関
な
ど
と
連
携
を
組
み

な
が
ら
、
村
レ
ベ
ル
ま
で
行
き
届
い
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

●
ハ
ト
セ
イ
フ
オ
ン
郡
立
病
院
訪
問

●
カ
ム
シ
ン
友
好
議
連
会
長

主
催
歓
迎
夕
食
会

●
ノ
ン
ニ
ョ
ー
小
学
校
訪
問

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
支
援
を
受
け
て
い
る
郡
立

村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
が
、
家
族
計

画
に
つ
い
て
教
育
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
現

場
を
視
察
。
日
本
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団

illlli,|,，

病
院
を
視
察
。
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
に
よ
っ
て
シ

ス
テ
ム
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
郡
で
は

結
婚
す
る
前
に
一
一
日
間
の
家
族
計
画
の
教
育

を
受
け
る
こ
と
、
予
防
接
種
を
受
け
な
い
と

出
生
証
明
書
が
で
な
い
な
ど
、
手
本
と
な
る

シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
た
。

●
村
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
視
察

ラオスの伝統儀式の「バシー｣。中央大洲と右、生方の両議員
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（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）
が
提
供
し
た
教
材
を
つ
か
っ

て
、
村
の
女
性
達
に
、
安
全
な
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
分
か
り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
教

材
は
ラ
オ
ス
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な

た
め
、
小
規
模
の
援
助
で
あ
る
が
、
大
き
な

貢
献
を
果
た
し
て
い
た
。

昼
食
に
は
、
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
用
意

し
て
く
れ
た
ラ
オ
ス
の
家
庭
料
理
を
ご
馳
走

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ラ
オ
ス
の
伝
統
的
な

歓
待
の
儀
式
「
バ
シ
ー
」
を
し
て
頂
き
、
村

の
人
々
が
我
々
の
手
首
に
木
綿
の
糸
を
巻
き

付
け
、
お
互
い
の
健
康
と
旅
の
道
中
安
全
を

祈
っ
て
く
れ
た
。

パ
ン
カ
ム
首
相
府
付
副
大
臣
が
、
ラ
オ
ス

の
経
済
・
社
会
情
勢
に
つ
い
て
説
明
。
ラ
オ

ス
政
府
は
二
○
○
｜
年
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で

発
展
途
上
か
ら
の
脱
却
を
は
か
る
計
画
を
進

め
、
貧
困
層
を
撲
滅
す
る
に
は
、
教
育
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
二
○
’
○

年
ま
で
に
は
焼
畑
農
業
を
撲
滅
し
、
芥
子
の

●
バ
ン
カ
ム
首
相
府
付
副
大
臣

と
の
懇
談

栽
培
を
廃
止
し
、
代
わ
り
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
や

お
茶
の
栽
培
を
勧
め
て
い
る
。
ラ
オ
ス
へ
の

投
資
の
八
○
％
が
外
国
か
ら
の
投
資
で
、
財

政
赤
字
を
外
国
か
ら
の
援
助
で
補
い
、
そ
の

最
大
の
援
助
国
が
日
本
で
あ
る
。
国
内
企
業

が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
税
収
シ
ス
テ
ム
が

確
立
し
て
い
な
い
の
が
、
大
き
な
財
政
赤
字

要
因
。
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
教
育
分
野
に
力
を

注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

●
ポ
ン
メ
ー
ク
保
健
大
臣
と
の
懇
談

ボ
ン
メ
ー
ク
保
健
大
臣
が
ラ
オ
ス
の
保
健

事
情
に
つ
い
て
説
明
。
ラ
オ
ス
の
人
口
は
現

在
約
五
百
四
十
万
人
で
、
年
平
均
の
人
口
増

加
率
は
約
二
・
五
％
・
乳
児
死
亡
率
は
出
生

千
に
対
し
八
十
八
人
、
妊
産
婦
死
亡
率
も
出

生
十
万
に
対
し
て
六
百
五
十
人
と
、
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
。
ポ
ン
メ
ー
ク
大
臣
は
、
「
母

子
の
健
康
は
、
｜
番
の
優
先
課
題
と
し
て
、

母
子
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
ラ
オ
ス
は
ま
だ
保
険
シ
ス
テ
ム
が

確
立
し
て
い
な
く
、
財
源
、
人
材
の
不
足
が

問
題
で
、
日
本
や
国
際
機
関
か
ら
の
援
助
に

《Ｉ

頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
。
ま
た
、
地
方
へ
行

く
と
、
医
者
が
い
な
い
、
道
も
無
い
た
め
交

通
手
段
が
無
く
、
死
亡
率
が
高
い
原
因
と
な
っ

て
い
る
と
説
明
し
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
援
助
を
受
け
設
立
さ
れ
た

青
年
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
ラ
オ
ス
に
は
若
者

が
集
ま
っ
て
遊
べ
る
場
所
が
な
い
た
め
、
放

課
後
の
高
校
生
ぐ
ら
い
の
若
者
達
が
集
ま
り
、

●
ヴ
イ
エ
ン
チ
ヤ
ン
青
年
セ
ン
タ
マ
ー

訪
問

ポンメーク保健大臣（右）との懇談

3８
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ゲ
ー
ム
を
し
た
り
読
書
を
し
た
り
と
、
セ
ン

タ
ー
内
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
若
者
達
が
気

軽
に
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
に
、
働
く
ス
タ
ッ

フ
も
二
十
代
く
ら
い
の
若
い
人
達
で
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を
設
け
、
相
談
に

応
じ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
党
の
組
織
で
あ

る
女
性
同
盟
な
ど
比
較
的
保
守
的
な
グ
ル
ー

プ
に
圧
力
を
か
け
ら
れ
、
若
者
に
対
し
て
オ
ー

プ
ン
に
〃
性
〃
の
教
育
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
ま
だ
出
来
て
い
な
い
な
ど
、
問
題
点
も
あ
っ

た
。
ま
だ
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
徐
々
に

ilili
iiii畷１$曇!&し1J#l鷺溺

ヴイエンチヤン青年センターの前で

サ
マ
ー
ン
国
民
議
会
議
長
は
、
日
本
の
援

助
に
対
し
深
い
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
重
要
分
野
に
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
今
回
の
視
察

は
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
だ
け
で
あ
っ
た
た

カ
ム
シ
ン
議
員
を
含
む
三
名
の
ラ
オ
ス
国

会
議
員
と
懇
談
。
大
渕
絹
子
・
参
議
院
議
員

か
ら
、
派
遣
目
的
の
一
つ
で
あ
る
、
ラ
オ
ス

で
国
会
議
員
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
に
正
式
に
加
盟
し
て
頂
き
た
い
、
と
い

う
提
案
が
出
さ
れ
、
三
名
の
ラ
オ
ス
国
会
議

員
は
、
こ
の
提
案
に
賛
成
し
た
。

活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
話
し
て

い
た
。

●
サ
マ
ー
ン
国
民
議
会
議
長
表
敬

●
国
民
議
会
人
ロ
問
題
関
係
議
員

と
の
懇
談

め
、
ラ
オ
ス
の
地
方
で
の
問
題
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
。
ラ
オ
ス
の
地
方
に
は
あ
ら
ゆ
る

問
題
が
山
積
し
、
民
族
問
題
も
そ
の
一
つ
で
、

少
数
民
族
の
古
い
風
習
な
ど
の
問
題
が
あ
る

と
説
明
。
ラ
オ
ス
は
、
耕
地
、
森
林
、
鉱
物

資
源
が
豊
か
で
、
食
料
は
基
本
的
に
問
題
で

は
な
い
が
、
財
政
的
に
貧
し
い
国
で
、
国
内

の
人
材
育
成
の
た
め
、
日
本
か
ら
の
知
識
の

伝
達
が
大
切
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。

ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
を
出
発
し
、
タ
イ
経
由

で
十
一
月
十
六
日
㈱
、
成
田
へ
到
着
。

（
加
藤
祐
子
）

左から：カムシン議員､大渕・参議院議員､サマー

ン国民議会議長、生方衆議員議員、セイソン議員
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世
界
の
食
料
不
安

ア
ジ
ア
を
見
る
ｌ
コ
メ
・
農
業
・
国
際
協
カ
ー

十
一
月
十
四
日
㈱
秋
田
テ
ル
サ
で
本
協

会
、
秋
田
県
農
業
会
議
の
主
催
、
秋
田
県
、

Ｊ
Ａ
秋
田
中
央
会
、
秋
田
魁
新
報
社
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
、

世
界
人
ロ
が
六
十
一
億
人
と
な
っ
た
今
世
紀
、
人
ロ
と
食
料
問
題
が
途
上
国
を
中
心
に

地
球
規
模
的
課
題
と
な
り
、
｜
」
の
状
況
を
広
く
、
農
業
関
係
者
に
訴
え
る
た
め
、
辻
井
博
・

京
都
大
学
大
学
院
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。

中
央
会
、
邑
楽
館
林
農
業
委
員
会
協
議
会
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
、
上
毛
新
聞
社
、
板

倉
町
、
群
馬
テ
レ
ビ
の
後
援
で
公
務
員
、

農
業
指
導
者
や
学
生
が
約
五
百
人
が
参
加

蔭
係
者

匡
広
必
陵
吋
媛
て
に
時
伏
Ⅲ
力

理
ｚ
』
能

,

只
日
Ｊ
０
ト
ー
。
＋
Ｌ
ｐ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
間
、
圭
汕
匡
斤
阯
脈
レ
ム
Ｅ
ｉ

？

△
ｊ
ハ
ヨ
コ
］

圭
喚
目
丁
．
Ｔ
Ｊ
Ａ
日
盛
閖
臣
晩

一丘

□
し
「
二
口
皿

Ｅ
Ⅱ
ハ
ブ

ｌ
曰
本
の
コ
メ
と
農
業
Ｉ

「
世
界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」

を
開
催
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
広
瀬
次
雄
常
務
理

事
が
現
在
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
少
子
．

藤
村
真
・
同
大
助
教
授
を
講
師
に
迎
え
開
催

し
た
。

谷
津
義
男
前
農
林
水
産
大
臣
・
本
協
会
評

議
員
と
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
日

、

凸
凹
、
Ｌ
「
２

裳
斐
不
・
詞
騒
廊
随

ｕ
の
畔
哨但
馬
列
献

り
り
罰

な
ど
二
十
一
世
紀
に
な
り
改
め
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
開
会
の
挨
拶
を
行
っ

た
。
共
催
団
体
で
あ
る
秋
田
県
農
業
会
議
の

菅
野
駿
一
事
務
局
長
は
、
コ
メ
ど
こ
ろ
秋
田

が
減
反
等
で
生
産
調
整
に
悩
む
農
業
生
産
者

が
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
こ
し
で
も
役
立
こ
と

が
あ
れ
ば
取
り
入
れ
て
欲
し
い
と
開
会
の
挨

拶
を
行
っ
た
。

本
の
少
子
・
高
齢
化
と
一
一
十
一
世
紀
の
世
界

人
口
が
地
球
上
の
環
境
、
食
料
、
水
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
現
状
を
訴
え
、
開
会
の
挨

拶
を
行
っ
た
。

秋
田
、
群
馬
会
場
で
の
辻
井
博
教
授
の
講

演
内
容
は
次
の
通
り
。 【

･秋田県農業会挨拶する菅野駿

議事務局長
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世
界
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
米
国
中
心
に

新
古
典
派
経
済
学
に
よ
る
自
由
化
を
推
進
し

て
い
る
が
は
た
し
て
こ
れ
で
良
い
の
か
疑
問

を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
今
世
界
を
賑
わ
せ

て
い
る
狂
牛
病
も
欧
米
諸
国
が
安
い
飼
料
と

い
う
こ
と
で
牛
に
食
べ
さ
せ
た
と
言
う
が
こ

れ
こ
そ
自
由
化
の
弊
害
で
あ
る
。

他
に
も
一
九
七
七
年
七
月
に
タ
イ
で
起
き

た
金
融
危
機
も
金
融
の
自
由
化
の
弊
害
で
あ

る
。
世
界
や
日
本
の
農
業
を
み
る
と
こ
れ
ら

の
自
由
化
が
も
た
ら
す
弊
害
は
今
後
大
き
く

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
自
由
化
に
対

し
て
今
後
政
府
が
介
入
す
る
政
策
を
導
入
し

な
け
れ
ば
貧
困
問
題
も
解
決
で
き
な
く
な
る
。

圓
本
⑪
コ
メ
・
世
界
、
コ
メ
（
秋
田
・
群
馬
会
場
）

本

〆

飼
料
用
の
粗
粒
穀
物
は
一
・
八
％
と
Ｆ
Ａ

Ｏ
の
安
全
基
準
の
一
七
％
を
や
や
保
つ
か
大

幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
在
庫
率
の
低
下
要
因

と
し
て
ま
ず
世
界
の
人
口
増
加
が
あ
る
。
現

在
、
世
界
人
口
が
六
十
一
億
人
と
な
っ
て
世

界
の
食
料
需
要
を
ど
う
支
え
る
か
が
緊
急
の

課
題
と
な
る
が
、
今
世
紀
半
ば
に
は
世
界
人

口
が
九
十
億
人
を
突
破
す
る
と
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
将
来
の
食
料
需
要
に
ど
う
対
処
で

き
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
次

に
途
上
国
で
は
充
分
な
食
料
生
産
が
見
込
め

な
い
こ
と
も
在
庫
率
へ
の
不
安
材
料
と
な
っ

て
い
る
。
途
上
国
で
は
耕
作
地
の
放
棄
が
進

ん
で
お
り
、
バ
ン
コ
ク
郊
外
を
は
じ
め
イ
ン

〆
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ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
同

様
な
状
況
に
あ
る
。
中
国
で
は
水
不
足
が
急

激
に
進
み
地
下
水
が
毎
年
一
メ
ー
ト
ル
以
上

も
下
が
っ
て
い
る
地
域
が
で
て
き
た
。
イ
ン

ド
の
ハ
リ
ア
ナ
・
パ
ン
ジ
ャ
ブ
の
両
州
で
も

地
下
水
位
の
低
下
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

在
庫
率
の
低
下
要
因
に
穀
物
の
単
収
増
加

率
の
低
下
も
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
調
査

に
よ
る
と
一
九
六
一
年
か
ら
七
一
年
の
全
穀

物
平
均
増
加
率
が
○
・
○
三
○
一
一
％
あ
っ
た

が
、
八
五
年
か
ら
九
六
年
の
平
均
増
加
率
は

○
・
○
二
一
％
へ
と
急
減
し
た
。
こ
れ
ら
の

低
減
要
因
は
、
化
学
肥
料
の
投
入
量
の
停
滞

も
あ
る
が
コ
メ
と
小
麦
の
生
物
学
的
上
限
に

達
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

世
界
の
コ
メ
の
総
生
産
量
は
、
ア
ジ
ア
に

集
中
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア

で
消
費
さ
れ
る
自
給
的
穀
物
で
あ
る
。
ア
ジ

ア
は
気
象
条
件
が
コ
メ
の
生
産
に
向
い
て
お

り
、
畑
作
穀
物
の
小
麦
や
メ
イ
ズ
の
生
産
は

地
球
上
の
全
大
陸
に
分
散
さ
れ
て
お
り
、
米

国
、
カ
ナ
ダ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
小
麦
な
ど

世
界
の
コ
メ
市
場
の
特
性

が
余
剰
生
産
さ
れ
輸
出
補
助
金
付
き
の
ダ
ン

ピ
ン
グ
価
格
で
途
上
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

｜
方
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
コ
メ
は
農
家
、

農
村
、
地
域
と
国
レ
ベ
ル
で
生
産
さ
れ
消
費

す
る
自
給
体
制
が
整
っ
て
い
る
。
米
国
の
コ

メ
生
産
者
は
、
小
麦
同
様
に
販
売
と
輸
出
を

目
的
に
生
産
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
コ
メ
は
、
主
食
で
必
需
品
で
あ

り
、
ひ
と
た
び
価
格
が
急
騰
す
る
と
政
治
の

不
安
定
性
が
増
長
し
、
暴
動
な
ど
の
発
生
要

因
と
な
る
こ
と
か
ら
政
治
財
的
性
格
が
強
い

ア
ジ
ア
に
お
け
る
カ
ロ
リ
ー
摂
取
率
を
み
て

も
ア
ジ
ア
人
の
平
均
五
○
％
が
コ
メ
か
ら
摂

取
し
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
七
七
％
が

コ
メ
か
ら
カ
ロ
リ
ー
を
摂
取
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
と
コ
メ
の
関
係
を
み
る
と
、

コ
メ
は
自
給
的
作
物
で
あ
り
貿
易
市
場
の
流

通
が
少
な
く
安
全
保
障
面
で
は
不
安
定
な
た

め
薄
く
、
頼
り
な
い
作
物
で
あ
る
。
九
四
年

の
日
本
の
平
成
の
コ
メ
騒
動
で
は
、
日
本
が

二
五
○
万
ト
ン
の
コ
メ
輸
入
に
よ
り
世
界
の

コ
メ
市
場
は
非
常
に
薄
い
た
め
世
界
の
コ
メ

貿
易
価
格
を
急
騰
さ
せ
た
。

日
本
の
農
業

ｌ
自
給
率
の
低
下
と
コ
メ
政
策
ｌ

日
本
国
民
の
八
五
％
の
人
々
は
、
国
産
の

農
作
物
を
食
べ
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
低
下

の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
小
麦
も
一
昔
前
ま

で
コ
メ
の
裏
作
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、

政
府
は
小
麦
の
生
産
を
や
め
る
よ
う
な
政
策

を
と
っ
た
た
め
農
家
は
小
麦
を
生
産
す
る
こ

と
を
や
め
、
正
に
小
麦
の
安
楽
死
政
策
を
と
っ

た
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
の
コ
メ
の
生
産
規
模
は
米
国
等
に
比

べ
て
小
規
模
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
メ

の
反
当
り
の
コ
ス
ト
は
高
く
、
国
際
競
争
力

に
お
い
て
も
弱
い
立
場
に
あ
る
。
ア
ジ
ア
各

国
に
お
い
て
コ
メ
の
流
通
は
そ
の
生
産
量
に

比
べ
て
非
常
に
少
な
く
、
価
格
変
動
が
著
し

い
。
ま
た
、
コ
メ
は
各
国
に
お
い
て
政
治
を

左
右
す
る
財
で
あ
り
、
経
済
的
な
原
則
だ
け

で
は
処
理
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
日
本
を

は
じ
め
各
国
は
で
き
る
限
り
コ
メ
の
自
給
を

図
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合

で
も
、
各
国
が
各
国
の
実
情
に
合
わ
せ
て
関

税
率
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
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ＡＰＤＡセミナーを開く（秋田・群馬）

二
十
世
紀
の
ア
ジ
ア
は
、
戦
場
と
し
て
の

ア
ジ
ア
で
あ
っ
た
。
一
一
十
世
紀
前
半
に
は
日

清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
日
中
戦
争
と
第
二
次

大
戦
と
ア
ジ
ア
は
常
に
戦
場
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
二
十
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
朝
鮮
戦

第
二
次
大
戦
後
の
日
本
は
、
途
上
国
で
あ
っ

た
。
私
が
米
国
バ
ー
ク
レ
ー
大
学
に
留
学
し

た
一
九
六
○
年
代
に
米
国
で
売
っ
て
い
た
下

着
や
金
物
は
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
日
本
は
経
済
成
長
を
遂
げ
、

国
際
協
力
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
畷
協
力
⑪
課
題
（
薑
会
場
）

二
十
世
紀
の
ア
ジ
ア
情
勢

国

力
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
ブ
ー

タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

モ
ル
デ
ィ
ブ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
は
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
、
米
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
オ
ラ

ン
ダ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
は
朝
鮮
と
台

湾
で
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
こ
れ
ら
の
植
民
地
は
独
立

を
果
た
し
、
日
本
及
び
欧
米
諸
国
の
経
済
協

力
を
通
じ
経
済
発
展
を
遂
げ
、
輸
入
保
護
政

策
か
ら
輸
出
志
向
型
産
業
へ
と
転
換
し
、
韓

国
や
台
湾
等
の
新
興
工
業
国
の
出
現
に
続
き
、

ア
セ
ァ
ン
諸
国
も
急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ

た
。
二
十
世
紀
後
半
に
は
、
世
界
銀
行
が
こ

」咋
匡
の
植
民
地
で
あ

タ
ン
”
極
二
十
し
」
鮨

ゴ
ー
妬

,

東
ア
ジ
ア
の
経
済
停
滞
は
、
日
本
及
び
米

国
へ
の
輸
出
依
存
度
が
極
め
て
高
い
こ
と
が

主
な
要
因
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
最
近
の
Ｉ
Ｔ

産
業
の
低
迷
と
日
本
の
デ
フ
レ
も
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
も
ア
ジ
ア
諸
国

を
は
じ
め
世
界
各
国
か
ら
食
料
を
は
じ
め
多

く
の
原
料
や
工
業
製
品
を
輸
入
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
海
外
依
存
度
は
九

六
％
、
電
卓
が
九
一
％
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
三
一
一
一
％
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
六
六
％
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
依
存
し
て
い
る
。
食
料
は
、
食
肉
の
四
三
％
、

魚
介
類
二
六
％
、
果
物
五
一
％
と
穀
物
七
○
％

を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
日
常
生
活
に
馴

染
み
深
い
食
品
を
み
る
と
、
ラ
ー
メ
ン
の
九

七
％
、
豆
腐
九
○
％
、
み
そ
汁
の
七
四
％
の

素
材
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

石
炭
と
ニ
ッ
ケ
ル
は
一
○
○
％
を
輸
入
に
依

存
し
て
い
る
。

れ
ら
の
経
済
発
展
を
「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」

と
み
と
め
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
九
七
年

七
月
タ
イ
で
起
こ
っ
た
金
融
危
機
に
よ
り
ア

ジ
ア
諸
国
は
経
済
停
滞
に
直
面
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
は
日
本
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
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こ
れ
ら
の
輸
入
経
路
を
み
る
と
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
て
お
り
、
今
後
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
平
和
の
維
持
こ
そ
、
将
来
日
本
が
大
国

と
し
て
存
続
で
き
る
絶
対
条
件
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
も
製
造
を
ア
ジ
ア
諸
国
で
、
中
心

農
業
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

イ
オ

受
曲
壷
錬
未
示
し
竺
旧
吟

器

I＝

的
な
部
品
を
日
本
で
製
造
す
る
こ
と
が
ア
ジ

ア
と
の
つ
き
あ
い
方
と
な
る
。

将
来
と
も
日
本
が
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

国
で
あ
り
た
い
。

て
き
た
。
日
本
の
コ
メ
の
生
産
性
は
、
米
国

の
小
麦
の
生
産
性
に
比
べ
極
め
て
高
く
極
限

段
階
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
生
産

性
を
高
め
る
た
め
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
導
入
し
、
伸
ば
す
こ
と
は
望
め
な
い
状
況

に
あ
る
。
現
状
で
は
、
品
種
改
良
、
化
学
肥

料
の
投
入
、
農
薬
の
散
布
に
よ
り
高
品
質
、

高
収
量
で
安
全
な
農
業
生
産
を
行
う
こ
と
が

ヨ
パ
カ
①
｝
龍

フm
-L

-Fヨ

エ
笠
阯
」
７

Ｈ
●
■

揖
片
Ⅲ
７

最
も
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
農
業
生
産
に
お

い
て
、
単
一
品
種
作
物
を
同
じ
耕
作
地
で
生

産
す
る
こ
と
が
農
業
の
基
本
原
則
で
あ
る
。

そ
の
耕
作
地
に
は
、
雑
草
の
繁
殖
、
病
害
虫

の
発
生
な
ど
が
お
こ
る
た
め
、
農
薬
や
化
学

肥
料
が
必
要
と
な
る
。
農
薬
の
散
布
に
よ
り

農
薬
耐
性
の
出
現
が
多
種
の
農
薬
の
使
用
に

せ
ま
ら
れ
、
環
境
問
題
の
原
因
と
な
る
。

も
し
、
農
薬
を
使
用
し
な
い
と
生
産
性
は
、

コ
メ
八
○
％
、
き
ゅ
う
り
四
○
％
、
り
ん
ご

や
桃
に
い
た
っ
て
は
五
％
以
下
に
な
る
。
ま

た
、
除
草
剤
の
農
作
物
へ
の
効
率
化
は
、
一

九
四
九
年
七
○
％
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は

一
○
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
｜
般
に
農
作

物
に
、
人
工
的
な
科
学
技
術
を
投
与
す
る
こ

と
に
対
す
る
懐
疑
心
が
あ
る
が
、
現
代
の
農

業
を
維
持
す
る
た
め
に
肥
料
の
投
与
や
農
薬

の
散
布
が
果
た
し
て
い
る
役
割
は
極
め
て
大

き
い
。
し
か
し
、
肥
料
や
農
薬
が
環
境
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
と

と
も
に
、
一
般
消
費
者
か
ら
農
薬
使
用
に
よ

る
農
産
物
の
安
全
性
へ
の
不
安
が
起
き
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

最
近
、
開
発
さ
れ
た
農
薬
は
以
前
の
も
の

と
違
い
一
点
に
効
果
を
出
す
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
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鯰
蕊

■
■

■
■

■
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濱
田
隆
一
新
評
議
員

饗

亀Ｌ

群馬会場の大勢の皆さんと谷津義男衆議院議員（右頁）

今
世
紀
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
紀

と
言
わ
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
組
み
替
え
作
物

は
、
減
農
薬
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
が
、
｜

股
に
は
安
全
性
の
問
題
や
環
境
問
題
へ
の
不

安
が
ま
だ
あ
り
、
生
命
論
理
の
面
か
ら
も
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。

普
通
の
農
作
物
の
中
に
自
体
を
守
る
毒
素

を
有
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
農
作
物
が
他
に

対
し
防
衛
能
力
が
あ
る
。

遺
伝
子
組
み
替
え
作
物
の
問
題
点
は
、
遺

伝
子
組
み
替
え
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
た
ラ
ッ

の
も
の
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

遺
伝
子
組
み
替
え
作
物
と
輸
入
作
物

、
’
０
’
‐
‐
－
０
‐
と
Ｉ
‐
，
０
，
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
ｑ
ｔ
ｒ
１
ｌ
］
ｑ
ｒ
ｆ
ｌ
９
ｒ
ｒ
Ｕ
折
Ｆ
０
ｒ
こ
ｒ
ト
ー
。
｜
Ⅱ
．
Ⅲ
』
戸
『
ｊ
１
ｑ
ｆ
団
－
吋
－
＆
⑪
１
門
￥
叩
０
，
印
一
Ⅱ
Ⅱ
⑪
Ⅱ
Ｕ
⑪
｜
い
Ⅲ
⑰
Ⅲ
１
口
し
！
［
『
Ⅲ
に
二
細
－
Ｎ
‐
Ｈ
ｌ
Ｎ
ｉ
尽
即
‐
１
冊
Ｐ
皿
「
Ⅱ
ｎ
浬
⑩
、
〔
Ⅲ
⑪
Ⅱ
Ⅲ
心
、
Ⅱ
⑪
Ｕ
川
》
巴
Ⅲ
ｆ
］
Ｕ
ｒ
炉
Ｌ
郊
辞
；
←
仏
］
品
吋
罵
。
、
－
Ｈ
山
‐
１
吋
Ｊ
い
「
０
Ｊ
『
川
一
口
ｕ
⑪
、
Ⅱ
Ｖ
巾
几
Ⅲ
Ⅲ
⑪
品
Ｍ
ｎ
‐
叩
小
Ⅲ
ｎ
ｌ
ｗ
ｒ
ｉ
’
ｗ
『
ｔ
←
Ｌ
町
制
］
上

本
協
会
は
十
月
十
一
日
、
理
事
会
協
力
事
業
団
理
事
の
退
任
を
承
認
、
》

並
び
に
評
議
員
会
を
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
阿
部
氏
の
後
任
に
隅
田
栄
亮
・
同
事
》

急
ホ
テ
ル
で
開
き
、
評
議
員
会
で
は
、
業
団
理
事
を
選
任
。
理
事
会
で
は
平
一

本
協
会
設
立
以
来
理
事
及
び
理
事
長
成
十
一
年
十
月
以
来
本
協
会
評
議
員
読

を
務
め
た
前
田
福
一
一
一
郎
・
東
京
タ
ワ
ー
を
務
め
た
殿
塚
猷
一
・
前
電
気
事
業
》

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
㈱
取
締
役
社
連
合
会
専
務
理
事
の
後
任
に
濱
田
隆
》

長
と
平
成
十
一
年
十
月
以
来
本
協
会
一
・
同
会
専
務
理
事
を
選
出
し
た
。
』

理
事
を
務
め
た
阿
部
英
樹
・
前
国
際

卜
が
免
疫
力
の
低
下
を
起
す
な
ど
と
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
の
発
生
な
ど
を
起
こ
し
ま
だ
ま
だ

問
題
の
解
決
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
一
般
社
会
は
、
現
代
農
業
へ

の
不
安
は
も
と
よ
り
新
し
い
技
術
の
導
入
に

対
し
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
不
安
は
決

し
て
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

で
は
な
く
漠
然
と
し
た
不
安
感
か
ら
き
て
い

る
面
も
あ
る
。

国
際
化
が
す
す
む
中
、
農
作
物
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
海
外
で
生
産
さ

れ
た
農
作
物
が
遺
伝
子
組
み
替
え
作
物
や
農

薬
を
過
剰
に
散
布
さ
れ
た
作
物
か
に
つ
い
て

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

全
睡
藤
正
昭
）
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国

不
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
開
く

十
二
月
十
二
日
（
水
）
、
参
議
院
議
員
会
館

特
別
会
議
室
で
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
の
総
会
が
開
か
れ
た
。
中
山
太

郎
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
人
口
問
題
は
環
境

破
壊
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
な
ど
の
感
染
症
の
蔓

延
、
食
料
、
水
資
源
の
不
足
問
題
な
ど
地
球

規
模
の
様
々
な
分
野
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
る
、
と
人
口
問
題
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

ま
た
参
議
院
議
員
選
挙
後
に
入
会
し
た
五
名

の
新
メ
ン
バ
ー
を
歓
迎
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
役
員
人
事
で
は
、
人
口
・
開

発
分
野
で
永
年
に
わ
た
っ
て
活
躍
、
今
年
の

参
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
桜
井
新
・
参

議
院
議
員
が
、
中
山
会
長
の
提
案
で
副
会
長

に
選
ば
れ
た
。

次
に
外
務
省
の
奥
山
爾
朗
・
国
際
機
構
課

長
が
、
来
年
度
の
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
）
と
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）

へ
の
拠
出
金
予
算
要
求
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
明
し
た
。

副
会
長
に
桜
井
新
氏

（
自
民
・
参
議
院
議
員
）

平
成
十
四
年
度
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る

拠
出
金
額
は
、
四
十
七
億
一
一
百
五
十
一
一
万
三

千
円
で
、
円
ベ
ー
ス
で
一
○
％
減
、
ド
ル
ベ
ー

ス
だ
と
一
九
％
減
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
拠

出
金
額
は
、
十
七
億
五
千
一
一
十
二
万
一
千
円

で
、
円
ベ
ー
ス
で
一
○
・
四
％
減
、
ド
ル
ベ
ー

ス
だ
と
一
九
・
二
％
減
と
い
ず
れ
も
極
め
て

厳
し
い
数
字
に
な
る
と
説
明
。
ま
た
、
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
な

Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
信
託
基
金
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
信
託
基
金
も
、
円
ベ
ー

ス
で
そ
れ
ぞ
れ
五
％
減
と
減
少
し
た
。

（
＊
そ
の
後
の
交
渉
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対

す
る
信
託
基
金
は
ド
ル
ベ
ー
ス
で
昨
年
度
レ

ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対

す
る
信
託
基
金
は
、
ド
ル
ベ
ー
ス
で
昨
年
度

よ
り
二
・
二
％
増
加
し
た
。
）

こ
の
説
明
を
う
け
て
、
桜
井
副
会
長
か
ら

「
大
幅
カ
ッ
ト
の
な
い
よ
う
措
置
し
て
ほ
し
い
」
、

鹿
野
会
長
代
行
か
ら
も
「
九
月
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ

を
選
出

1６



国際人ロ問題議員懇談会総会開く

Ｐ
Ａ
の
オ
ベ
イ
ド
事
務
局
長
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の

ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
事
務
局
長
が
揃
っ
て
来
日

し
、
役
員
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本

は
両
団
体
に
と
っ
て
ト
ッ
プ
ド
ナ
ー
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
急
激
な
拠

出
金
の
削
減
は
、
大
き
な
痛
手
を
受
け
る
。

人
口
問
題
に
は
最
大
の
優
先
順
位
を
お
い
て

ほ
し
い
と
の
強
い
要
請
を
受
け
て
い
る
。
会

長
か
ら
も
復
活
の
要
請
を
し
て
ほ
し
い
」
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
中
山
会
長
は
、

谷
津
幹
事
長
と
協
議
、
対
応
し
た
い
と
答
え
た
。

こ
の
の
ち
谷
津
義
男
幹
事
長
が
、
十
一
月

一
一
十
九
日
・
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
「
開
発

へ
の
協
力
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る

ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」
に
つ

い
て
報
告
し
、
来
年
、
中
国
の
北
京
で
第
七

回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
大
会
が
開
か
れ
る
、

と
報
告
し
た
。

生
方
幸
夫
・
衆
議
院
議
員
は
、
ラ
オ
ス
へ

の
視
察
に
つ
い
て
報
告
、
清
水
嘉
与
子
・
事

務
総
長
が
、
来
年
一
月
に
計
画
を
し
て
い
る

ア
フ
リ
カ
へ
の
国
会
議
員
派
遣
事
業
と
、
来

年
三
月
に
開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
二
十
周
年

記
念
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

l:llllli

、ｌ１６１６１０００Ｉ６１０Ｉ６０Ｉ０↓１０００００００００１０００１００６１６０ｌ６６ｌ０Ｉ６１６１０Ｉ「「「「’’ｉ１００一
一
■
Ａ
「
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
・
助
会
員
■
■
・
一

つ
一
一
一
：
。
’
．
’

一
Ｚ
Ｊ
Ｔ
Ｉ
ｌ
ｃ
く
く
く
ご
入
会
の
お
願
い
く
く
く
く
一

一まれ何判魑嘘対罹針峰稚醍繊払鏑甦辨を曄締鍼堕馳鰄社鍼辨乱錘毯葬辮題汪雍戸症艸一
一
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
国
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
．
一

一
世
界
人
口
の
大
半
鐙
占
め
る
ア
ジ
ア
人
ｕ
の
行
方
鵡
人
類
生
存
の
カ
ギ
孝
優
っ
て
い
る
ｌ
と
一

一いに蕊も“病録“壷岫嘩権可派る〃環境問題“も、人口の増加が大きな根本原因なの一
一です。人口増加に伴う食料不足を補うための焼畑賎業や、燃料としての薪伐採などは一
一
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の
産
業
公
一

一
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
一

一
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
困
に
悩
む
地
域
と
、
日
本
一

一
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
福
祉
費
の
増
大
、
経
済
力
の
一

一
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
。
《
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日
本
家
族
計
画
協
会
会
長
、
家
族
計
画
国

際
協
力
財
団
会
長
、
元
衆
議
院
議
員
、
元
参

議
院
議
員
を
務
め
た
加
藤
シ
ヅ
エ
氏
が
十
二

月
二
十
一
一
日
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
一
○
四
歳
。

一
八
九
七
年
東
京
に
生
ま
れ
、
’
九
二
○

蕊i鑿iii－－贄11A!；
鑓

謙
釧
勘
ヘ
ー
ユ
部

。
．
｜
・
ｑ
．

：
。
．
卜
．
凸
］
…
．
．
》

Ⅲ
鵬
Ｐ
‐
丁
４

．
、
》
》
に
隈
Ⅲ
軋
包

年
に
米
国
で
産
児
調
節
運
動
を
展
開
し
て
い

た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
夫
人
と
出
会

い
、
そ
の
主
張
に
共
鳴
。
「
計
画
的
出
産
こ
そ

が
女
性
の
健
康
と
健
全
な
家
族
関
係
を
も
た

ら
す
」
と
の
考
え
方
を
日
本
で
広
め
る
決
心

を
し
た
。

一
九
二
二
年
帰
国
後
に
日
本
産
児
調
節
連

盟
を
発
足
さ
せ
会
長
に
就
任
。
避
妊
相
談
の

受
付
や
避
妊
具
の
販
売
を
開
始
し
た
が
「
産

め
よ
殖
や
せ
よ
」
の
国
策
の
下
で
検
挙
・
留

置
さ
れ
る
な
ど
の
弾
圧
を
受
け
た
。

一
九
四
六
年
戦
後
初
の
総
選
挙
で
社
会
党

か
ら
立
候
補
し
当
選
。
こ
の
選
挙
で
は
じ
め

て
誕
生
し
た
三
十
九
人
の
女
性
国
会
議
員
の

一
人
と
し
て
、
女
性
の
地
位
向
上
へ
向
け
た

民
法
改
正
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
後
、
一
九
五
○
年
に
参
議
院
に
移
り
、

七
四
年
に
引
退
す
る
ま
で
売
春
防
止
法
や
公

害
防
止
法
の
成
立
に
尽
力
し
た
。

鷺
シ
ッ
エ
女
史
折

一
九
五
四
年
に
は
日
本
家
族
計
画
連
盟
の

結
成
に
参
画
。
’
九
七
四
年
に
は
会
長
に
就

任
し
た
。
’
九
八
八
年
に
は
こ
れ
ま
で
の
人

口
分
野
に
お
け
る
貢
献
が
認
め
ら
れ
日
本
人

と
し
て
は
じ
め
て
国
連
人
口
賞
を
受
賞
し
た
。

「
日
本
の
サ
ン
ガ
ー
婦
人
」
、
「
人
口
問
題
の

母
」
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
た
加
藤
シ
ヅ
エ

氏
の
活
動
は
、
日
本
が
非
西
欧
で
は
じ
め
て

人
口
転
換
を
成
し
遂
げ
る
上
で
大
き
な
駆
動

力
と
な
っ
た
。
非
西
欧
で
初
め
て
人
口
転
換

を
成
し
遂
げ
た
日
本
の
成
功
が
広
く
ア
ジ
ア

に
普
及
し
、
世
界
の
途
上
国
に
お
け
る
人
口

問
題
解
決
へ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

意
味
か
ら
い
え
ば
、
加
藤
シ
ヅ
エ
氏
の
功
績

は
、
日
本
の
人
口
問
題
を
解
決
し
女
性
の
地

位
を
向
上
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
人

口
問
題
解
決
に
向
け
て
も
大
き
な
功
績
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
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にゆ－すふお－らむ

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
十
八
歳

以
上
の
子
供
と
同
居
し
て
い
る
割
合
（
同

居
率
）
が
、
五
年
前
に
比
べ
て
低
下
し

た
こ
と
が
一
一
日
、
厚
生
労
働
省
が
ま
と

め
た
一
九
九
九
年
世
帯
動
態
調
査
で
分

か
っ
た
。
子
供
と
同
居
す
る
高
齢
者
を

五
年
前
と
比
較
す
る
と
、
娘
と
同
居
す

る
割
合
が
増
え
、
息
子
と
の
同
居
率
は

激
少
し
て
い
る
。

同
省
は
「
生
活
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
て
親
の
側
に
自
立
志
向
が
強
く
な
る

と
同
時
に
、
親
を
養
う
だ
け
の
経
済
力

を
持
つ
女
性
が
増
え
た
た
め
で
は
な
い

か
」
と
分
析
し
て
い
る
。

園 に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
－
ら
む

「
子
供
と
同
居
」
減
で

内
、
「
娘
と
」
が
五
年
前
よ
り
増

調
査
は
、
無
作
為
で
抽
出
し
た
全
国

の
一
万
六
千
二
百
六
十
七
世
帯
を
対
象

に
実
施
し
、
一
万
二
千
四
百
三
十
四
世

帯
か
ら
有
効
回
答
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
の
同
居
率
は
五
二
二
％
で
、

九
四
年
の
前
回
調
査
か
ら
六
・
一
一
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
た
。

年
齢
別
の
同
居
率
を
見
る
と
、
五
十
’

五
十
四
歳
は
六
四
・
四
％
だ
が
、
六
十

五
’
六
十
九
歳
で
は
四
五
・
六
％
へ
低

下
。
七
十
歳
か
ら
上
昇
し
始
め
、
七
十

五
’
七
十
九
歳
は
五
六
・
五
％
、
八
十

五
歳
以
上
で
は
七
六
・
○
％
に
達
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
十
五
日
、
自
営
業
者

ら
が
加
入
す
る
国
民
健
康
保
険
と
、
七

十
歳
以
上
の
高
齢
者
（
寝
た
き
り
は
六

十
五
歳
以
上
）
が
対
象
の
老
人
医
療
費

に
つ
い
て
、
｜
人
当
た
り
の
医
療
費
を

子
供
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者
の
う

ち
、
息
子
と
の
同
居
は
七
四
・
六
％
で

全
体
の
四
分
の
三
を
占
め
て
い
る
も
の

の
、
五
年
前
と
比
べ
て
六
・
六
ポ
イ
ン

ト
減
少
。
娘
と
の
同
居
は
一
八
・
八
％

か
ら
二
五
・
四
％
に
増
え
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
｜
・
十
・

一｜｜）囲
老 国

中
国
政
府
が
十
五
日
に
発
表
し
た
白

貧困人口

3000万人に

は
福
岡
が
一
位

九
九
年
度
、
一
○
七
万
円

地
域
別
に
比
較
し
た
九
九
年
度
の
「
医

療
費
マ
ッ
プ
」
を
公
表
し
た
。
初
め
て

作
成
し
た
老
人
医
療
費
マ
ッ
プ
で
は
、

都
道
府
県
別
の
最
高
は
福
岡
県
の
百
七

万
八
千
円
、
最
低
は
長
野
県
の
六
十
四

書
「
農
村
の
貧
困
援
助
と
開
発
」
に
よ

る
と
、
中
国
の
農
村
で
昨
年
、
｜
人
当

た
り
の
年
収
が
六
百
二
十
五
元
（
約
九

千
百
円
）
に
満
た
な
い
貧
困
人
口
が
全

国
で
三
千
万
人
に
上
っ
た
。
（
北
京
）

（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
〒
十
・
六
）

●
子
供
と
同
居
が
減
、
娘
と
増
…
伯

●
中
国
・
貧
困
人
口
三
千
万
人
…
伯

●
老
人
医
療
費
は
福
岡
が
一
位
…
ぬ

●
人
口
・
髄
歳
以
上
二
割
増
加
…
卯

●
世
界
人
ロ
六
十
一
億
人
に
…
…
副

●
二
千
年
の
出
生
数
二
九
万
…
引

も<Ｕ
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万
三
千
円
で
、
格
差
は
一
・
七
倍
だ
っ

た
。
全
国
平
均
は
八
十
三
万
二
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
三
万
千
円
（
三
・
九
％
）

増
え
た
。
八
六
年
度
か
ら
作
成
し
て
い

る
国
民
健
康
保
険
医
療
費
マ
ッ
プ
（
加

入
者
四
千
一
一
百
二
十
四
万
人
）
で
は
、

最
高
が
一
一
年
連
続
で
山
口
県
の
四
十
九

国
勢
調
査
確
定
値

都迩府UR別人口と
前回比珀減率

（竿R)増鰯
全国126,9261.1
北海道50683Ａ０．２
脅森県1,476Ａ０．４
岩手県１，４１６Ａ0.2
宮城県2,365１．６
秋田県1,189A2.Ｏ
山形県1,244Ａ1.0
福圏県2,127Ａ0.3
茨城県2,9861.O
栃木県2,0051.0
群馬県２００２５１.１
埼玉県６，９３８２．６
干葉県5,926２`２
束京都１２，０６４２．５
神奈川県8,4903.Ｏ
新潟県2,476Ａ0.5
霞山県1,121Ａ0.2
石川県１，１８１０．１
福井県８２９０．２
山梨県８８８０．７
畳野県２０２１５１．Ｏ
岐阜県2,108０．４
静岡県3,767OB
愛知県７，０４３２．５
三重県１，８５７０．９
滋璽県１，３４３４．３
京都府2,644０．６
大阪府８，８０５０.】
兵庫県５，５５１２．８
宗良県１１４４３０．８
和歌山県1,070Ａ1.0
鰯取県６１３Ａ0.3
島根県７６２Ａ1.3
岡山県1,9510.0
広圏県2,879Ａ0.1
山ロ県1,528Ａ1.8
徳圏県８２４Ａ1.O
香川県1,023Ａ0.4
愛媛県1,493Ａ0.9
高知県８１４Ａ0.3
福両県５，０１６１.７
佐賀県８７７Ａ0.9
畳崎県1,517Ａ1.8
熊本県1,859Ａ0,0
大分県1,221ＡＯＢ
宮崎県1,170Ａ0.5
鹿児島県10786Ａ0.4
神縄県１０３１８３．５
（注)舗回調査は1995年。
小数点第２位以下は
四l沓五人、Ａはマイ
ナス

囚國

ｉＩｉ

六
十
口
五
一
歳
一
以
一
上
二
割
増
加
。
■
Ｊ

■
．
■
《
日
本
》
一
万
億
二
六
九
二
万
人

万
五
千
円
、
最
低
は
三
年
連
続
で
千
葉

県
の
一
一
十
七
万
九
千
円
。
全
国
平
均
は

三
十
六
万
九
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
一

万
五
千
円
（
四
二
一
％
）
増
え
、
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
一
・
十
・
十
六
）

総
務
省
は
三
十
一
日
、
昨
年
十
月
に

実
施
し
た
国
勢
調
査
の
う

ち
、
総
人
口
や
世
帯
数
の

確
定
値
を
公
表
し
た
。
二

○
○
○
年
十
月
一
日
時
点

の
総
人
口
は
一
億
二
千
六

百
九
十
二
万
五
千
八
百
四

十
三
人
で
、
前
回
調
査
（
一

九
九
五
年
）
に
比
べ
て
百

｜
｜
｜
辨
璽
至
吾
九
卜
１

七
人
増
加
し
た
。
前
回
調
査
か
ら
五
年

間
の
人
口
増
加
率
は
一
二
％
で
、
出

生
率
の
伸
び
悩
み
な
ど
を
受
け
て
戦
後

最
低
を
記
録
。
六
十
五
歳
以
上
の
老
年

人
口
は
約
一
一
割
増
え
、
高
齢
化
の
加
速

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

総
人
口
の
内
訳
は
男
性
が
六
千
二
百

十
一
万
七
百
六
十
四
人
、
女
性
が
六
千

四
百
八
十
一
万
五
千
七
十
九
人
で
、
女

性
が
男
性
よ
り
二
百
七
十
万
四
千
三
百

十
五
人
多
い
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
老
年
人
口
が
二

千
二
百
万
五
千
百
五
十
一
一
人
と
二
○
・

五
％
増
と
な
る
一
方
、
十
五
歳
未
満
の

年
少
人
口
は
千
八
百
四
十
七
万
一
一
千
四

百
九
十
九
人
と
七
・
七
％
減
に
な
っ
た
。

老
年
人
口
が
年
少
人
口
を
上
回
っ
た
の

は
一
九
一
一
○
年
の
調
査
開
始
以
来
初
め

て
。
十
五
’
六
十
四
歳
の
生
産
年
齢
人

口
は
一
・
一
％
減
の
八
千
六
百
一
一
十
一

万
九
千
六
百
三
十
一
人
と
な
り
、
初
め

て
減
少
に
転
じ
た
。

二
十
五
’
二
十
九
歳
の
未
婚
率
は
男

性
で
六
九
・
三
％
、
女
性
で
五
四
・
○
％

と
前
回
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
二
・
五
ポ
イ
ン

ト
、
五
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
三
十

三
十
四
歳
の
未
婚
率
も
男
性
が
四
二
・

九
％
、
女
性
が
二
六
・
六
％
と
そ
れ
ぞ

れ
五
・
六
ポ
イ
ン
ト
、
六
・
九
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
、
晩
婚
化
現
象
が
一
段
と
進

ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

｜
般
世
帯
の
数
は
四
千
六
百
七
十
八

万
二
千
三
百
八
十
一
一
一
世
帯
で
、
前
回
調
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二
○
五
○
年
に
は
九
十
三
億
人
予
測

国
連
人
口
基
金
は
六
日
、
○
｜
年
世

界
人
口
白
書
を
発
表
し
た
。
世
界
人
口

は
今
年
八
月
現
在
で
六
十
一
億
三
千
万

人
（
昨
年
は
七
月
現
在
で
六
十
億
六
千

万
人
）
。
開
発
途
上
国
を
中
心
に
毎
年
七

千
万
人
以
上
増
え
、
一
一
○
五
○
年
に
は

査
よ
り
二
百
八
十
八
万
二
千
四
百
六
十

世
帯
（
六
・
六
％
）
増
え
た
。
高
齢
夫

婦
世
帯
（
夫
六
十
五
歳
以
上
、
妻
六
十

歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の
世
帯
）
は
三
百

六
十
六
万
千
二
百
七
十
一
世
帯
で
三
二
・

五
％
増
加
、
六
十
五
歳
以
上
の
独
居
世

帯
数
も
三
百
三
万
一
一
千
百
四
十
世
帯
で

三
七
・
七
％
増
え
た
。

日
本
国
内
に
在
住
す
る
外
国
人
の
数

は
一
四
・
九
％
増
の
百
三
十
一
万
五
百

四
十
五
人
で
過
去
最
高
に
達
し
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
二
・
十
・

三
十
一
）囮

世界人口61億人

国連白書

環境への影響警告

最
も
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
中
位
推

計
で
九
十
三
億
人
に
な
る
見
通
し
。

白
書
は
「
人
口
と
環
境
の
変
化
」
と

題
さ
れ
、
人
口
と
消
費
の
増
大
が
地
球

環
境
に
大
規
模
な
変
化
を
も
た
ら
す
と

警
告
し
て
い
る
。
環
境
に
対
す
る
負
荷

を
軽
減
す
る
に
は
、
男
女
の
地
位
の
平

等
や
、
女
性
が
子
供
の
数
や
出
産
間
隔

を
自
分
で
決
め
る
権
利
（
リ
ブ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ラ
イ
ッ
）
の
保
障
が
前
提
条
件

に
な
る
と
訴
え
て
い
る
。

白
書
に
よ
る
と
、
人
口
増
加
に
伴
い
、

世
界
の
総
消
費
支
出
額
は
七
○
年
の
十
・

雅
子
さ
ま
が
無
事
、

を
出
産
さ
れ
た
。
赤
」

王
様
、
そ
し
て
そ
の
錘

一
一
兆
ド
ル
か
ら
九
五
年
の
二
十
一
・
七
兆

ド
ル
へ
と
倍
増
。
こ
の
た
め
、
水
不
足
や

水
質
汚
染
、
土
壌
劣
化
な
ど
が
進
ん
で

い
る
。
水
の
使
用
量
は
過
去
七
十
年
間

聯
子
さ
ま
が
無
事
、
女
の
お
子
さ
ま

出
産
さ
れ
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
家
庭
の

様
、
そ
し
て
そ
の
健
や
か
な
成
長
は

国
家
の
活
力
の
源
で
も
あ

》一斗田か》酸繊琉吟竝酢
少
子
化
が
言
わ
れ
て
久

卯
歴
八
十
三
人
を
ピ
ー
ク
に
低

辨》叫叫》Ⅲ搾刊四句》率
刀儘鑪鎚躯峰雄輝邇鹸鍬掛
閖
灘
年
（
明
治
一
一
一
十
一
一
年
）
の

脚》拙堆醐碓棺一一一什爪雫歸
密
の
人
口
は
約
四
千
三
百
四

十
万
人
だ
っ
た
。
一
方
、

四回

二
○
○
○
年
の
出
生
数
Ｔ

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
一
一
九
万
五
四
七
人

二
○
○
○
年
の
人
口
は
約
一
億
一
一
千
五

百
三
十
八
万
人
。
子
ど
も
の
割
合
は
減

る
ば
か
り
だ
。
元
気
な
声
が
響
か
な
い

公
園
は
寂
し
い
。

そ
れ
に
し
て
も
不
思
議
な
の
は
常
に

男
の
赤
ち
ゃ
ん
の
方
が
五
％
ほ
ど
多
く

生
ま
れ
る
こ
と
だ
。
日
本
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
。
乳
幼
児
期
の
死
亡
率
は

男
の
方
が
高
く
、
種
を
保
存
し
て
い
く

た
め
の
自
然
の
摂
理
と
さ
れ
る
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
軽

量
化
が
進
む
。
シ
ー
ト
部
分
の
色
調
は

汚
れ
が
目
立
た
な
い
ブ
ル
ー
が
主
流
だ

が
、
最
近
は
明
る
い
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー

も
人
気
と
い
う
。
家
庭
用
す
べ
り
台
は

出
荷
台
数
が
激
減
、
ピ
ー
ク
時
の
百
分

の
一
ま
で
減
っ
て
い
る
。
住
宅
事
情
が

反
映
し
て
い
る
よ
う
だ
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
｜
・
十
二
・
｜
｜
｜
）

で
六
倍
に
増
加
し
、
水
問
題
に
悩
む
国

は
○
○
年
に
三
十
一
ヶ
国
五
億
八
百
万

人
。

（
生
長
恵
理
）

（
毎
日
新
聞
二
○
○
｜
・
十
一
・
七
）
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2．東南アジア諸国等人阯開発基礎絢査報告諜

一インド嗣一

ReporIon1heBasicSurveyofPopulaUonalxlDevelopmenl

inSoulheastAsialUCountries

-India-
昭和58年度

１．１１j華人民共和国人口・家族計画基礎調査報告懇

BasicSurveryollPopulalionandFamilyPIanninginthe

People1sRepublicofChilla（英語版）

生育率和生活水平失系中Ｕ合作凋査研究根告朽

（中国語版）

3．中華人民共和国人口・家族計画第F三二次基礎調査報f1譜

BasicSurvev(Ⅱ)onPopulationandFamiIvPlannmghlIbe

PeopleIsRepublicofCI1ina

生育率和生活水平尖系第二吹'|]ロ合作凋査研究板{tr二勝

（中国語版）

昭和59年度

1．アジア諸国の農村人口と農業|)}]発に関する調査報告蓄

一インド国一

ReporlontheSurveyofRuralPopulaIionandAgricultural

DeveIopmelltinAsianCountries

-India-（英語版）

４．ネパール王国人ｎ．家族計画基礎調査

BasicSurveyReporIonPopuIaIiollandFamilvP1anningiJu

theKil1gdomofNepal（英語版）

５．「1本の人口都市化と開発

UrbanizaIionandDevelopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・'#１発基礎調査報告

一タイ国一

ReporIolllheBasicSurveyofPopLllalionandDevelopmellt

mSoutheas1AsianCounlries

-ThailaTId-

6．バンコクの人口都市化と生活環境・福ﾈﾙ調査

一データ編一

SurveyofUrbanizatiDn,LivingElwir〔)nmentandWellareil】

Bangkok-Data-（英語版）

７．スライド

｜]本の都市化と人'二Ｉ（日本語版）

UrbanizationandPopulationinJapaｎ（英誘版）

日本的城市化与人口（中脚語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア譜版）

３．日本の人口転換と腱付開発

Delno(prapllicTransitioninJapanandRuralDevelopmenl

（英語版）

４．ｓu｢vevofFerlililyandLivingStandardsinChineseRural

A1℃as-DaIa-All(heIlouseholdsoftw()villagesinJilin

P｢ovilxReslIrveyedbyques(ionnaires（英語版）

失干【''1副衣村的人、生育率与生活水平的澗査扱告

一ヌケ千古林宥ipi卜村遊行全戸面談凋査的靖果一

一二範ｉｌ鶏＝（中国語版）

昭和61年度

Ｌアジア諸国の磯村人口と農業開発に閲する調査報街諜

一インドネシア国一

ReportontheSurveyofRumlPopuIati(〕nandAgricultumI

DevelopInentinAsiallCouMries

-lndonesia-（英語版）

５．スライドロ本の農業、農村開発と人、

~その軌跡一（日本語版）

Agricultural＆RuralDevelopmenIandPol〕ulaIionillJapan

（英謙版）

ｌ｣本衣lik衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PelrkemballganPerlanian，MasyarakalDesaDanKepell-

dudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４力同liXスライドは､ロ水産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しましたく）

２．東南アジア諾倒幕人口・開発基礎調査報告謹

一インドネシア国一

RepoⅡonlheBasicSurveyofPopulationaIudDevelopmellI

illSoulheasIAsianCoumrie3

-Indonesia（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

-人的能力開発の澱題に即して－
昭和60年度

１．アジア諸国の農村人口と農業|)M発に関する調査報告苫

一タイ国一

ReporIonlheSurvevofRuralPopulalioI1andAgTicultural

DevelopmemimAsiaIlCounlries

-Tllailand（英語版）

４．１]本の労働力人口と開発

LabolFDrceandⅨvelopmentmJapan（英iWi版）

5．人口と開整関連統計集

DemDgraphicapdSocio-EconomiclIIdica【【】rNsoluPopulatioll

andDevelopmenｔ（英語版）

5２



DevclopmenlinAsianCounlries

-Nepa]－（英語版）

６．スライドｌ｣本の産業開発と人口

―その原動力・篭気一（ロ本語版）

IndustrialDeveIopmeIltandPoI〕LllalioninJapan

-TheprimeM⑥ver-Electricilv-（英語版）

日本的声1k友展与人ロ

ー共原幼カー曳気一（中国語版）

PembangunanIndustridankependudukandiJepalIg

-PeI1ggcrakUIama-TengaLismk-

（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人ｎ・開発基礎調査報告晋

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurvcyofPopulationandDwelopment
inSoulheastAsianCountries

-China-（英語版）

3．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告諜
一タイ国一 7．ネパール王国人口・家族計両第二次鎚礎調査

ComplemenIarVBasicSurveyReport0nPopulalionand

FamilyPlanninginthekin智domofNepa］
４．ロ本の人口と家族

PopulatiDnal1dtheFamiIyiIlJapaｎ（英語版）

昭和62年度

l・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する洲森報街諜

一中華人民共和国一

Reporl(DnlI1eSurveyofRumlPopulaIionaI1dAgricultural
DevelopmenlillAsianCounmes

-China-（英語版）

５．アジアの人口転換と開発一総計集一

Ｄｅｍｏ厚aphicTInnsitionandDeveIopmentiIlAsifmCouIllries

-OverviewandSlaIisticalTables南

（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopuIaIionmJapaI1-AsianExperieI1ce-
（英語版）

日本的人口5家庭（中国語版）

Penduduk＆KelualgaJepang（インドネシア譜版）

2．東南アジア緒国等人口開発基礎調査報告書

一中華人民共和国一

RepotonlheBasicSurvoyofPopula『ionandDeveloplnent
inSou1heaHtAsiallCoun1ris

-China（英語版）

７．ペルー共和国人ロ家族計画基礎調在

３．アジア調国からの労imi力流出に関する調査研究報曾善
一フィリピン国

平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一バングラデシュ国一

ReportoI11heSuITevo[RumlPopulalionandAgricultuml

Development-Bangladesh-（英語版）

4．ロ本の人口と腱業開発

PopulationandAgricuI1uralDevelopmentinJapan

（英語版）

５．ネパールの人1非開発・環境

ＰＯＩ)ulation,DevelopmentalldEnvirollInenlil】NepaI
（英語版）

2．東南アジア諸国等人ｎ．開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReporlonlI1eBasicSurvevolPopulaIionalIdDovelopnlent
inSoutheasIAsial】Countnes

-NePal-（英語版）

６．スライド

日本の人口移動と経済発展（Ⅱ本譜版）

TheMigralo【yMovementaI1dEcon(〕micDeveI()pmenlilI

Japan（英語版）

Ｉ｣本的人口移訓与蘂済及纏（中国語版）

PerPmdflhanlJendudukDanPerlKembanganEkonomiDi

Jepang（インドネシアｉｉｌｉ版）

３．アジア猪111からの労働力流出に関する調査報告響

一マレーシア風一

４．日本の人口構造変動と開発

一両齢化のアジア的視点一

ｓI｢uctLⅡalChangeinPcpulatioIlalldDevelopmellt

-japanIsExperiencemAging-（英語版）

7．トルコ|刊人[｣家族計１画縫礎調査

昭和63年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する綱査報告課

ネパール国一

Repon〔)ntheSulveyofRuralPopulationmndAgricullural

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがし､のある老後を目指して－（１１本語版）

AginginJapan-ChallengesandProspecls-
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(英語版）

辺人高齢化社会的日本正面嶋挑銭一追求具生命意又

的老年生涯一（中国語版）

TalltanganMasyarakatLHmjulusiaJepang

(インドネシア語版）

（本作品は、1990年0lb日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

－フィリピン国一

ReportoY】lheBasicSurvevolPopuIationan〔lDeveloplneI1t

inSoulheastAsianColInlries

-Pl1ilippincs-（英繍版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報杏書

一中華人民共和|ヨー

６．アジア諸ＩＩＪの農業開発－５力|刺の比較一

SIra[egicMeasure5fbrlheAgricultumlDevelopmenl

-CompaTativeSIIudiesonFiveAsianCount｢ieH-(英語

版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionillDevelopmentandPopulatiollinJapan

-TrcI1dsandPIospectsinO1el990s-（英語版）

５．スライド

ｎ本の地域開発と人IﾕＩ（Ⅲ本譜版）

RegiI1alDevelopmentandPopul(ltioniI1Japan（英語版）

「１本的区域〕｢友和人'二１（中|正l語版）

PermbanglmanDaer3hdanPopul錨idi」epang

（インドネシア版）

平成２年度

Ｌアジア擢国の農村人口と農業開発に関する報告書

一フィリピン国一

Rep(〕IIonlheSurveyo（RuralPopulationandAIpricultural

l)evelopme11t-Philippines-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版） ２．東南アジア諸国等人口・開発蕪礎調査報告書

一バングラデシュ国一

RepoTtonIheBasicSurvevofPopulalionandDevelopInentシ

inSoulhmsIAsiaI1Countries

-BaI1gIadesb-（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告蓄

一マレーシアlIIij-

Report〔mIlleSurveyolRuralPopulatiolla､〔1Agricullu1Yll

nJvelopmenl-Malaysia-（英語版）

３．アジア諸国からの労MMI力流掛に関する調査報告書

一インドネシア|刺一

４．１１本の人Iニル１１M発・環境一アジアの経験一

Population,DevelopmenmndEnvimnmeminJapan

-A3ianExperience-（英語版）

２．東南アジア諸llil等人[］・Ｍ１発繋礎調査報告書

一ベトナムIJJ-

ReporlontheBasicSurveyofPopu1ationandDevelol〕mem

inSoutheastAsianCounIries

-VieINam-（英語版） ５．スライド

｜｣本の環境・人口・開発（日本語版）

EIwironmeIIl,PopulalionimdDevelopmenlinJapa、（英

語版）

１１本的坏塊・人｢1.ナ|:友（''１|勵諾版）

LingkungalLPendudukdanPembangunanJepang（イン
ドネシアiiIi版）

（本作品は、1991年(iWI本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部lIHで優秀賞を受賞』

3．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報i1惑

一スリランカ画一

４．アジアの産業転換と人n

lndustrialTmnsilioI〕apdPopulalioninAsia

（英語版）

５．スライド・ビデオ

リ１日に生きる一Ⅱ本の産業転換と人口（日本語版）

LivinglolTomorrow－Il1dustriaITrallsilioluandPopula-

tioninJapan-（英語版）

生活在明天一'三1本的芦１k雑換とi人｢1－（１１１国語版）

IIidupUntukHariEsok-PelalillanStmkIurll1dustri

DanPopulasiDiJepfmg-（インドネシア縞版）

６．アジアの人口tiiiilT化一統汁集一

Ｐ『OSI〕ecIsofUrbanizalioni1uAsiu（英語版）

平成３年度

1．アジア謝脚の農村人口と農業開発に関する調査報告脅

一スリランカ国一

ReporlonIbeSurveyRur31P(】pulalionaIldA無iculIuraI

Developmem-SriLanka－（英語版）平成５年度

ｌ・アジア諸国の農村人口と農業l)9発に関する報告鱒

－ベトナム国一 2．真南アジア縦１１４幕人口・')Ⅱ苑基礎調査報告番
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Rel〕orlDntheSurveVolRur(】］PopulalionandAgriclIllur【Il

DevelopmeI11-VielNam（英語版）
平成７年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎澗査報告

ｉ(ドーパキスタンN-

ReportonlheBasicSurveyollAgricuIUI1nlandRuralDe-

vclopnlentbyPm魚｢e5sSIa錘inAsiaI1CouI1Iries

‐Pakistam-（英語版）

２．東南アジア諦国等人Iか開発垈礎調査報告謹
一スリランカ

RcportontheBasicSurveyoIPopuIationandl〕eveI〔)pmelll
inSouIheaslAsi（InCouI11ries

-SriLaIuka‐（英語版）

アジア猪1劃の都市化とＩ刑発薙礎調査報告群

一ネパール国一

ReporlonlheSurveyofUrbdnizationaIldDeveloplllenlil］

AsianＣ()unries-Nepal-（英語版）

９
－□

3．アジア猪|'Ｉの人Illl資源開発と労働力に関する調査研究

報古諜一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦人、と開発一

Ｃｌｌａ此ngeaI1dStmtegyolAsianNatiI〕ns

-PopulaliollaI1dSuslainaI〕leDeveIopmenI-

（英語版）

３．アジア猪国の人間資源|)}1発と労働ﾉﾉに|判する調査研究

報告謎一インド極一

`1．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EmpowermemofWomeninAsia（英語版） ５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上と'1本の人口一

（１１本諾版）

WUmenandtheirChalIenges-ImproveInenIsinllle

Slatus⑪fWomenIhePCpuIaIionDfJapm-

（英語版）

女性的挑織女性地位的提高与Ⅱ本的人ロー

（中|Ｆ１語版）

Ｔ〔tI1tanganKaulnWanita‐EmansipasiWani1ad【m

PopulasiJepang（インドネシア諦版）

５．スライド・ビデオ

アジアを拓け－女性たち（n本濡版）

ABriglMofGenderEqualily-EmpowermentolWollIen

inAsia-（英語版）

通性目強之路一今HjIr洲女性一（１'１国語版）

Harp(lnCerahbagiPe鶴amaan-KaumWanilaAsian

MerambahJalan-（インドネシア諮版）

平成８年度

平成６年度1．アジア諸ｌＩｉｌの発展段階別農業・農村開捲基礎調査報告

坐一ラオス人民民主共和ｌ１４－ｌゴ

ReI〕orloX1theBasicSuwevoI1AgriculIuralalldRuralDe-

veloI〕InentbvProgmssSlageixlAsia】lCountries

-LaoPeople1;DenlocralicReI〕ublic-（英語版）

1．アジア擶国の発展段階別農業・農村|)１１発熱礎調査報告

餅一インドlFI

Reporlol1IheBasicSurveyo、AgriculturalalldRumlDe-

veloI〕InenlbvProgre鷺sStageinAsiaIlCounIries

-IndｉａＩ英語版）

2．アジア緒１１面lの都市化と|刑発調在朝{１７醤

一一フィリピン国一

ReIxm()ｎＩｈｅＳｕｒｖｃｖｏｆ［rbanizationalldD〔JvelI)pmenlin

AsianC〔)unlries-PhilippiI1cs-（英語版）

2．アジアiiW劃の都TI丁化と附苑調査報告二i際タイ国

Rep(〕rtcnl}leSurveyoIUrbanizaIioniｌｎｄｌ〕eveIcpmenli【l

AsianCoul)lric5-ThailaIld（英語版）

３．アジア緒|却の人１１１１資源開発と労働ﾉjに関する調企研究

報併普一ラオスlＰｌ－
３．アジア諸同の人１１１１資源開発と労働力に|勘する綱衡研究

搬告苔ベトナム同一

`1.2111止紀の人｢1．食縄戦略一アジアとiⅡ:界一

Populalio】ｌａｒＩｄＦ(x)dStralegy(br21stcentuw

AsiaandWDrId-（共編版）

４．アジアの女性労ｉｉｆＭ参力Ⅱと経済発展

－２１世紀の戦略一

Ｗ(〕mell1sLnbo｢l〕arlicipa【ioIlandEc(〕IloIIlicDcveloplIlenlin

AsiaSlralegyto聯ard2ICenlurv-（其『沼ＩＭＯ
５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口墹加と食料一

Ｃｌ]［llleI】ｇｅ［mdDecisiDIl［ortheYear2025

-Populali【〕nlncreaseandFoodillAsia-（英譜版）

向耕2025年的央断一）IIfiIIl的人｢l増｣を和根進一

（｢'１国語版）

TekadUntukTahun2025-PerIambaIlfmIjopula3idan

５．スライド・ビデオ

アジアの女性たちはい表……（Ⅱ本譜版）

ＩＷｗＨｏｌ･iz(〕nｓ[【〕rlI1eWonlanuIAsia（英語版）

ｉｌｆｉｉ１ｌｌ姐女IKJ新坊程（''１国,誘版）

Wani(aAsiaKiIli……（インドネシアi藩版）
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PangandiAsia（インドネシア語版）Peringatanda｢ｉＢｕｌｍｉ－Ｍ盤aDepanAsia-AirdanPa昨

gａｎ－（インドネシア語版）

平成９年度

平成11年度 Ｌアジア諸|ヨの発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReporImIheBasicSurveyonAgricuIturalandRural

Developmentbyl〕roglCssStageinAsianCounIYies

-LaoPeople1sDemocmticRepublic-

Ｌアジア諸国の発展段階別農業･農村開発基礎調査報告謙

一モンゴルl玉１－中央県､セレンゲ県を中心として－

RoporIoIltlleBasicSurvcvonAgriculluralandRuraI

Devd()pmenlbyPro幻essStageinAsiImCountrie踊

一Mongolia-FDcusonTovandSelengc-Ａｉｍａｎｇ－
２．アジアの社会開発と人間開発

SocialDevelopmentandHumanD(welopmentinAsiaアジア諸国の商齢化と保雌の実態調査報告諜

一Ｉｉ１Ｉ刊一」二海を中心に

ＲｅｐｏｒｔｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄｌlealIhinAsian

CouI1tries-CIlina-FocusonShanghai-

ワ
凸一●

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告醤一マレーシア国一

４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人口を焔点として－

WaterCrisisintheTwenlyFirsICenlury

-PIospectofAsianPopulalionandDevelopmcnt-

3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一バングラデシュ人氏共和国一

平成12年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

響斫ミャンマー連邦一

RGporlontheBa副cSurveyonAgricultulnlandRuralDe-

velopmelltbyProgressStagcinAsianCountries

-Myanmar-

５．スライド・ビデオ

水は生きている－人ロと水資源一

WalerisAIive-PopulationandWalerResoumes-

（英語版）

水是有生命的人n勺水瞬源一（中国語版）

AirimHidup-PendukdamSumderAir-（インドネ

シア語版）アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一タイ国一

ＲｅｐｏｒＩｏｎｔｈｅＳｌｌｒｗｙｏＩＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａｌｔｈinAsiaI1

Couniries-Thailand-

ウ
ー●

平成10年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一カンボジア国一

ReporIontheBasicSurveyonAgriculturalandRuralDe‐

velDpmenIbyProgressSlageinAsianCoulltries

-Cambodia-

３．アジア諸国の職業安疋制度と雇用政策に関する調在研

究報告課一カンボジア画一

2．アジア調劃の高齢化と保健の実態調査報告書

一大韓民国一

ＲｅｐｏｒＩｏｎＵ１ｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅalIhinAsian

Coummes-TheRepubIicｏＩＫｏ鴎ａ－

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究級皆懇一イラン国一

４．発腱の制約一中国・インドを'１１心に－

ConstrainsonDeveIopmel1l-FocuXsonCllinaandlndia-

５．スライド・ビデオ

地球からの韓告一アジア、水と食料の未来一

AWaminglromIheEalth-TheFUlureofAsia,Ｗａ１ｅｒ

ａＩｌｄＦ(x)ｄ-－（英語版）

来I÷1地球的警告一亜’１|、水和纈食的未来一（１１１国

鵠版）
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た、人口と食柵安全保障に関するAFPPD（人、と開発

に関するアジア議員フォーラム）特別運営委員会で、

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・ティ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である薯名な農業学者ボー

トン・ズアン鰊士の共著論文の日本語版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された,）

1．『国際人ロ開発会議行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの|剛際人口開発会議(ICPD)の行

liI計画の要旨。同文詩ljM連の|}１版物としては本邦初｡）

9．『国際食料安全保障・人ロ・開発識員会議(IMPFSPD)騒
事録』1997年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)主催の世界食料サミット

（WFS)にあわせ．1996年11月にスイス・ジュネーブで

開催された国際食料安全保障・人口・附発議員会議

（IMPFSPD)の議事録｡同会議の成果は､世界食料サミッ

トで公式に配布され.またＷＴＯルジェーロ事務局長に

も桜井新・会議議長から手渡された,）

２．『国際人ロ開発躯員会議、議事録』1995年（和文）

（|ﾉﾘ容：1994年カイロで国際人ｎｌｌＨ発会識(ICPD)に先

駆けてＩ)Ⅱ催された114会議貝会離である国際人口開ﾂﾞﾋﾞ議

員会議の護り；録．同会議には117カ国約300名の国会議

員が参加した｡会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また，この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

圃会議員フォーラムがf11i傭された｡）

３．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人|=I分野に関する援助の現状と．資金

の流れを分析。我が１劃の人口分野への貢献も併救｡）

10・国連人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人口基金出版物Ｆｏ〔)dkIrlIleFulu｢eのⅡ

本語版。人口増加の抑(liUと食料確保を行うために．女

WIiの参加が不可欠であることをさまざまな具体例から

解きほぐしている｡） 4．『国際人ロ・社会開発鰯員会議(IMPPSD)識事録』1996
年（和文）

（内容：世界社会開発サミット(WSSD1にあわせ.1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に側するｌｌｉＪ会議員会議議二１＄録｡）

11．国連食綱農業機構(FAO)『リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画11997年(和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣笥と行ilMI計画の

本邦初の溌訳であり、多分野から同文普の|と１本翻訳の

決定版として商い評価を受けた｡）
5．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国連人ロ会報２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』､1996年(和文）

（内容：ｉｌｆｌ連主催の第一１回l人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口|)'1発会議まですべて

の国連主催の人、会雛に参力Ⅱし、人に]分野における世

界的大家である蓉者が､その椎瀞を概観し分析した｡）

12．「リソース・シリーズ５FiveYearsfromlCPPD-国

際人ロ開発議員会議から５年一人ロと開発に関する国

会議員会議宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口３１１発会議から５年|Llを迎え、

この機会に人口と開発に関する国際議貝会議、地域雛

員会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための溢

料とした」

６．TOshioKurodaResourceSeries2IoFrcmBucha

「esttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula-

tionConfe｢ences-ii,１９９６（英文）

（内容：好評をもって迎えられたアリソース・シリー

ズ１Ｊの英文版｡）13.Fリソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』

1998年（和文）

（内容：当財団が主催する「人口と開発に関するアジ

ア1劃会議負代表者会議』で呼びかけを行い各国の人

、政策を各国政府ii1i任者もしくは専|]ﾘ家が記述した｡

各国の政策に責任を持つ国会議員が関与している点で、

類例を見鞍い｡）

７．『国際女性・人ロ・開発議員会議』、国際女性・人ロ・

開発磯貝会議(IMPGPD)議事録、1996年（和文）

（内容：第４向世界女･性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９月に束〕i(でＩ)'１催された''1際女跳・人ｎ.開発議員

会議(IMPGPD)の議斗『録｡司会識には第４l1jlllt界女性会

議に対する各政府代表を中心とする国会議員が参加し

た」14．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』１９９８年（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から｢１１行されたSaludra

PosIel籍、WorldwalchPaperl32

DividingtheWalels:ＦｏｏｄSecurity,EcosyslemIIealth・and

theNewPolilicsofScalcityの邦訳｡今後人額社会に大き

な制約を与えるのが、淡水資源の不足である。増え続

ける人口を支えるための農業生産もまた淡水資源の逼

迫によって大きく制約を受けると考えられている．地

８．ＦＡＯ／UNFPAおよびボートンズアン､ゲエン･テイ・

タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：

資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国連食料農

業機関(FAO)が国連人口蕊金との共|可研究された、「人

１１墹加と二k噸劣化」に関する総文の|｣水語版および、

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで側かれ
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球は水の惑星とし､われるが飲料や農業用に安定して使

用できる水の総fltは地球_ｆの水の0.000008船に過ぎな

い．この/kの総仕は、有史以来変わっておらず、人１１

が増加する分だけ、一人当たり使用できる水の鐘はど

んどん減少しているのが現実だが、このことが－１．分に

認識されていない。人口増加を支えている地球の限界

がⅡの前に迫っていることに瞥鴨を諾している｡）（１１

本語版版権取得》

識では、国際人口開発会議(ICPD)から５年を経て，そ

の進捗を妨げる障害､ＡＩＤＳなどの予想以上の蔓延など、

時代の変化をとり入れ、行１，h計iilliを実施する上で必要

となる指標や障害を解消するための具体的行動などを

国述加盟111が国連総会の場で協議し確認した。

19.人ロと開発に関するアジア議員フォーラム第６回大会2000年

世界銭初の人口と開発に関する識且フォーラムである

「人ロと開発に関する議員フォーラム(AFPPD)が３年に

一度開催す-る大会の議耶録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人ｎ

とⅡM発に関する地域議員活鋤として，アジアのみなら

ず．世界レベルで1)人口と開発に関する１１１会議員活動

の桁導的軟役割を担っている。その提ⅡH者であり．創

設者の佐藤隆・元農水大臣と、桜井新・瑛議長のＩｌ１身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報皆懇(Ⅱ

本籍版川司大会では1000年101雌後の大会として、２０００

年191に向けたアジア・太平洋地域の人口・開発問題に

関する国会鍍員の活動方flを協議しその成果は「新

潟宣言」にまとめられた。

15．国連人口基金「人類のための琿境」1998年（和文）

（内容：国連人口推金出版物Environment［orPeopIe

のｎ本語版。人口問題、環境Ｍ１)題、開発問題を効率的

かつ実蘭的に解決するためには．その３つの領域の間

に架け橋を懸け、相関関係を正視することが必要であ

るとの視点に立って、主に鏡境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている．）

16,リソース・シリーズ８Parliamentarians,ActMtieson

PopuIationandDevelopment-HistoryofPaniamen-

tarians,ActivitiesanditosFindings-1999年（英文、

－部スペイン語）

1999年２klハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(IFP)のために準倣された出版物である。この出版

物は1994年のi11際人に11刑発会議以降の人、と開発に閲

するアジア議員フォーラム(AFPPDiを始めとし．アメ

リカ地域人Iル洲発'1］会議貝グループ(IAPGIアフリ

カ・アラブ地域人I11j1l発縦貝フォーラム(FAAPPD1､ヨー

ロッパ地域の国会識fl活動の成果である宣言文と．各

議連の活動史を繩めた世界で初めての出版物である。

国会議員iWimillの地球規模での広がりをも象徴している。

20．リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000年

ＩＰＰＦ（lT1際家族計画連盟）が作成したIPPF／iwaraw，

repmductiverighIs2000I'ウォールチャートの'二1本紺版。

世界各国のリプロダクテイブ・ヘルスやライツにMU連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別・あいうえお順に編集をjjI1え、読者の便を図ってい

る。また、各脚の国名表記は外務省の表記にiiif拠した

正蝮名称を用いてv､る。

21．女性のエンパワーメントに向けて2000年

ＵＮＦＰＡのWorkingt(DEmpowerWomen,UNFPADsExpe-

rienceiIllmplemel1lingtheBeijiI1gPlaIfom]()IAclionの１１

本語版。“女性のエンバワーメン卜"は国際人口lNlJlf会

離(ICPD)行動計画において人口問題の解決を果たす'二

での改要なカギとなる概念として位iIt付けらｵしたま

た、中国北京で開催された第４回世界女性会瀧では['１

心的な概念と象った。鋪４[回1世界女性会議から５年を

踏まえ、人ｎ、女性問題に共通する女性のエンバワー

メン卜を｢''心にＩＣＰＤ行動計iKjiならびに女性会議の行

１１MJ綱領実施と関連するUNFPAの活動を具体的に緋介し

ている，

17．国際人ロ開発会蟻評価のための国会議員フォーラム(IFP）

報告書1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて'111催さ

れた「国際人｢11)}１発会議評価のための国会議し｣フォー

ラム(IFP)｣の報告書である｡I司会雛には103カ国からお

よそ210名の国会議貝が参jjlLた｡同会議では国際人口

ｌｌＩｌ発会識から５年llllの進捗状況とその進展を阻む障害

につv､て熱心な討議が行われ、人ｎと持続可能な開発

を一興した＃１１点で扱うrjrを強く求めた「国際人口開発

会雛評価のための国会議員フォーラム，ハーグ宣言」

が採択された。この内容は会iWtlF総総長を務めた桜井

新AFPPI)議長の手によって,ハーグの国際フォーラム

ならびに３月にニューヨークで珊催された準iii会議の

腸でも発表された』

22．国運人ロ基金『人口問題ブリーフイングキツト2000年

度版』2,01年

ｌ]NFPA,､lPopulali【〕mlssuesl〕rieIingKil20UOi'の翻沢種人

口問題は“数”の問題ではなく、生きて生活している

“人々''の１１１１題であるという視点から、現在の人｢I分野

における様々な課題とそのI1il題への取り組みを慨槻し

たもので、カイロの行動計画実施の意味を説明してい

る。

18．第21回国連特別総会特別委員会報告轡「付録」

国連人口開発会議行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動1999年

1999年６月3011～７月２日にかけて．ニューヨークの

llil連木綿でＩ)1僻された「国際人口開発会議から５年評

価のための国連人1]特別総会報告響」ロ本綴版。同会
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」
を

秋
田
テ
ル
サ
で
開
催
。

主
催
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
、
秋
田
県
農
業
会
議
，
後
援
秋
田
県
、
Ｊ
Ａ

秋
田
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
川
放
送
、
秋

田
魁
新
報
社
、
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
Ａ
Ａ
Ｂ
秋
川
朝
日
放
送
。

講
師
は
、
辻
井
博
・
京
大
大
学
院
教
授
、
主
催
者
挨
拶
を
広
瀬

次
雄
常
務
理
事
、
菅
野
駿
一
秋
田
県
農
業
会
議
事
務
局
長
。

セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
を
見
る
ｌ
コ
メ
・
農
業
・
国
際
協
力
Ｉ
」

を
東
洋
大
学
板
倉
校
で
開
催
。

主
催
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
、
東
洋
大
学
後
援
群
馬
県
、
Ｊ
Ａ
群
馬
中

央
会
、
邑
楽
館
林
農
業
委
員
会
協
議
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
、

上
毛
新
聞
社
、
板
倉
町
、
群
馬
テ
レ
ビ
。
講
師
は
、
辻
井
博
・

京
大
大
学
院
教
授
、
赤
塚
雄
三
・
東
洋
大
教
授
、
藤
村
真
・
東

洋
大
助
教
授
、
地
元
選
出
の
谷
津
義
男
・
衆
院
議
員
が
挨
拶
、

主
催
者
挨
拶
を
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
。

ｎ
月
羽
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
主
催
「
開
発
協
力
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す

～
釦
日
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
開
催
。
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
議
長
が
主
催
者
挨
拶
、

南
野
知
惠
子
・
厚
生
労
働
副
大
臣
が
開
会
宣
言
、
鮫
島
宗
明
衆

議
院
議
員
、
菊
地
眞
夫
・
千
葉
大
教
授
が
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

を
務
め
た
。
会
議
に
は
ア
フ
リ
カ
十
三
カ
国
、
ア
ジ
ア
十
六
ヶ

国
の
国
会
議
員
五
十
一
名
、
国
際
機
関
等
総
計
百
名
が
参
一
川
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
か
ら
は
共
催
機
関
と
し
て
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・

事
務
局
長
、
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
遠
藤
正

昭
業
務
課
長
‐
加
藤
祐
子
国
際
課
長
が
会
議
運
営
に
参
加
。

四
月
３
日
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ｌ
Ⅶ
準
備
の
た
め
の
閣
僚
級
会
合
」
に
，
谷
津

義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議

の
成
果
を
発
表
。
遠
藤
正
昭
業
務
課
長
が
参
加
。

⑫
月
５
日
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
女
性
議
員
と
和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
懇
談
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
加
藤
祐
子
国
際
課
長
が

参
加
。

⑫
月
９
日
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
国
際
人
ｎ
．
開
発
議
員
会
議
検
討
の
た

～
四
日
め
の
事
務
局
会
合
に
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
が

広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
代
理
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
出
張
。

⑫
月
⑫
日
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
総
会
を
開
催
し
、
⑪
役
員
人
事
、
②
外
務
省
か
ら
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
日
本
の
拠
川
金
に
つ
い
て
の

説
明
、
⑧
ラ
オ
ス
へ
の
派
遣
事
業
の
報
告
、
例
ア
フ
リ
カ
へ
の

派
遣
事
業
の
説
明
、
⑤
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
二
十
周
年
記
念
公
開
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
。
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◇
戦
争
の
二
十
世
紀
か
ら
、
平
和
の
二
十
一
世
紀
を
期
待
し
た
の

も
束
の
間
、
昨
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暴
発
し
た
「
九
・
二
」

テ
ロ
事
件
以
来
、
世
界
は
〃
宗
教
戦
争
〃
か
〃
文
明
の
衝
突
〃

か
で
大
揺
れ
に
揺
れ
て
い
る
。

◇
国
内
で
は
さ
ら
に
底
な
し
不
況
と
い
う
厳
し
さ
の
中
で
迎
え
た

新
年
だ
が
、
私
た
ち
は
い
ま
こ
そ
冷
静
か
つ
的
確
に
歴
史
の
流

れ
を
掴
み
、
「
自
立
」
「
共
生
」
と
い
う
日
本
の
進
路
を
決
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇
人
口
問
題
解
決
の
た
め
人
間
尊
重
と
地
球
と
の
共
存
を
目
ざ
す

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
平
和
運
動
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
は
勢

い
を
失
い
が
ち
だ
が
、
私
達
は
誓
い
新
た
に
初
心
を
貫
き
、
い

か
な
る
事
態
に
あ
っ
て
も
不
屈
の
勇
気
と
、
忍
耐
を
も
っ
て
内

外
の
大
変
革
に
対
処
し
、
〃
こ
の
道
〃
を
邇
進
し
て
ま
い
る
決
意

で
あ
る
。
年
頭
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
．
ご
支
援
と
ご

指
導
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

鵡

表紙の写真説明
鐸！

かま<ら

雪国秋、の風物詩、横手市の「か

まくら」は400年以上の歴史を持つ。

毎年２月１５．１６日には大人４～５人

が入れる大きな「かまくら」が百基

とロウソクをたてる小さな「かまく

ら」一万基が横手の路地を照らす。

横手は古くから水に恵まれない土

地柄から水神さまを祀り、よい「水」

が授かるよう祈る風習があった。

今では、水神さまに感謝するとと

もに、子どもたちの健康を祈り、あ

かあかと灯る「かまくら」の中から

｢入ってたんせ｣と訪れる人々を雪国

のメルヘンの世界へと誘う。（写真は

秋田県横手市提供）

鬮HmHni睦劇鴎鐸

鑑鑿

人ロと開発・冬季号く通刊78号〉

2002年１月１日発行く季刊〉

･編集発行人広瀬次雄

●発行所

財団法人アジア人口・開発協会

〒1600022

束京都新宿区1-5-1-3Ｆ

ＴＥＬ（０３）3358-2211（大代表）

ＦＡＸ（03）3358-2233

●印刷所

文化印届Ⅱ株式会社
鐸
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財団法人アジア人ロ・開発協会（ＡPDA）

設立曇⑥周年詔念公開ﾌｫｰﾗﾑ
:｢人口問題を考えろ」●テーマ

一人類生存の条件と人類社会の未来一
●日時：

蕊ヨーヨー
●場所：

●プログラ

開会

１０:OO-lO:１５

１０:15-10:５５

１１:00-11:１０

第一部

モデレーター

11:10-11:4０

１１:40-12:１０

１２:10-12:４０

１２:40-12:５５

１３:00-14:００

第二部

モデレーター

1410-14:４０

１４:４０－１５:１０

１５:１０１５:１０

１５:20-15:5０

15:50-16:0５総括：黒田俊夫ＡPDA理事

閉会式：

16:05-16:3０閉会挨拶：清水嘉与子APDA副理事長

司会：広瀬次雄ＡPDA常務理事

入場無料（入場者でアンケートに答えた方に、「人ロモニター」をプレゼントします｡）
参加申込方法：参加ご希望の方は、電話、FAX、E-mailで申込下さい。

後日確認書を送付致します。

財団法人アジア人ロ・開発協会（ＡPDA）

Tel：03-3358-2211Ｆａｘ：O3-3358-2233E-mail：apdatyoj＠go1.com
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ＡPDA設立20周年記念公開フォーラム

参加希望

参加登録FAXシート

FＡＸ
ＡPDA事務局行

ＦＡＸ：03-3358-2233

APDA設立20周年記念公開フォーラム（2002年３月26日）

人口問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来一に参加します。

注）参加確認等をお送りいたしますので、１）住所、２）FAX、３）E-mailのいずれかの
連絡先を必ずご記入ください。
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ご芳名：

住所： ｌ
Ｔ

電話/FＡＸ
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日本航空

』快適です｡JALの空。
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￣鰄曇 ご予約.お問い合わせは､JALﾌﾘｰダイヤルでどう匙
ニッコーコクサイ

国際線予約･案内函０１２０百25頁5931
二ツコーコクナイ

国内線予約･案内函⑪120-25-5971

電話番号をよくお確かめのうえ､おかけください。
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回サービス内容

(国際会議運営）－

(通訳ト

(翻訳一岸

(人材紹介｡派遣)－

(スクールト

ディプロマットＩお任せください。 ロマットに。

史､文化､慣習を踏まえた発言や行動が求められる時代はいまほど民族の歴史､文化､慣習を踏まえた発言や行動が求められる時代はありませんｃ

ディプロマットは、現役の通訳者がプロの通訳者を養成し、熱い使命感をもった人材を

輩出して、確実なコミュニケーションを提供しています。

ひとは与えられた環境をいたわり、互いに尊厳を認め合いながら生活しています。グロ

の通訳者を

提供してい

に尊厳を認

まざまな因果関係をひもとくためにも、コミュニケー－バリゼーションが誘因する、さ

幅と深みが求められます。デイプロマットは、自信を持ってそのツールのションには、

提供に徹します。

〒105-0001東京都港区虎ノ門5-3-2O仙石山アネツクス312

Ｔｂ103.5472.7615Fax03.5472.7616

ＵＲＬｈｔｔｐＷｗｗｗ･diplomatt・com
Emailesugiyama＠diplomatLcom

Djp/川伽
株式会社ディプロマット


